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岡山大学附属園暮館

他姓巡検記も数えて第6稗を迎えるo今臥 ま肺和42年度の蕃水,日本原,阿43年度の東

城 ･帝釈映,同 44年度の寄島,すなわち,中h]背黒山地南旭の村 ･カルストの村 ･瀬戸内海

沿岸の漁菜の村を中心に,卒米生の論揃を収勾した｡｢山村と漁村の地理｣と呼ぶゆえんであ
る｡ささやかではあるが. ｢地域研究｣とともに,岡山大学教育学部社会科研究室の年輪とと

もにつちかわれた伝統としたいとひそかに念耕 し,努力してきた成果である)

｢伽 _･TL巡検｣を作T).そしてfI'ててくださった石田発先生 ,宗田克巳'k生がこの地理巡検記
に桃極的に御指と二i.下さったことはまことにありがたく史跡 こ付くflrコ礼申し上けたいO宗田先生

には昨年還暦を迎えられ,ますますお元気で旭埋学界のため,岡山大教育学部のために御宿柑

･符牒助いただいていることは改めて云 うまでもたいが,この報告満も先生の献身的な飼jk:戊

によるものである｡I'fS別に鰐典を考えることがいろいろな三iH汗でできなかったが,第6抑 ま｢

方三田克巳先生還勝記念号｣であると考えていただきたい,

また,それぞれの巡検にF,TLましては関係各位のあたたかい御配席 ･御Ig情をいただいたこ

とを忘れることはできないっ御家癌そろって迎えて下さった民招gj夕,桁泊や交渉 ･㌍柑 こつ

いてを師己膿を下さった学校や役場の方々,播映りに俊おそくまでおじゃました.foJ宅,すべてこ

の巡検記とともによみがえって感謝の念で-はいであるO改めてお7Lを申し上げたい.

ところで.】rlR･近地理学の方法輪に摘する出版叫を検討する弦を会をもつようになってはLめて

近 々5-6年来急増していることに改めて謬故をFrたにした0滴良を除けば,摘fI弟彦 ｢地理
学方法論｣(昭10)｡に旧年来になくなった広擬浩二氏の ｢地理学批判｣ (昭22)をはじ

めとする一連の君-3を脚 ナばほとんどなかったといってよかった,それが昨今では宮川普造 ｢

現代他姓学原論｣(耶37), /.I-ツ不-ン･野付正七訳 ｢地捜学方法論 lをかわきりにウー

ルt･.)ッ･)･イースト｡企崎懸訳 ｢地理等のふ榊 とEI的｣く耶42).,.'ノジ｡西村恭助訳 ｢

ljE紺 色理学｣(昭45.1,ソール.射弘げ ｢地相芋と社会竿L')執三り (附43),ンヨレーーb

山不･正井 ･田中訳 r地‡望学くつ方法折的考察｣ (･'昭 !'2､)等k と一つの7'--ムであろといって

よい｡これは出政界の好況の反映であることにp,よるが,わが国のiq71理学榊 )如きを反映して

いるとも考えられよう.その一つきよ収後q)grしい研究括hbが25年を純色して維 しはじめ･

それにともなって地壇学とはどのような学問であるべきかということが改めて考えられるよう

になったこと,第2にはuS･.i了をはじめとする加地紙幅 ･じil発Bhti71への地理学の参加のし-)J-と関

連して近々10年来応用地埋草の方法緬にIhjする論議が宿敵 こなったこととをあげてよいと思

ぅOこれまて地地割 恨 者にはややともすると ｢実際の学｣を自負するあまり祭料や情報の席

料 ことらわれすぎて力法論的な検肘が少なかった/J)ではなかろうか｡hhnrice le La710u

がq)べているJ:うに ｢輝かしい点綴や尖甥的なb}紗こもかかわらず,その諸方法,その侶J11,

ぉそらくその対象さえも鰍かで決定的な株式では保.址されるに亘っていないという感伯を与え

られている｣｢不遇な学問｣としないためにもこの際,地地学の-̂一法Bl-的検融が行なわれてよ
いと思う｡これまでの方匪論は一部の学者のテクトリーであったし･多くの他の出生学研完も

はまかせ切った気指が弓如､つた','ではたかろうかQしかし,それだからといって･地理巡蚊に

帆する新しい方法論的鯛櫨をもっているのではないUわれわれはこれまでの良き伝ふしと丑かな

成果がある｡こうもをまとめ一つの定出にまで昇零させることが現在必軌 のではなかろうか･
(高 韮 進 )
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第-編 昭和42年度巡検レポート

1. 人 口

近年.人口の都市集中が国家的を間組にtでなっているが,岡山県は労働力の移出県として

阪神地域に多量の人口流出をみる｡当県の労働))移出の中心比県北にあるが.われわれの訪れ

た勝田郡の状況はいかなるものであろうか｡

奈 義 町

(1) 出稼ぎ仕.昭和58年まで削合少なかったが.同年来襲した台風の韻書に上る集作物の

滅少を補うために息故に増加した｡工場の少ない当地にあ.)て相.出稼ぎが現金収入の不

足を補う唯一の方法であった｡出稼ぎ先は主として阪神地域の工事現場の労務者としてで

あるが,最近は加古川.姫路を中心とする掃磨工業地帯.又.水島の工場進出に伴う土木

工事の労務者としての就業も増加しているn出稼ぎの古いものとしては.井の酒造業の杜

氏がある｡その教比少丑く20人海産であった｡現在の出稼ぎ人ロは多い時で400人程

度であるが.短糊の者が多いので流出流人が散し(.その正確を数枚役場でもつかみがた

いとのことである｡

出穣ぎが顕著になり始めたのは.昭和58年からである｡ 56年の米作は豊作.57年

壮普通作,58年比台風による我音大で不作となっており,風水書によって現金収入の道

を断たれた農家仕.その解決法を出穣ぎ忙求めたのであるo農家は水害の救済措定として

国から放億円にのぼる災専融軟をうけたが.その遁辞も出稼ぎを促した.この出硬さ●農家

比広範岡にわたってかb.水田を1町内外所有する曲家でも,農閑期には軒並み季節労働

者として主人を阪神地域に送b出している.しかし.出凍ぎ農家の平均水田所有両横比 7

反であるO主人の出稼ぎの結果,俗にいう■さち十ん鼻薬 が̀ここでもみられることにな

る｡しかし,工業の発達した地域の '5ちゃん&業 'とちが)ところは.農家の主婦に過

大を負超がかかるところであろう｡つせり.サラリーマンとなっている都市部の焦家の主

人のように,■今日典英を散布して下さい "といって主婦が頼むわけに_けいか75いから｡

出稼ぎ壮余剰労働力の過度の放出と夜9 .本収である煉巣生産に支障をきたすように凍

った｡この解決兼として.現在皆木の梯8,J､さな谷あいの濃家にも,異常といってよいほ

ど鼻糞機械が普及している｡もっとも,点村特有の凍争意識によって.農家の夷の必要性

以上に新型の鹿業機械が耕人音わたという両も否めをいと考えられるo現在の米麦中心の

一･･1-



鼻薬では.商品軽帝の農村への便透の敢しい今日にあっては.農家の家計を推持すること

は非常にむつかしい.それ乱 出稼ぎが,すすtナ盛んにをbうっあるO

では.出稼ぎに出ない農家の状況はどうであろ)か｡当町の鹿家赦吐 1,560戸 (1反
■■

以上)であるが,この半数がキ葉並家である0年薬良家の平均耕作両横比 1.5町となって
ノ1

いるが.これ比平均であるから,その耕作両横が数町のものから1町を削るものまで多岐

にわたっていること仕もちろんであるoそして.出碑ぎにいく鹿家の平均耕作面疎が7反

であるo尊楽曲家のうち.梓営両横が少々せまくとも出潅ぎに出ていないのVi.タバコ.

果樹等の園芸作物を栽培している鹿家であるoこれらの農家が出稼ぎにあせb出をいのは

決して家計が裕福であるからというのでなく.園芸作物栽培が労働集約的であるために.

たとえ短期間にせ工.出場ぎに行くことが頬理だからである｡タバコ栽培は米作エb収入

は多いが.広戸風に上ってその品兜が大きく左右されるとか,地力の急激な消耗を伴うの

で連作に上くないとかの条件があるので.これらの農家も出棟ぎ予備軍的存在であるとみ

ることができよう｡

出稼ぎは.家庭生活.子弟の教育等多方面にわたって好せしくない面を内包している｡

従って.この出稼ぎを境′J､限にくいとめる帝として当然企集誘致が考えられるが,道路網

の不整備.工渠用水の不足等企巣にとって魅力的なところがないのヤ計画倒れになってし

まっている｡現在おぼしき工業としては.′J､規模を練物工場が教ヶ所あるにすぎをho

L2) 農家の離鹿瀬村

工業後進県の各地で典家の雑村現象が激しく走っているが.奈義町もその例であるO稚

村の原因として大きく2つにわけられる｡

(i) 農業後継者 (多くは長男)が都市に出てしま.>て帰免せず.年老いた両親にとって農

薬が負轟過重とな.>て息子の所へ出ていくo

(.,) 出稼ぎ中にエい職をみつけ.農薬収入上b上い安定した収入が得られるようになった｡

又.触村する場合の土地の処分の仕方には次の5型式がみられる｡

(j) 事象僻村ののちも田地を手げをさす.農繁期 (田稚.収稚)の時以外打.他人にその

管理をせかせる｡

(p) 親類に小作として土地を預け.小作料として米をもら)●

レう 土地を売却する｡

今のところ(Faの型が 1番多い｡レ寸の型比昭和 40年頃から次第に増加してお9.年間約20

軒の農家がこの方法をとって離農している.(イ).(ロ).ともに土地を売却しないで離村する型

-2-



であるが.売却しない理由として次のことが考えられる｡その第一は島民の ･土地こそ本

当の財産である一という観念である｡その 2昧現在農業以外の職につくことが有利であっ

ても.彼らがその職を得たもともとが手帝労津者であったため,不貴気になった時に仕他

の1.7巧者と企業とのク,シ,ンの勧さをさせられるよう/ll不安定 を立場にあるという志織で

ある｡そして.その時にそをえて徹底隈の生活保障となる田地を確/#しておこうとぐろた

めであるoしかし.とと赦年間の安定した東泉に,t少柵良する者はfZく.その結果として.

昭和 40年頃から田地を売却して散村するものが漸増している.又,行きさき昧大臥 兵

庫が圧倒的に多く2/5以上 を占めているが,とれ比俄が阪神地域に多いせいもあろが,

先に離村して安定した生活を営んでいる者が.同郷の者をよび上せている影尊も大 Cある

とのことであろo又 ..表 1-11にみられる･rうに5.4,9月に転出か多くみられるのは,

挙豪放村を行なう場合.子弟の入学のことを考えねは食らぬからであ少.中.鳥卒者の媒

外乱磯も多いからである｡ (転入者が予想外に多いのは,日本原に自衛隊の演習場が :jろ

為)

未 1- 1 41年度月間丹1純銀人rj衷

1月 2月 5月 4月 5月 i_月 7月 8 月 9月 1D月 11月

男 I8両 .l.dJ25122140回 2.l2A 9I22125128125110回 25I14_115125l'2l'!18

女

計

4ll 9 41510 9 9 81510 715 510 4

(注) 1. との表の転入壮煉内外.転出壮県外のみの故を示す

duo

500

400

500

200

100

0

/が ＼ 5,

447 ･結 7 転出
■●

.･･･- 227 275 2?5 転入
160

57 58 59 40 41年

(注)転入.転出とも煉内外を含むo

ll-3-

図 1- 1 奈義町の転出.転入
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離兼離村兵家の多くは分家である｡これけ本家が比戟的広い鼻地を保布しているに比

し.分家統裁地が狭く,収入の増加をはかることが困難であるからであるOもう1つの

理由は.前述のエ)に本家は比軒的大農である故に.後継者が都市に出ていても.後々

には帰姓するものがあるの忙対し.分家の場合には長男ですら零細的な鼻糞に見切りを

つけ.都市に出たまま帰農しないからである｡この傾向は属桑.′J､攻等の山間部落に お

いて原書である｡

以上.兵家の減少についてのみ述べてきたが.農家の増加が全くみられなかったわけ

で比をい｡日常戦争後軍備拡張にともなって.那岐山ろくに東西 8kb.南北dkn.総面

疎 1a.1KAに及ぶ日本原浪習場が設定されたが.第2次大戦後開拓営団に払い下げられ

大陸引揚げ者などから成る約70戸が入植した｡しかし.その後自衛隊の沸習場が拡張

されたこと,苦しい開拓地の見業に従事せずとも,産業の額輿に上って他に就瀬の通が

ひらけたこと等があいせって.次々と離農してしまい.現在わずか 18故戸が裁ってい

るVCすぎず,村としての機能はマヒ寸前である｡図 1-1にみられる転入の大半は自席

勝負とその家族であるO昭和 40年乾を除いて転入転出に大きを差があることは.青年,

兵家などの流出が多いことを示している｡

(3) 青年層の流出

山間地における甘年層の流出現象は普遍的である｡当町も毎年数百人にのぼる中,高

卒者を出しながら.当町に残る老壮.わITか数十人にすぎない｡次代を背負っていくべ

き甘年属の流出は町の将来にとってゆゆし車間藍である｡ 41年には高卒者の)ち.男

子 10人,女子 20人が当地に残ったが.姓協.役場をどの公務員となっている者が多

い｡しかし.このうちには♯業鹿家の後継者も何人かかり.洗米後継者クラブをつくゥ

て,町に上る鼻薬構造改普番巣と歩調をあわせて近代的曲集経営の発展をはかっているO

当町の発展は敬少をい甘年属をいかに効果的に生かしていくかということにかかってい

るといっても.退官ではあるまい｡
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表 1- 2 奈藻中学校卒業生の進路

57 年 58 59 140 41

就職 男 54人 54 50 17 14
女 55 51l 211 19 25

計 69 65 51 5ム 57

追学 罪 8〔) 9占 8占 75 68
女 81 95 99 89 87

象事 輿 4 11 5 2 5
女 5 01D0

総 ■計 257 255 240 200 175

表 1-5 就 職 先

57* ･58年 59年 40在 41年

県内 20 18 15 1よ 17

県外 49 49 5占 20 20

(注)奈在中攻料に上る

(注)奈蔑中封料によるo

勝北町日本原地区

当町の鹿家の平均耕作面積は奈戊町に比して狭 く .5反にも満たない｡そしてその耕地

の大半が畑である｡にも拘らず当地で仕出穣官がほとんどみられない｡ これは.魚閑期に

は男女共日本原建設の労務者として道路舗装等の土木=車に従車しているからである. こ

こでも甘年層は･ 1部津山方面-就職する者を除いて,他地区同様阪神間へ出ている｡阪神

方面-出ていく青年には,次男,5男.女子が多い｡艮努には.役場.典協磯風とか.教

職についているものが多い｡日本原地区には出稼ぎはほとんどをいが.同じ勝北町内でも

大吉.大岩,西村.市場ではかなDの故にの摺るとのことである｡

森 田 孝 -

2.集 落 (北舌野村西分の近世村帯について)

美作の国主となった森氏は , 1a04年 (足長9年)(個 ltjの酬同の丈丑検地に-着手し長い

期間を要して 1656年頃 (明正年間)に完成しJt｡文禄の検地と異を9,この検地では六

尺五寸四方を以って一歩とし56D歩を一反としたので.村の反別壮滅少したが,石高は増

加した｡ これは技術の進歩があったことを物帝るのはもちろんであるが.一方は封建制の確

･-5-



立に上って支配者が良民から収奪を巧妙に行ったことを示すのであろう｡

17世紀初取に#藩体制確立に上って幕府や大名の凸政は.前代から大きい土地を所有し

た土豪を押え.土兼の下人的隷属農民の自営泉化を支持推進しようとした｡ しかしをがら辺

境地域で比,しばしばこれらの土蘇原が反抗するので,これを緩和する一方策ともなるので.

彼等を庄屋 ･名主その他の村役人にとりたてて利用するという巧妙な手段がとられたのであ

った｡Tiた検地に上IDてこの時土地を所有していた首姓比南岸首姓であり.そうで75いもの

は隷属の程度によって水春宵姓.名子官姓と身分の差がついたのであった.同じ高持首姓で

あっても土地所有高の差や家柄によって長官姓と水春名子を含めて′ト前官姓に区別され.長

百姓が庄屋 ･百姓代をるいは組罰になることができたOとの身分の毒総長くつづいて.門閥

の原因となったが.考えてみると門閥bT.t人為的73:ものでしかなかったことは明らかであろう｡

非沖体制の初めにたまたまその頃狂にあった状津が.由来長く人I.'J的に鮭持されて因ったも

のであろう｡

tたこの村の池は.徳川期の初期に大部分のものが僻 された少,あるいは改修されてい

る｡森氏統治時代に検地が行なわれた外に.山席の故地に上って同じく山林が課税の対決と

された.あるいは平野部の人家を丘陵上に強制的に移転させて水田の増加を計った. (移動

村)

こうして池の構築 ･改臥 人家の移転によって耕地の増加を計り.厳重を換地に上って年貢

の増収を求め,かくし田を摘発し.遂には山林の検地に上って多くの御用林を作り.合わヰ

て課税したのてあった｡

r 部落名 地 名 j#集又比改修の年

中 島 東 早々池 15.97(座長 2)

中 島 酉 院内池 1642(寛永9)

∫I 宮後池 1646(正傑2)

′ 東∫中 島 酉∫ 福本池 (松神池) 1648(康安元)

略谷池 1651( , 4)

矢田谷池 t院内新池 :i野田池 -t r. . 1654(乗応5)

中 島 東′荒 内 西∫∫ ∫1日 9(寛文9)

安春池 1672(. 12)

内松池改修 1684(兵事3)

天神野地 1688(元禄元)

戴 滝本上町川の池

の構集年は不詳



表2- 1に示す上)に多数の他の構築托耕地面攻の拡大と収棲増加をもたらし,従って領主

の収入の増加をもたらした｡この頃村の戸浄人口は漸次増加してhlDたo耕作地面鏡の増加が

大きい原因であろう｡○

表 2 - 2

1590年代 (文枝) 15戸 65人

1690 25 95

1810 (文化) 77 275

荒内村 の戸潜人 口

次に村を苦しめたのは,謂群体制による訂.怨 み峻 だけで▲たく,天災が大きく村にかぶさって

囚紅を増加した｡-崇に記鐘された災音の超戊とその発生年を記すと表 2-5に示す通bであ

る｡

乗 2 - 5

1545年 (天文 14)

1595 (文禄 2)

16D7 (座長 12)

1612 (. 1 7)

1617 (元和 5)

1821 (〝 7)

1654 (寛永 15)

1642 (. 19)

1649 (塵安 2)

1654 (東応 5)

1667 (寛文 7)

1675 (延宝 元)

1674 (･ 2)

1875 (･ 5)

1690 玩t:嘘 5)

1702 (.15)

大 串

不 作

供 水

早ばつ.洪水洪水

∫

洪水大風

冷 音

大 早

大風洪水



この村の災事はもっと多くあり.領主の搾取と共に.村民は甚しく苦しんだことだろう｡

次に.1日 9 (寛文元生)勝田郡の長氏が.領主森氏の苛税に絶えかねて.多数のものが

祖先伝来の鮭地を椅てて逃散しようとした｡ これは ｢伊勢抜参｣といわれるものであって,農

民はか伊勢様に参るといって村を立ちのいていった0 1占97 (元禄･11年)森家は断絶した｡

元禄 12年松平氏が津山城に入り美作の約半分を領し.他の半分は天領となり明治維新まで続

いた.

1726年 (-享保 11年)げ,夷島郡で大きな首姓-探 (山中昏動)が起ったが.それよb

軌 1697年 (元禄 11年)本村からほど速からぬ高倉･高野村の典民が重税にたえかねて年

貢の城免を求めて立ち上がり.領主の弾圧をはねかえそうとしてついに希い血を流した｡この

一線i.徳川時代の首姓-探の内でも全国でははやいものであった｡

1759年 (元文4年) 2月,那岐山の向こう側.因幡･伯者において農民壮領主池田氏の

重税に反対して立ち上がり,藻鐘 ･役人をおそい.ついに典民比鳥取城を取りまいて飯主から

その礎求をかちとった.因幡･実作を結ぶ主賓道路,因幡往来に沿5本村地区にそのうわさ拭

三石二門と酵九即は,目のあたりに見.ある程度まで参加したのであった｡二月因幡から帰っ

た与三右工門,藤九邸は.ひそかに談合してこの窮状から脱する兼を封じた.近藤村の有志と

も莱b.ついに三月二日に決起Llc,o

｢#肘買租三割を増徴せんとすO青徒撃破子流離を免れず.近著因州の民強訴を以って歪謀

を免れたb.宜しく之に倣うべし｡若し応ぜざる者.家を教其身を屠らんとナ｣ (勝田郡誌)

｢来三月二日.北野村長谷野-寄合致候間若御出不破成候村方多人数取喰参可申候,尤御出

破成候方々,荷駄牛御入れ御持出可被成候｣ (勝北太平記)

こうして立ち上った百姓は遂月そのいさかい,%増し所在の穀乱 庄屋をおそい横仙 55ケ村

の大半が参加して毅も盛んになった時は5.000名以上に逢した｡近隣の庄屋や代官手代など

の説得にも応ぜずついに津山藩松平氏の藩兵が鉄砲を持ってこれを鎮圧するに至b.5月7日

しずまD首謀者与三右工門･藤九郎の死罪を初めとして多数の処罰者を出しておさまった｡
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表 2 - 4

･寛 政 5 (1795) 寛 政 11(1779) 文 化 2 (1805)

人 数 男 女dS+52- 118人2--医者1......入社男 74+60= 154 68+44- 152

午 24 疋 24 15

局 1 ー

軒 数 52軒 払持 21 碗持 1d521 27軒 (
無福 1ー 無高 11

村 ~丁璃 214石5斗 9升 5合 205.5.a.4 177●4●7●5

(束雷宗.宗門人放改順.福村継夫氏所蔵)

泰 2-4に示すように 12･5年間に人口比横ばい.軒数比やや減 り,牛馬の数壮減少して

おD.塊家の苦 しさを示す.

田畑畝名寄帳によると (文化 2年)北野村西分の総石高 288･56石

百姓の持高 177･475石

耕地の面鎌 19町 9反 d畝 24歩

下tf1 15･5･9
上 田 7･7･7

其の他

耕作面械戸数を見ると表 2-5のようになる｡表 2-5

2町 .-1町5反 2戸

1.5 - 1 2

5反 - 1町 5

5 - 5反 8

5 .-以下 8



上記の如く. 1800年前後の北野村西分の兵家の姿である｡レ､かに零細典葉経常であるか

がわかる0 1戸平均5反余b. 1年収錘米8石｡ 5公 5民として収種高の半分を年貢として上

納したとすると,4石で家族約5人が何もかも生活しをければならなかったとhbことになる｡

文化 2年の ｢京門人簸改削 り 両神右脚 懐 を作れば表 2-6のようになる.｡ 1,

表 2 - d l

持 高 午 家族 1. 家族

蕃右エ門 22石 8斗 5升 2合 2疋 6人 敵兵術 無高 (水帝) 1人

勘十郎 21 8 0d 1 5 専轡 d(音右エ門の名子) 5
反 助 18 1 1 2 1 A 庄 七 ,(京助名子) 5

礎石エ門 17 2 9 4 1 8 三 助 一 一(長二郎名子) 8

辞茂御家 15 7 2 7 1 a 任 七 ▼( . ) 5

長三郎 9 6 4 4 1 4 文 試 ′(農兵両名子) 4

I千右エ門 8 5 5 4 1 a 次郎右エ門 .( , ) 5

長兵循 7 9 5 2 ll 7 春 作 〝(審右エ門名子) 2

常 吉 7 7 4 9 1 5 太郎兵術 .(水呑) 1

六右エ門 7 5 ◆6 2 1● 5 正 見 医者 .6

オ五郎 7 2 7 00 4 帝 仙 . . 5

l.勘四郎 6 5 8 7 1 4 主 命 社人 5

助右エ門 5 9 ■2 0 1 4

熊之助 5 2 06 0 7

音右工門

勘十郎

儀右工門

助右二門

友 助

(文化 2)

(充政5百姓代,藤蔵の家族)
17石1斗0升 1合

着 苧 丁 姦 4占和

-ll:Eg7).tU

た か

助 17オ

29わ ね21

!

長九郎1
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｢寮門人数改帳｣をみれば.｢他所より抱-下男下女等.委紳相改装教書壱人茂無御座候｣

とある0 1家族の中に.いわゆる ｢抱 ･門 ･門之者｣と示される評常杓労働力を兄い出すとと

ht出さないが.家来-下人がおb.彼らがそのかbわをしていたことと思う.

門之者のt=HJgl的性格は宗門帳上で主人の家族の一見として扱われ,独立して 1家族とならない

ことで示されている｡主人が ｢門之者 ･下人｣の家族各成jiに対して人身的支配を行 うことが

示-されている.同時t,C門之者 ･下人kt主人の謀族の中にあって女房子供を持ち小家族を形成.

柏と下人とけ一応相異なるものとされてい･'jo抱は凍常女JjjLをもらえるのに.下人仕7Eか夜か

女T/;･持ち]:C-なれず,夫Q.ATl下^蛇特例的にのみ ｢指｣に転化しうろことであるo下人ljtは,少年

子供-,.'∴LJ･いo しかし両者()tli;lil,C壮本旋的には差iL､仕ない｡｢柏｣比文字通り主人家族に抱えら

れ,主人と同一一二三族に住まっていて,独立した繰J3主体とfEりえて ′ゞい｡1690年 (元禄5年)

校地の後宗F17封〔は ｢門之者｣の記湖がなくなi)｢泊｣は長く残るO

参考文献 ｢北舌野村史｣

｢日本経済史大系｣ 東京大学出版会

(高 山 琢 三 , 松 本 邦 光 )

5.日本 原 の開 拓

日本原は.那岐山の南山鼓にひろがる広大夜原野であったが.鵠二次大戦後,引揚者への土

地提供,食溢緊急増産の一環として阿拓が行-/Eわれ.成功を収めつつあったのであるが.昭和

59年に至b.自衛隊の演習地として使用されることとなb.その開拓事築け挫折を余義なく

されたのである｡

(い 自 然 条 件

イ 土 地

日本原開拓地仕,那岐山南銘にひろがる丘陵性の高台で.傍高 200mから250mの

間に位碇している｡地質は,第三紀層に残し.表土比 50仇内外の火山灰焦土 (黒ポク.

鼎77(コと呼ばれる)で強i･液性 (平均PH5.d)を示 し,地味も乏しい｡放浪状の地形であ

る為.傾斜が 1度7th L5鮭という利用しやすい所もあるが.場所によっては 15度ない

し20皮.さらには50度に及ぶ地所もある｡土塀が強酸性i･示すととから.多丑の石灰

を没入し,土壌の中和をはかることが必零であったO

ロ 気 候

との地にかける年間平均気温枕.15℃をhL14℃で岡山市工少2℃余 り低いの托す
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ぎないが.冬期にかいては,- 10℃まで下ることもあD.かをb低いといえる. しかし,

環高気温は 55℃ (長嘆月は 8月で51.5で)で岡山市と大差ない.

峰水盤仕. 17DOm余で.岡山市の 1.100棚内外と比べると80帝以上多いのであ

るが.この地の水利は悪 く.用水昭の多くは池がか りである｡

さらにこの地の気候条件 として無視できない車は.広戸風の存在である｡広戸風結,台風が

四国の南方海上を通過する時に発生し.長大風速は50m/BeCを越えることもまれで比

75:い｡広戸風は,作物.住居へ多くの裡書を与え.住居は防風林を備えているo

t2lBi三拓地の歴史

日本原仕,古く代作腸詰等にもその地名&.と見えるが.拍地 としての利用価値は低 く.わず

かに入会刈場として利用されているLですぎ-JrかったOこの原野に対する開墾に仕.明治初年

に安達(I-17l'風にエb行T=われたもe)と,al,二次大TfA繁(,C行われたものとに大別することが出来

る｡

イ 安漕析風の鋸3-gi::5

安達清JJAは.明治 11年 9月Pl,6･北部良に任ぜ られfCが.その時彼はこの原野に讃目し,

その閉Bを意図した｡そこで明治 15時徳凪社Jtr起し.又同年末失禄士族の救済を自的と

する開成社を創立し,岡山,JA田,詳山,.払取Z)鰭士 1占5名を集め.--人あたb 1.1町

も!,コき.計 179.5町の耕地モ造成する計好をi..は した｡明治 14年 5月勧盛局⊥9 10万

円のJ,lf与を受け,LilJtq:TT菜に具佑化され九が.卒業の進展は期待された程で壮布く, 15

年 5月にlrt,｢40余町歩qJ地モ亀柁し,乗苗 50万金株を先摘し.漸次自活の崇にはtLt

んと｣しつつあったが.一方で(.iコ.r4喝にブヨのコ用f_贋 し.金約両からの圧迫を受け.脱

姐 濃はしだいに行きづまってIJlったの~し;l三㌔ そしでjqLlt'台17年 9月T,Li瓶が投すると.

fJ:.され,Lc開拓民は詣317Rの支柱7:irかハ才::Ia -⊥rT三の自竜を失fj=い､揖'ii:=･}Lらずして髄放し

たので.rlWJ:lLlj想士FJLは子に絹し,閏拓B蒜かrL1-8丘は真肋.1'clIl;っ71,Jである｡

前虹技 .この他Glj閃むにL'::して.水BjUこ,:Tr-illに三人茄ナることせく畑作を行/rh,誰蛮菜
を主体とした開塾を行夜い,莱,桐.ブ lク等の黙増を試み.さらに放て好事議を行かbん

としている. このようか汀.1作中心の方法は.現在の開瀬棚 こも小 てはか凍り見られるもの

でLL'39るが,右JT遠にとって報いの｣,7F.:いものであった｡その第-の理由tlt.自然発作･･- 特

に土切と-/3(.刺 - が悪く,当時の昆折借地紅かハ-CQi,畑作物の価格Q二t低 く,畑作のみ

にで諸般することには慌階注が存在していた.,又,当時日本原のごとを辺韻の地にあって

仕,経済活勅の中-け入れ表かったのであろう｡又入植者拭.緒耕耽読をモ ･,トーとする
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知識階級に崩し.自ら開塾をせず.ml人に依存していたという開拓精神の欠如も.車莱逮

行を困難にした要因の～つであったと考えられるo

ロ 陸軍浜習功

明治40年陸軍省上b原知車を通じて,原野の大部分を故習地としてpTi収したいという

旨の内示があり,地元代表者は補J駅を再訂操として.軍の意向を了承したoそして明治45

年末をもって只収李菜は完了し.これ以後.昭和 20年8月まで陸軍碩習地として.地元
ー■
一 也茨との関係を一･応断絶され,渡英生産の姐外におかれることと在った.,
｣ヽ｣

- 第二次大戦後の脱柘

昭和 20年 8月帯粉に上り,元陸lTl狭智地が解放されると同時に,gL人禰各会に上Ib組

浄書れた人々が.元度合に合宿し.甑力して閃塾を開始した0 20年の話にはその数

200戸以上に壊し,国道以南 150町歩.国道以北 1口0町歩の隣母音計画したo Lか

し,この捕縛会は隠司令部よ9解放を命ぜられたO しかし.昭和 20年より見地開発営団

が車菜主体とそり.開重職 を行なうことと凍ったOをおこの時解放演習地のうち国道以

北打,進駐軍慣習地として再rF壌供されることに浸ったので.国道以南の 147町歩につ

ト -- いて開墾が行希われることと在ったo多数の希望者の中より88戸が選ばれ.日本原地区

へ55戸.滝本地区へ 5i,ill--I､精し.各 -々戸当り1町及び 1.5町の耕地の開塵をめざ

した｡当初においては.協同開銀が行われていたが.土地の割当完了によ.る経営権の個人

への移行.住宅の建設に伴なって,生活面の個人化が進んだoしかし.住宅の接殻等も労

力を出し合っての鼠同作薬であった｡昭和25年に日本原開拓姓協が設立されて以後は,

個人経営と個人生活を主体とし.外部経済の協同化む推し進めていくという形へ移行して

いったoその中で一部に経営の完全協同を実施していた光組の存在比特遇である｡開拓曲

軌(vjはこしT=役刺は,多くの艶拓蝕乱と大釜なく,当抑 ま入植者への婚 軌 奨助か行,:H加II.が

. 領 fr坐臥流浪の仲立ちとしての役割をばこしてきたoしかし個 々のEi家の狂態の値入化にともな
い次第に有名無爽化し,さらに他の条件も加わり現在ではその括効fLtはと/し伽 ない｡

(5)人橋者の構成

入植者比.終掛 こ上る息散在境遇の変化により,開拓入植の意を固めた者が大部分である

が.罪人禰帯金の時代においては,百姓はいやだが米があb.食べていくことが出来るとい

うような.開拓出家としてやる気の夜い者もいたのであるが,加 地開発営団への移行に際し

て.奥に開拓蝕家をめざそうとした者が襲ったということが出来上う.

入植者88戸中で壮戦災者が52戸 (56.4帝)と最も多く,次いで外地引揚者 24戸

-14-
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(27.5殉 復員 15戸 (17.0吟

と続き分家入植は7戸にとどま

るo 峨災.引揚等直接戦争の被

等を受け,裸-Irllで入植した人

の圧LF肌 に多いことld,故後悶

狩 出として当:.器のことといえるO

又.これらの人々の入魂宝前甥

芸は,.ご用こ莞 17戸 (19.5CjoD

で,S,畏淫牧者と目されるものは

表 5-1

入棺動恐別個款 1 前 戟 別 個 教

戦 災 52 工 24

宅空 且 15 商 兼 12

分 家 7 】公掛 軸 町 12

計 88- そ の 他 15 ｣

比較的少なく,工兼,曹::;,令

務自由芸等の惣菜米産読者が大部分をしめる｡しかし.良案経験者の少をかったことはかえって

辛し.水田虚業に繁々とすること凌く,畑作有畜鹿骨を唯一の日原として.経営粗放を形作った

ことが非常な好鰭束をもたらしたC,

(4)経 営

イ 経 営

表 5-2 繕 常 面 班 別 El家 戸 数

経営両横 0-d反 4.-8反 8一一1∩反 10--15反 計 1

｢

とく初期の茸料ではあるが,耕地面1i'i別丑森戸故は上表のととく ,大部分の幾家が8反

前後に娘中している0 6反以下はわずかに一戸でありその後の開拓に上り,より広い耕地

を持つようになったと推測されるが,一･町以上の耕地を持つ者も少ない｡故初の縄拓目倭

が日本原地区において-戸当り1町.滝本地区で1.5町であ9.椴終的には 1- 1.5町の

耕地と7tったのであるが.相当央約的を畑作樺常を行なうことを余儀なくされた｡土地条

件の劣忍を土地において,この程鑑の両横では安定した耕作を行をうことは困難で.後に

多くの制約をともなうことに走ったo

ロ 作 物

開苑地の土壌が強酸性の ｢愚がク｣地階であったので,開塾審美は大変困難なものであ

ったが.以後熱畑化するに従って収丑を増し.石灰CTL･投入による酸性土の中和.髭甫頭数

の増加に伴希う推厩肥の施用,化学肥料の周穀によって収稚拙飛躍的に増加したといえる

⊥
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てあろう｡

初期において壮陸稲.甘満 席鈴繁等の栽培が行なわれ.年とともにその収盈壮増

加していった｡昭和 28年以降に行なわれた乳牛の導入は栽培作物に影埠を及ぼし.

54年以降においては属銘乳 甘梢の碗少が苦しく.それに代ってレンゲ,デントコソ

ライ麦,カブラ.イタリアン･-イグラス等の飼料作物の増加が著しいO

(5) 現 況

以上述べてきたこと比,車乗であるがそれがそのまま∵現在の日本原開拓i立の姿であると

は言いきれをい｡いせ-まで述べた通りであれば.日本原開拓地壮職後開拓地の中でも成功

した封拓地の一つに数えられる托すであったoLかし.一方において開拓地の姓菜経常が

軌道に束b出した頃,他方でht今までの苦労に耐えかねて脱落していく鍵髭がでてきた｡

このこと仕,一博の統括を必苛とする開拓地においては墓賓7tことと思∫】る｡この他に

店ればイ汀金が増えるだけだし,それならば土地を売って他所に出エ9にも一一反当り5プJ一円

全部売っても占0万円余りにしかならをいようでは他所へ行 くことも出来ないので.他に

仕事を求めるように希っていった｡怨薬で身':r立てるべくして入植した人々が兼業化への

道を頻き始めたことになるO

さら忙中JL的存在であったCli3'r"一過が財政的に行きづせりつつあった時期に蕊大夜間怪

が起った｡白子コ練が日本LTを軌若場として使用するに際して.開拓地の大部分を只収した

い旨のi.rB知.Jくあったのである｡ このことばは1露地に見切りをつけて他所へ出⊥うとしてい

た人々にとって壮由ってもないことであったということが出来るであろう｡さらに自称-A

I:lfJの出した条件の中には. ｢土地を売ら夜い人がいれば.他の土地も異わ禄いo｣とレう

ことがあったので,開拓地に触 っ てb:謀を続けていこうとする人々との間に間近が生じた

が.肖句,土地の交換を行をい 11戸が開拓地に残ることになったのであるo こうして,

昭和59年4月再出発したのであるが,乳牛~'r中心にして経営を:竺めてきた｡しかし.良●

黄8･英といえる凸家は少なく.中心労a･)者の･-.綻設化.あるいk子弟の他蔑集への従車とい

･)形がかなりみられるO乳牛の飼育を行なっている7戸の良家についてみると,そのうち

4戸仕個人理菅で平均5預の乳牛 (ホルスタイン)を飼育してを9,他の5戸は共同で40

融の乳牛を調音してhん.栽培･,-E物も馬領空.甘緒は少モく.レンゲ,デントコン,ライ

麦.トウモロコシ等の頂料作物が大糾分をしめているO
IJ･l■

第二次大戦後日本原において行表われた開拓が.多くの凶性を克服して,乳牛を中心と

-1占-
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した生産活動が軌道にの少.一部では将来への予想が立った時に.-自衛隊の演習地として買

収され.日本原開拓地は大きを転換を余義なくされたわけである｡日本原開拓地の今後を考

える時,常に問題と/t1-包加;自衛政の演習地としての日本軒である｡日本際は演習地としてIC)規執<t

中規模であるが,その地形は射笹洪習には過して).i),中国地方卓d-3J､ては,こ柑:tナ適した土地HイLb

には見あ7こ恥 ､といわれている｡現在日本原に駐と/JJn､る自t.都荻は,機中大隊,僻料大臣知二約60U

人象りであるb.;,奈義町民の柳ヨま,｢同じ土地を使うなら, 規模の大きい方がよい｡そのほう

が,奈義町に落ちる金も大きく.町にとってためにそる｡｣というよう75考え方も存在して

いる｡そして現在姫路市にある連庫本部を日本原-移してほしいという考えが出されている｡

これらの考えが実現されたそらば.つまり.日本原に牡とんする自術隊の規模が大きくなる

ならば.演習地の広さが現在の規模で十分であろうか｡演習地の拡大打十分に考えられる｡

又.自禰陳の規模が大きくならをいにしても.演習地が拡大されないという保障は希いの

である｡ この次に演習地の拡大という間壇が持ち上った時.それけ日本原朗拓地の終末を意

味するとすれば.言い過ぎであろうか｡

Ejを転じて問態を内側に見れば,狭い土地にLlける乳牛中心の経営という点も問題になる

であろう.寒冷地濃集復興の救世主のごとく習われることもある乳牛であるが.自給しうる

飼料のみて牛を飼育することは不可能であるoそこに比当然購入飼料の利用が行なわれる｡

それも現在のように規模が小さいならばたいして負担にならないVCしても.経営規模の拡大

を図れば,それ杜とDもをかさす購入飼料の増加を意味する. しかも飼料の価格は年々上昇

しているOそれに対して乳価の上昇壮微々たるものである｡そこにおいては当然利益の減少

があらわれて来るoそうなると経営拡大壮行き話9.収入の増加を他の方向に兄い出そ うと

する｡そこに卦いては.現在も見られる兼濃化が進むことに在るてあろうO

参 考 簸 料

o中国山地 (上) 中国新㈹社
(小 野 優 志 )

4.広 戸 鼠

(1)広戸風とは

広戸風とは那岐山南雑の東萩町.勝北町においてみられる局地的た暴風であり,その発生

は低気圧が四国沖.特に室戸沖を通過する均合においてみられるものであるがその原田扶令
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日においても解明されていない｡ この様を局地風は広戸風の他に山形県の ｢汁川だし｣愛

媛県の ｢ヤーじ風｣兵庫県の ｢六甲おろし｣滋賀県の ｢比良八乗｣奈良県の ｢平野風｣な

どがあるが特に愛媛県の ｢やせじ見｣は気圧配億が広戸嵐の丁度逆になっていることは興

味深いものである｡そしてまた当地におt̂て比古くから大きを故事を与えるこの風をおそ

れ種々の伝臥 宗軌 そして風に対する兼もつくb出してお9,それらはいずれも興味あ

るものであるo歴史上の記鐘として綻奈良朝から平安朝Ln:かけての国の記領の年表に｢美

作飽軌を喝う｡｣という記事がでている｡ しかし12世紀以後武家政治の時代捌まとんど

記録として仕残されてなく牧園時代の終b頃からけ多少残っているoそして徳川期におい

ては相当襲ってお9.嘉永2年の近藤村 (現在の滝本)の明細啓上帳に ｢当村之俵-詰仙

卜申北二両山並二風ノ宮 卜申広戸仙二風穴山御座候故二福 々大風二両難艶仕候尚又大雨ノ

節-諾仙ヨリ落合洪水出来来水損モ御座贋村方･･-･-･･｣とあb更に同年北野村の差出明細

胤Ir_妨 ｢当村ノ義北二高山御座候而山仲之村故北大風厳敦風韻村二御座候陣統之節-右高

.r_ 山ヨ1)一時洪水二耐見地等出来仕之義モ御座候･･-･･-｣と記してある.以上の記舟で諾仙

とは那岐山.-2た北大風とは現在用いている広戸風のことであるO尚こ.の広戸風というこ

とI,i仕大正期に走ってから用いられておりそれ以前比北大風といわれていた｡

次_に北大風即ち広戸風の㌻--1f.jであるが明治時代までははっきDとは知り得ない｡し,

かしながら大正元年発刊の ｢岡山県勝田郡史｣を見ると元禄時代から明治時代における災

零として第 1表の示すととく記してありこれらが台風発生期とも一致するので広戸風の発

生と考えてよ,かろうOそしてこれらは被害の穣めて大きをものと思える.この記希から規

.. 葬 4- 1 元禄～明治朋の記録 岡山県勝田郡史より ' .

年 元 草 元 -3E 完 文 JL一明
代 禄 保 文 暦 ■ 政 政 治

年月日 五 六 六 一 六 二 画､■五 ■一 二三 五 六 一
七 八 八 八 九 六 七 四 六 七 九 七 十 八●● ●●● ● ●●
八 六 五 六 八 五 四 一

･東 盃 盃 盃 盃 意 志 盃 意 志 意 志 盃 歪 盃

横の大きな広戸風比だいたい5- 6年に-鹿はあると言ってエいたろう.更に比軟的小さ

い広戸風を含める走らは昭和 20年～58年tでのおよそ 10年間において第 2表の大阪

ニメl･ -18- し∴I-111･ l I



管区気象台の灸科が示すように 1年の間に4回も発生していることがわかるotた広戸風の

強さを表した記魚として同じく大阪管区気象台の泥舟 (昭和9年9月 21日)があb.それ

には次の様に記述されている｡ ｢5時から10時まで大暴風雨.風速約60汀レ僧 .この暴風

雨の禎音吐稲作は5割減収が 50町歩.5軋以上が 150町歩. 1割以上が 140町渉｡住

表 4-2 広戸風の状況 (昭和 20年- 50年) 大阪管区気象台食料より

年月 日 : 状 況

拭強かつた○

F終日器風雨襲来するC

25.9.14 台風7イオンによる広戸風襲来,乱速 25- 28m/8 互鼓拭

ll.19 果風雨荘来す.各地に坂寄ありo

24.7.50-8_.15台風へスターによb那岐川.滝川.鵜殿川,岩針 目の各河川氾渡し,流失. 追

終決軌 遜岸等崩襲せり.風による被害も多し

広戸風辞来,歩行田搬

1D.27 夜来上b風強く′ト枚折れ落発多し.糊 あb

ll.25風強く窓ガラス破損 2- 5日にわたb降雨をともない停屈す ..

25.8.25 風強く窓ガラス破損の程度

水稲.晩生相当の娘等あb

台風キジ了の影鞍を受け 1時とろから5時とろまで風速 20-25汀レ/B 那岐.池

台風ルビーにT_り猛烈を広戸胤を超 し,早味より襲来Li胤 -ゼ,凍ぐ>'等大
半を倒す○

26.7. 2 倉風ケイト通過に上り暴風雨袈丸 .)ンゴ,ナシ等落果,水田冠水家屋床下浸水

相当あb

28.9.25 台風第 15号により猛烈を広戸鼠がかこb家屋の倒班蕗作物の被署甚大 -.

29.9.18t台風第 14号四- を通過.- なるも水稲- 介の被- .り e

l 50.10.llI 台風第25号によb夜半上り吹き初め昼とろ7Eで続く.水和倒れるもの多Lo
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宅の被害は倒凍家屋が 19戸であって各家屋は犬走り小走り韻書あD｡森林の被害直径5尺ぐ

ぐらいの大木も根もとから倒れたO立木はほとんど南南東に傾 く.｣をお.広戸風の発生原

因は現在においても前述した上うに明らかにされてほい毛い.しかし.本生rFJ山地方気象台

が中心と凍って行75:つている調査によって何か新しいことが発見できるてあろう｡ I.

(2)風の官の伝説について

広戸風即ち北大風についての伝説として名高いものに ｢風の宮｣の伝説がある｡風の宮と

は龍山のふもと日本原野の北端にある古い宮であるが.前に述べた近藤村の明細帳t'C示して

ある上うに古来当地をおそう広戸風は風の官境内にある洞穴- 風穴- から起ると信じら

れていた｡即ち風の官の風穴は因幡国まで続いており風の宮の神の怒りで広戸風が起るとい

うのである｡そして神が怒るというのは人が風の官境内にみたbに入った時という話と.又

一方では風の宮の松の木を切った時という言い伝えがある.しかし村人適は神が怒っても風

穴をうめてしまえば広戸風は起こらをいと考え風穴を盤めエうと試みたが仲々うせくゆかを

かったOそこでいつの時代か明らかではないが当地の人々がことごとく~出動し格川の石を運

び.それらの一つ一つの石に法華経の一字一字を啓等しそれをもって風穴を埋めてしせった

という.現在風の宮には石が高く横もられている所があり.それらの石の中には河石も多く

時には草刈人が焚字が鎧甘してある石を見ることが穀近まであったというO

徳川朋の初頃当地を支配していた津山帯森氏は虎民連が風の宮にみたDに入ることを禁じ

宮を厚く尊崇したO森氏の後は#桁直轍地天領とそったが幕府も社域に入る.ことを堅く禁じ

村人に命じて侮年8月 1日から9月 15日までの 1ケ月半の間 2人づつ昼夜4交代で監守さ

せ.見張/ト屋に什日の丸の旗をたて#府御用として人々をおそれさせていた｡これは明治に

至り廉されたが人々はおそれて杜域には入らなかったとふう.また8月 1日から9月 15日

に見張させたというがこの期閲が広戸風の最も上く発生する時であり興味深いものである.

明治41年日本原野が陸軍演習地となD風の宮はしばしば実弾射撃の頭的となり,村人連

I.(i胤の宮が怒るとおそれた｡しかし師団長の一戸兵軌 あえて風の宮を標的とし大砲卵をう

ちこせせ次の様な辞を読んだと伝えられている-

.迅嘗紫屯迭滑空 日本原頭煉武中 祈我王師柑且健 弾丸千百舞風宮 ■

この上うにして教官生来村人連の誤っ,た信仰と壮いうものの長い間崇められていたところ

はかいかい軍隊に上って破壊され現在の様にをっている｡一方北大風は相変わらず当地の人

々を現在も恐れさせているのである0
1
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5)故事と対策

今年も広戸風は襲来した0 9月 12日長すぎから14日夕方tで台風22号の影響で平均

風速 11m (群間最大風速 55m)の風が生じ勝田郡奈肢町と勝北町の射 下物に大をる被害

を与えた｡風はさほど強く仕をかったが台風の足がおそかったのが原因で2日間以上吹いた

ためであb･地元でも ｢こんをしぶとい風は壮じめて--｣とあきれてVlた｡両町でまとめ

た被害状況は稲田で455LAが倒伏したb糞ずれ-稲ずれ韻書をうけ約 5.200万円の狭軌

奈岐町では造林用甫畑の豊並樹苗生産組合を中心に約 500万本のスギ,ヒノキ首が穂先を

とばして約 500万円の被害○その他出荷貴盛期の特産 20世紀ナシが約4kAで4口車の溝

果･クリは 805が実を落した｡共同出荷中のキユー,)やインゲン豆は根元からやられて抜

き捨てるよb手がないと言われ破書総坂は約 4千百余万円にのぼった｡更に 10月 27- 28

日VCは台風54号が四国沖に接近したため今年 2皮目の広戸風が発生し.その規模は昭和40

年 9月 10日の大広戸風に匹敵するものといわれている.約 15時間にわたって強い雨を伴

った風速 50- 55mの強い風 (顔間食大風逮 4 7m)が吹き家屋については全半壊 5戸と

一部破損を入れて2449戸が硬等を受け.農作物において相補の収錘が9割方片付いてい

たため約500LAの田に残った稲はぜが倒伏し水びたしにをった程鮭で鹿作物への被害は比

較的軽くてすんだ｡ しかし出荷前の-クサイやダイコンおよそ 200LAが葉っぱをちぎられ

て全滅に近い被害を受けた｡そして奈乱 勝北両町で家臥 裁作物に総頓 .億 4千万円の被

害が出た｡ しかし峨後最大の広戸風といわれる絹和 28年 9月の台風 15号の時の被苔は第

5表に示す如く今年のそれ上b捷めて大きなものであb広戸風の戦きを示すものであろう｡

表 4-5 昭和 28年 9月25日台風第 15号に上る広戸風の故事(各村役功調套)

区村名分 家 屋 納屋その他 J水和l# 収 果樹の蕃 音 電柱の倒 沸 山林,立木の折 損 そ の 他倒壊 半壊 破損 倒壊 ## 故損

59 405 57 127 550(】 505 40 1700

勝加茂村 0ll 458 - - - 4PD〔】 2 20 1POO

新 野 村 4 4 500 ll ll 500 5400 15 50 5000-走しの落ちたもの550耳豊 田 村 1 5 158 10 0 50 2500 1 - dDOO

遭 並 村 2 0 0010 55 1500.0 10
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以上の様なる広戸風に対して地元民は次の様を対策で防風.防災に備えている｡

い)木 背 (こぜ)

家屋を風から守るのに木背といわれる防風林を風の吹く方向に設けている｡昭和28年

の台風 15号の場合木背の有無が牢屋の破音に覇薯を結果となって現われているO木骨に

使われている樹種あるいは木背の規模比地域に上ってかなb異をっている｡

(p)i S

木背を設ける耳性頼近の新しV}家には困難を番であるoそこで概後開拓滞比風の方向に

誘き 1- 2mの土手を集いたが,この方法も効果あるものである｡次の図比その実例であ

上手高さム尺

r2iy++1 ++jij‡ 二 千

るo北普野村閃布団の家屋である｡土手のない畜舎は昭和

28年 15号台風の時.屋根をふきとばされ朋旅した0

1
1･,

+4

-L_

図 4-1
rヽ

レう 盛作物の収種期を多面的にす,Lo

家屋について比.前述のような防風林.土手等によって等を防いでいるが,鹿作物に対

しては,何らの防風設備もなされずに現在に至っている｡広戸風の最も蓮こbやい 9- 10 .,

月は稲作の主賓時期にあたb,一皮広戸風がふけばその彼等は非常に大である｡そこで,

早.中,晩手の5準の稲を植えるとれ 比巌的茎のじ上うぶな稲の種類を鼠ぶとか,稲を

乾燥する場合に稲架を南北に立てるモどの消極的な方法が訴せられているVLすぎない｡
I

また他の泉作物に同様である(,
lI-lrJ1--

(⇒ 酪曲中心にする
!

水稲栽培では風害を防げる方法が困難を為最近では.水田を牧草田に化しTE離農を主に

稲作比自給程度にしている姓家が増えつつある｡Ti九.稲作のかわb忙たばこ栽培をする

舞家もあるが.いずれも風音の少ないものを選んでおb今後の方向を示すものではをいか
f

と思えるo r I･

(4)奈鹿町 5地区の夷態

我々が巡検で歩いた奄裁町の皆木 ･金沢 ･日本原の5地区について広戸風についての①風
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向.⑦故事.③膚仰.④対兼の4項目について述べてみよう. ､

◎ 嘗木地区 ･
Ii..

Q) 風向 皆木地区仕だいたい南北に流れている馬桑川の谷に治って風が吹 く｡すなわち

やや東上Dの北風であるo

③ 破専 谷底に位雁しているため従来.大きな被害は受けず.稲鍵が落される春慶であ

る｡

③ 信仰 別的:なし.

④ 対簡 各戸とも木背を轟いている.しかし木背の規模は′トさく.家のE.･-,さ上り低い｡

tた樹種は杉.檎.あベまきなどである｡わら屋根は北側にトタンを拭ってい

る家もある｡

◎ 逢沢地区

Q) 風向 奈義山の方向 (ほほ東北)

③ 被害 戦前壮家屋の娩嬢があったが.JR近農作物の被零にとどtっている｡水稲紘10

7-ル当り平面なら6- 8日糾え穣できるが昭和 40年には多い家で5鹸程度で

あった｡さつtいも.さといもの蓑がたびたび飛ばされる｡

⑨ 信仰 豊沢にある龍田神社で毎年9月鶴め且神祭があD.部落の風害が75いエうに祈

っているo

④ 対策

o木背 樹軌i杉.～,つばき.くぬぎ.くす.竹をどであり,幅があつく木の高さが

民家の屋根上b高い｡旧家ほど木背の規模が大きく.元庄屋の木背は下図のよ

うに巨大である｡
25 〝I

図 4-2
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昔は樺力関係も示していたと思える｡

最近は等 4- 1のよう尤プロタク塀を北側にめぐらせた家もだんだんふえてい

る. 5m玖上の高さが標準と75っている｡

o農業 米作はほとんどの農家が中心にしており.その対策もかなり考えられている.

稲の品種を早～晩まで多種栽培し,全滅のなレ､様にしている｡早稲の品種qj:竹

田という酒米が主に売っている.また広戸風の吹く頃に蛇田一面にあみをはb

稲がたかれないエうにする鹿家もあるO又,穂が実ってか らの広戸風の来た時

は.地rmlIに稲を先に倒 してし7tう方法もとっている.

更に稲作からたばこ作 りや牧草を作 b酪連に転換 している良家もある｡

◎ 日本原地区

⑦ 風向 奈我山 (北東)より

⑦ 被告 開拓団が入っており木背の完全で食い姓家もあ9,昭和 28年の時には.開拓

洗家の 2階の屋根が 1DD叫烹どとはされたこともあった｡

典作物はさといも.さつまいも等根もとからとげされたこともある｡昭和 40

年には晩稲がほほ全液という大被害になってレーる∩

CS) 信仰 観前壇では風の宮を風の神として祭っていたが現在では風の宮は信仰の対冊と

はなってなく.秋祭り等で風等がない棲祈願 している程度であるO

④ 対策 木背の規模仕金沢地区よりやや′トさいが.家の高さより高いものが多い.巾は

5-4間か一般的である.しか し民家の多い所では木背のない民家 も多い｡

日本原地区の地形的環境から米作よりも蘭殺中心鹿家が多いことに特色があ

り .特に牌拓地において苦しho米作は自給的で,主に中手の桶を栽培･してい

る｡

以上.奈義地域に結い関係の広戸風について概略を述べたが.地理的現境に上って人々は打ち

砕かれながら.その環境に適応 し更に進んでいこうとする態度も忘れられないものである｡皆木

金沢,日本原の三地域においても風音の多い豊沢.日本原の如く県北にあbがちを陰気さが貴く

力強ささえ感 じさせる人々の志気ごみがその土地に浸透してViたと思うのである｡

(岡崎明宏,河本充昭,馬場 敢 )
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5.泉

とのたびの地理巡検で私達が韓破した所は.那岐山兼に展開する扇状地であった｡

豊沢の因幡往来 (国道 55号碗)に立って北を夜がめると.那岐山.腐 山.爪城山など1.000

mをこえる山々が連なってそそbたっている｡その能からをだらかなスロープが続き,それは

街道を越えて.南の柿.中島乗.荒内西のあたbせて続いている占扇状地 といっても.あtb

にも大規模で.しか も新旧2つの扇状地が電なりあっていることも手伝って.扇状地であると

うなずきがたい感じであったoそしてどこが原央であ17,厨端であるのか歩き.見ただけでは

容易にわから希い｡なにしろ頭央にあたると思われる所 も.たばこやとうもろこしの植えられ

た畑はあるにはあるが.一ほとん ど水田で.緑の稲糞がどこまでも続いている｡川ER:かいても.

滴々とTfでいか7Eい把一しろ,水をたたえて耽れている｡机上で学び得た扇状地の概念とは適う

ところの多い扇状地の現状であった｡それ虻自然のをすがままにしてかかをいて.上りよい生

産.生活を得るために,人間が自然を克服してきたあらわれであろうO

扇状地では一般に.扇端において局央を伏流した水が沸出する.て拭.この頗状地ではどう

であろうかO

旧期扇状地の扇端にあたるILiJ本,行方.縞円野のあたりで帖湧水が多くみられた.崖や一段

高い所と平地の接する所などに.水がしみ出ているといった様子で湧き出しているのである.

斜面に打ちこんだ竹筒から,冷たい水がふき出してし,るところもあった｡それ らの水拭集まっ

て.いつか用水路に流れこんで行く｡澄んだ水がさらさらと流れている用水路は.幅 50C7n位

でコンクリー トITできており,水田の中にはりd'('らされている｡

この地方の柵概用水は池がか少.川がか b.したたりの5種があるが.したたbとは.この

潮水を集めたものであるQかんげっで粕がか ;7,川がか 少の田が干あがっても,したたりの四

は干あがることはをい. 42生 6月の日照り炊きでも,したたりの水はたえることなく,池が

か り,川がかbの田上bも一足先さに田植えを済ませたそうである｡このように-B々てWLilす

る水は用水路に集められ,田をうるかすのであるO

その他,現在では水が湧き出て)jj:いないが,日 数年までL･iさかんに湧出していた泉がいく
＼

つかある.それらLはしおかき様と呼ばれ.神壁な場所とされていた｡絶えず滑らか な水を軸出

するところから神聖視されたのであろうC,

1部落又は2部落で 1つのしわか専横 と呼ぶ泉をもっていて.人が死んだ時に締めに使う水

をそこへもらいに行 くのである｡死人の家族.牧内のものでほをく,葬式一切舌とbLきる組

内の者が 1升徳利や, 1升ぴんをさげて行き,お金をお供えして持って帰る.近年はお金のか
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予 ＼

わ少に石ころですせせる上うになったとか｡もらってきた水は.瀞棺の水に使った少.汲棺を

行なった人が手や体を締めるの忙使ったり.死人の家の庭に書いたbする｡

しかかき様という名の由来や.いつからこの習tLが始tったかは不明であるが.江戸後期に

I.dすでにこの習tRは行なわれていたらLho しかし.水が頭出しをくなった今では,この習慣

けほとんど行われていない0年とった人は.しかかき様という名や.場所を知っているが.く

わしいことまで知る人はほとんどいをい｡しおかき様と呼ばれろ泉仕, 1部落又は 2部落に 1

つずつあるのだから.蛸イ山也方だけでも相当の数になるわけであるが.その場所さえも不明の

ものが多い｡そんを中で.中島東.久常.日本原にあるしおかき様はかをり知られている｡

中島東のしおかき,隙は,軒Efl住居跡の岡にあって. 200年ほど前.高円のくるかうのしお

かき様を勧請したものというo中島東,荒内簡部落の人々が使った｡高く生い茂った椎茸を踏
I

I,7>ごつけていくと.陥 2nl.長さ5〝l位の耶円形の水たせりがあったO (写英 5- 1)

一方姓節 目Jt位の渦と希って東にのぴているo (写其 5- 2)にごった水がエビんでいるだけ

で.胡き出ている様子扶Trい.しおかき様とLFlっても.′J､さなは こら1つあるわけで /IL,

ヰわりは維革がのび倣鰐で.この慣行が行をわれをくそって久しいことを物語っていたo久常

にあるしかか専横の水虹昭和 16年のかんばつの時.飲料水に使われたそうである｡日本原の

しおかき招け .浜手他の雨を通るid臣u/J､ら5〝哨 ど結いった山ぎわにあるoそれは直径 1mぐ

らいの丸い井戸で,手が届きそうTZところまで水がたまっていた｡現在水は商き出ていないが

20年位前書では治水が敷き出ていて.そこを通る人の休息所となっていたそうである｡この

あたりでは今も年寄Dのいるところで性.人が死んだ時しおかき棟の水をと!川こ行くが.この

しおかき様の水のかわDに塩辛池の水を取ってきたbする｡しおかき様の水が塩芋池にはいる

から.同じ水だとするところかららしho場所のけっきりしているしおかき様さえ.現在水の

深出している所はないのであるから,他のし弁かさ様と呼ばれた泉も同様であろうQその他名

もない功水がたくさんあったことであろうが.それらも現在はTrくなっているのである.

人々は頂状地という自然条件を克服して.厨央郡をも線の水田にかえ.宮内や竹の下で見ら

れる上うL,-.川は伏流と堆横をさけるため虜頂にあたる山漣から両岸をコyクリー トで故拝し

又･伏流水は虜端で鞠出するのを待つ寸でもなく,扇央軌 荊端部の水田をうるかすために使

っているo宙状地の粛端において朗薯に見られるとされた湧水が現在かくまで少ないのは.扇

状地に生きる人々の自然忙対するこれらの挑職の結果かもしれない.

~･､･-ヽ

･tl-†▲
( 万 成 連 子 )



6.青 木の兼業 農家

近年一部で経常規模の拡大に上る自立経常への前進が見られる一方.兼業化が苦しく増加し

て日本の農業が今後. この 2つの方向をたどりをから大きく変貌するきざしを見せけじめてい

る｡そして〕良薬凸家が都市近郊の場合には三ちpん農薬が,それが山村の場合には出稼ぎに上

る家庭励壊.甘年屑の磯村が間'1頃とされる. これを解決しようとして数々の試みが行表われて

はいるが.現状では薙器化が進み.昭和40年にrtわが国の鹿家の78.5序が兼業兵家である.

そ_F)した兼菜良家の実情が見れたらと思って巡検に参加した｡

-山に開まれた細長vl谷底の土地.涼しくて他から東た者把は別天地であるという｡民泊した

家のおばさんの言った ｢ここは作州の雌井沢と官われるんですよ｡｣この静かfE山あいの村.

ここに昭和 4D年現在で54戸の曲家があり.改定捻挫常民212人,一戸当カの平均地帯員

壮 4･2人と全国平均の5.5人よb一人程少ない｡昭和55年に托典家戸数 54戸.経世碍人数

2占5人で.-戸当りの平均は5.5人であふ｡つまり過去 5年間に一戸につき一人がいなくな

った-Sになるo これ扶全国の良家の平均の0.4人の倍以上の拭b方とかち.甥女別にみると.

女は 17解法か,男は22帝と男の滅9万の方が大であるo叉過去5年間rK5戸の鹿家がなく

なっているが.54戸の内の5戸だから.その占める率は大である｡表 6- 1からもわかるよ

うにP7li加40年!,Cは卑語良家 5戸.一群栄典炎夏25戸.二碓兼業氏家22戸である｡これは

全国平均に比べてみると専寮B家が大変少ないQ

表6二 1 番 兼業別姓家茂

一種兼菜鹿家 二価兼薬良家 専 業 良 家

S55 皆 木 19-pI (55勅 12戸 (20吟 E 25戸 (45句

S40 〝 25戸 (日 動 22戸 (44年) 5戸 (10吟

S55 全 国 5'5.占飾 52.1帝 54.5弟

昭和55年と比較してみると昭和55年に壮45年も占めていた呼集放課が昭和40年には

10弟と滅少している｡そして逆に二種煎薬丑雪が 22笹もふえている｡全国的にみても専業

放家の滅少が目立ち.兼業免家.その中でも二相兼業兵家がふえており.わが国の鹿家壮二種

米菓家へ一層傾いたと貰われている｡しかし唐木の場合,この5年間の変化は急激である｡

て仕兼業種類を調べると表 6- 2のとおDである.
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表6-2 兼業種別農家数

S55年

h i

- 職員勤務 工場勤務 (恒常的賃労働) 厄 穆ぎ 日雇い人夫 自営 孟十
I-碓氷諮虚家 5戸 1戸 o戸 7 戸 18戸 19声

二種兼業出家 1戸

磯貝勤務 I頓勤務 (恒常的賃労働) 出稼ぎ 日展い人夫 自営 計

I-一種兼薬鼓家 2戸 o戸 o戸 ･ 201コ 1P 25戸

二種発議農家 9戸 22戸 1

特徴的なのは-軌 二相柴業鹿家を通じて.出稼ぎや人夫などの不安定を菜種が 55戸と兼

菜農家の内の75帝を占めている番である｡一種兼業鹿家でみると自営が8戸から1戸に減っ

ている｡これは薪炭などの自営鹿家がなくなったためである｡又日尿い人夫が倍以上にふえて

いるOこれ舵昭和 58年の属桑川の氾濃の後.河川=事のための人夫がいるためである.私達

も巡検中いたる所で河川工Sを見たし.又自軌車で遊んでもらって帰っている人夫適を見かけ

たoこうした仕杏は余Dとぎれる頚をくあるらしい.又県南-イ草刈カなどに行く人もあるそ

うだ.二縫兼業曲家では.帝われ雑業蝕家がふえている車と.出稼ぎが新しくでてきた番が目

立つ.出嫁を壮京阪神へ出て行き.そして虚繁期と盆 ･正月などにだけ畑ってくるそうである｡

又, 1年いった人が多いそうである｡曲菜だけでは食べられない｡かといっで,近くにいい仕

事も夜ho叉離村するにLi蛮子をかかえてとしっうようを人が出傑ぎに行く~のであろうが,その

人連が一家の中心となるべき人だというところに問題があろう.ではこうして来葵化へと進む

皆木の経常規模についてみると,水田7- 10反が全体の24啓と一再多いというものの特に

目立つというものではなVl｡昭和 55年に比戟してみると, 5反未満と今までをかった 1.5町

以上の良家が4戸もできたことである0 5反未満の鹿家は24頭から54啓に,つまり姓家の

樺常規模の寄掛化と拡大化が平行してかこっていることにそる｡

衷 8- 5 経営規模別 出家数

5反未満 5--5反 5- 7反 7-10反 1t)～15反 15′-2口反 総兵家数

S55 ム戸 14戸 llJP 0 戸 55戸7戸 15戸



こうして皆木の農家の現状と昭和 55年と昭和 40年の比較を通して過去 5年間の変化の一

端をみてきた｡今度はなぜに変化 しなければならぬかをその原因の一つであろう姓家の経済か

らみていこうと思う｡煉産物の総売b上げをみると.昭和 40年において50万円以上の鹿家

は一戸,50- 49万円の趣家は 9戸.これに林産物の売b上げを加えてみても.農薬だけで

はたべていけないことは一目瞭然だろうO襲6-4にみられるように昭和 55年から比べると

販売をしの農家が 5戸もふえている｡それは経営規模の零細化のためであろう｡

表 6- 4 度産物総売り上げ金額規模別姓家政

販売なし 18万円未満 ■10--19万円 20-29万円.E50-49万円

S55 2口戸 1戸4戸 . 22′コ . 7戸

S40 9戸 9戸

表 6-5 林産物の総売b上げ鹿家敢

版売なし 10万円未潤 10- 49万円 50.- 100万円

S40 12戸

しかしそれを別とすれば蝕産物の売 り上げ舵増加 している｡ではなぜに兼業化が進むのか｡

I;Lm'1物価のhLLげと当'括程虹の 卜yI-ltlI.Lと思う｡′t綿帝政0日-jFのJ二g凸R収入,つまり兼業に東め
る｡これ比全国的な傾向でもある｡わが国の 19A4年の農家所得比一戸あたり平均 = 6,000

円で前年を 14年上回った｡軸労者所得の増加寒が不況のために 11多忙とどまったのに比べ

て伸び率として痛い., この高い所得増加率の原因の一つ比良外所得が多かったことで.単近5.

年間の旗家所得の動きは.地業所得が年輩9年に対して鹿外所得はその倍近い 16帝のテンポ

でふえている｡ではその地外所得で曲家の生活はどの様に変ったてあろうかbせず機械化が進

んだ｡昭和 55年には 4戸しかなかった耕転債が昭和 40年には 51戸に ｡10万円以上 もす

るというトラクターを見えば一年間の蝕某収入の大半が貴く在る家がほとんどであろう｡皆木

のある主婦は.｢見栄でし上うかなO｣と言っていたが.血祭期がすむとす ぐにrl'仕草などに

出て行 く今.他人に耕作してもらうことも思うにせかせず.それに人に組むのでは思う時にや

ってもらえないとい うのが炎相で比をいだろうか｡こうした傾向は曽木たけで(･iないだろうO

鰍戎化貧乏は多くの凸村できかれることだ｡昭和 35年に比旧梶並村全体を通じても10台し

かをかったテt/どが.今でけほとんどの家にレ一幸わたったそ うだ｡それも58年の剛 日工歩の

級.急にふえたそう7t'Oそして55年は炊番にガス,喝気コソロを利用している漁家がわずか

- 2 9 -



であったのが.40年にはほとんどの兵家で利用する様になった.そして水道がつき,有線放

送ができ.59年にはバスが弥良し.子供達も金沢の学校-′ミスで通学 しはじめた0 58年の

河川=尊の収入で 1度大きくそった農家の消費が小さく食らをかったために難業がふえたのか

それとも時代の波であろうか,私は両者であろうと思 う｡ .‥

兼業化が進む把つれて,衰 4-6でもわかるように典薬従串日数60日以上の人が少lrho

l人もhlrh家が 15戸もある.又,半数近くの 22戸に男の銀幕従蔀者がいない.皆木の男

子の60日以上の曲菜従尊者は 25人である｡又.出典従容者 1人以下の怨家が全体の62飾 .

そして晋卑屈が長乳 次男であることをとわずどんどん離村 していく所でも意欲的lz姓業がで

きるであろうか｡｢何故米やタバコ以外の物を作って.脊美化-進まないのですか｣という問
いにもる主婦が答えた.｢年寄 bが多いですからなあ｡若い人でいるのは.役均や姓協に勧め
ていて･･･-･-中には熱心を人もいせすけど72あ｡｣との雷乗が凸村の実情を 1番よく表わして

いるエうだoこうした村にも押し上せてくる時代の汲..生活程度の上昇.そして現金のすぐ手

に入る人夫.日補い,出穣ぎ.そのために鹿共への情熱はますます少なくなる｡でもこうして

兼業化へと進む｡専業化Lをいの比姓氏の怠惰のためてはをい｡農民にそうさせない何かがあ

る｡

衷 6-6 16-59オで罷工-;㌻班日数 60日以上の虚業就菜人口の員数区分農家

S40年

-人も'なし -人いる家 二人いる家 5人いる家 4人以_上いる家
輿 女 男 2人 男 1人 ･女のみ 男 1人 男 2人

5戸

(福 江 紀 子 )

7. ｢扇 状地 におけ る土 地 利用 ｣ レ. ､. ､･

(奈義町の場合) .

(1)新旧の原状地

中鼠山地の一部を形成する爪ケ城山,脂山.那岐山など1000〃鳩 の叫地の再故には日

本原を初めとして北から帝にゆるく傾斜した平坦面が展開している｡そしてとの部分は層状

地である｡ここで吋その大部分を占める奈義町の場合を取上げ考察する｡層状地形性自然現

と人文環境との関係があまbKも明白を所から従来多くの地域研究の対象となっているが.

奈義町の場合どのエうな関連を有するのかを考察するものである｡

層状地を概観すると.届状地は北部の山地と盆地との境を成す那岐山断層崖の開析谷の延
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長上に商状地が展開していで,これは辞三紀層 (砂岩.帝岩.頁岩)とこれをおお58t･横層

からrjtる.開析扇状地で.数列の低い丘陵台地をなし.この上に位置する集落は東から識円

高円野,行方.成松.宮内.大谷池.鴨居土.居西で.この局林地は開析がナナみ.これを

形成したと思われる河谷も大きくけないが.高段川.珊枝川.滝川.岩創 "が開所を行い沖

溌屑の所期扇状地を形成しているのが明らかである｡商#川が開析した面に久常.柿.中島

東.克r'設川のそれに宮内.TJll:松南部.金沢.兼内西.岩創 Ilの上町川がそれぞれ位置し.そ

れらの川壮いづれも水丑に乏しく,日照が続くと渇れる為.江戸時代上b多くの溜池が丘陵

上に範4,'!され.この利用!′こ上って掛 軸 ;行表われるOレ､ね作.麦作が大部分で.その作付範

甜t,t談に示す図で.ほほ新期f冠状JL'b市と同じ範囲を成している｡しかし旧糊原状地面も水田

化が進み.丘陵性である所は畑地'.完地,松が生えているO集落も新旧頗状地の境hElの所

に分布し.家庭用用水は井戸に上る自家用水油で士かなっているO次にこの様な地形上にか

ける鉄案及び土地利用について考察する｡

(2)米作中心の.fl業

奈義町の産業中における盛業の占める位僅杜松就養老総菜の65年を占め.第 2次産業が

8･2帝.第5次直美 2ム8再で良薬中心の産製糖遠で声ると言える｡曲集経営について見る

と.平均煙管桝地面横は8反 9畝と零細経営で,多くは産糞兵家である｡ 50生, 55年と

表 7-1 奈義町の専 ･兼業別良家故

地 竣 の総世帯数､ 専業 .灘 薫別農家数 合 計専 菓 蘇-碑兼糞 第二種兼業

昭 和 5 0 年 1,809戸 815戸 495戸 199戸 1.509戸

昭 和 5 5 年 1,762 774 476 262 1.512

昭 和 4 0.年 1.728 177 . 占72 50LT 1,556

専業典家け第一種兼菜良家へ.第-廿兼業鹿家は第2碓氷菜鹿家へ移項し.竹 に55年上b

40年の専薬鹿家から兼業曲家へ移項が著しい｡これは数年前上りの濃集機械化の普及とそ

れにともなう.浮遊労働力の増加と他重美の老しい発展で,それに労働力の流出と.特に本

町の場合昭和58年の河川の氾濠に上る河川のせ旧=車.道路工事が相次いで行なわれ.こ

の傾向に拍車をかけ.現在兼業農家の!ち.大部分は唾設菜に従車し.次に役軌 政敵で勧

める恒久的を仕事に従車している農家が多く.兼業農家車は87串にも連している｡次に農

作物の生産状況について見ると.田面棟が槌艦首掛地面横のうちに占める割合忙 85･5中と
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きわめて高く.作物も米麦の栽培が多く.近年離農.拳鶏.野菜の進展に上.b作付転換が行

奈義町土地両雄 (1965年農業センサス上り) ▲･

Bj 畑 柵 園 地 草地 合 計
果樹園 茶園 桑 園 その他

なわれている｡特に麦作の作付転換が多く行なわれているが主幹作物と表D,次の表の通 り稲

作が中心と希っているO

奈蹄町姓作物収入 1位の部門別鹿家教 (単位 戸)

稲 月計しいLL.甘し上,まめ類 野菜妨 月軸 工芸作物 井他作物 敵姓 懸錬 香箱 其他 計

(19d5年 凸業セ/サス)

JJl空家が総凸家数中77飾ときわめて高く.曲菜形態も多種多様で水田養鶏乱 水田野菜型な

どであるが,あくj:で水田中心で,畑作の占める割合はきわめて低く.溜弛敵情.河川の用

水路整備等ii勘牲可能地は水m化--_･TJh.丘陵地等用水が不十分を地域にのみ畑地経営を行

い.それけ自家用郎 勺で.商品作物用ではないoその種類忙苗床.サ トイモ.タバコ,が比

鮒 多くか て トウモロ-ご-ジャガイモ･サツ-イモ･大雪配 れらについて叢嘉 誰

組 てみるとタバコ-告 阜 締 -÷‡言 ,サ トイモ-詰 ･キ-ウリ-# ,ト-

ト-‡器 一･ナス-ち÷ 請 ,自製ニラ÷ 浮 ･サツ-イモ-T誉 旨 (.9日 租 菓セ
ンサス)でタバコ.節床.サ トイモをのぞいた野菜はいずれも自家消戟目的である｡次Ln=こ

れら畑地と,水田の土地利用の風体から見ると.水田は岩倉川,滝川.郵岐川.高殿川の各

河川が旧期の丘陵性崩状地をあらたに開析した新朋扇状地に広 く分布し (図1)後にのべる

他粕と河川の両用d帖任で行なわれ.舵.中島頂 ･東仕特に盛んである｡畑地は旧朋扇状地

の麟欠にあたるJ/=';円野.行方.大谷旭の東部.柁本西の国道沿の苗床の分布する所.また新

舶嶺状地における.丑沢から南に伸びる道路沿いに分布する畑地などで.いずれも丘優性の

土地でカシ.マツなど生える荒地の分布する区域である｡扇状地形の特有の土地利用.すな

わち腐頂の水臥 扇央の畑地,頗端の水田というモデルケースの利用形態を明らかに示すこ

とけできない｡夜ぜなら次の表のように多くの庸欠,特に新潮扇状地面は溜池河川による瓶

概水路が上く発適し,きわめて高い水田面綿を示している.旧期扇状地面も同様に水田化が
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農作物 栽培面 凍

円野.行方(旧期首林地粛央付近)

/ApT一丁■■ヽ一一′′■TmEBT.u芸いも,雑穀一工芸作物(0.TTh-l#(,'Bl芸
棉 (74.54) 変 頻lSS 4*義作物′1一

堺_∠

(旧期 ･新期原状地)

5%
状地の扇端.新期扇状地

の屑頂付近)いも,棚(1.4吟野菜類(1.5i)=著作物(1.2㊨荒内西･北(所期扇状地の扇央.扇鵜)
進み.現在広 く畑地の分布している詔円野,行方地区も将来用水路を引き水田化する計画が

立てられている｡次に畑地で栽培されている作物について見ると.果樹.慕.苗床.タバコ

野菜と種々載,TB･されているが,僻 ■- :丁ついて考泰する｡

(j)果 樹 類

との地区の果樹といえば.かつては r日本原の育リンゴ｣が有名であった｡脊1)ンゴ比

大正末年上り栽培が初められ.貯詫リyゴが終り.信州,甘森等○本場の出廻るtでの端
∫
境肋に出荷されろため.市場で好評を壮くし増産されていたが.昭和 28年頃エ_b病等虫

の発生と広戸風の韻事が出て.それ以汲安徹し現在兜が多く栽培されている｡がしかし全

体的にみるとその桂借両親比叡少で7a_q,栽培している現状で,果樹はこの地方では閃花

期と広戸風の来恐期とが一致するため.収位に彩tDL伸びなやんでいるO (例えば今S42

年の台風22号の形櫛で広戸風が発生し梨の50飾畝収,水朋の50飾減収被等予想が出

されている｡) .r.

(｡) 苗 木

苗木の育成は安達神風の開拓期に初せり.戦中.吸後の山林の荒廃とそれに植林をとい

う気迎と.クロボコ土壌が他の作物と比故 して苗木の育成に適 していることなど合わせて

育成が続けられ.現在国道沿の上町.海牛の凸林省津山営林署と個人経営も行なわれ現在

20町歩以上に適し近年増加傾向にあり,将来性もある｡その部類は松,杉.樽が主であ
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少主に森林故合を通じて出荷されている｡

H 茶 園

素性広戸風の東独肋までに収唖を終り.樹福が低いため故事は少なくてすみ.戦前から

盛んに栽培されていたが.吸後米作,サツマイモ畑と転換が行7tわれ現在62&の栽培両

横で林野の工場とクィア,ブして経営を行なっていて.茶もこの地方の適作で什ない｡

(⇒ その他畑作物

このほかに主をものとしてサ トイモ.タバコ.トウモロコシ.I).Yガイモ.大豆等稚々

栽培されているが前の二作物をのぞいて他はすべて自家消費であ9.商品作物が伸びない

裡由として.広戸風の苛を剖す.クロボ'コ土相 (強軽性土壌)に適する作物として.しか

も商品として近郊/7聖村と十分に凝争しうそ商品作物が現在なく低滞しているのが現状で町

自体も,%作.酪鹿を中心とするBt渠榊造を日ざしている｡

(5)河川と田地によるi'諸政

この地方の地業が米.安中心で畑作物従であ9.山唖vcおける扇状地で土地が傾斜してVl

るため河川の水はその流巌を一定にせず.出水時に結多二i毒i:の水が虐時間に出水し,たびたび

洪水'/)半をだすのであるが,河水JL;,1には河川が地下I.･'C酸適し,表面水はわずかとをb典桝の

ITl水として不十分で.古来よb用水砿保のため国に示す横に多くの淘池が薬価されてきたo

その大h+5分は津山築城後国主茄氏の治世中に保店奨励.また虎民開拓欲に上って輿耕された

ものであるOこのような矧也もこの地方の早番を地蔵させるにいたらず.大正 15年の大草

魁の上う7:i:畢誓が延々発生し耕地盤理組合を作り,潜池の新築,･L&理が続けられた｡特に昭

和6年にJi2.田,北青野村の捕搬用水を得上うとして.また当時の不況に際しての失業救済対

策を含めて.施川上沢に郡波池の軒並=跡が始められ,用水路を含めて昭和18年に完成し

た.LiJに示す標に幹諒水路が東西7/C伸び.軽い池に大谷池.シャカメン池.女夫池,野田池,

また渇水池に補水として花川.郡波川.福殴川に放水し.その利-/!:地区は絹本,荒内西.中

島四 ･丸 広岡,金沢.久常帝,'El.成松の南部.高円の高殿川添而一部でその面横は.

651.51AAで,貯水_I.'t.･は 85万 トン (岡山疎放 4位)であるOこの為この地区では近年水不

足のために早晋が発生したこと(けなく.今年の占.7月の日照りにも田租糊が一週間ほど遅

れた程庇である｡この様に邪臨池を初めとする簡他と高岸川,那岐川,滝川,岩倉川とその

間t鍋の目のどとく用水路がはbめぐらされておb.邪作地域も同に示す通Dで.新潮虜状

地のみをらす.旧糊の第三湖眉扇状地にも広がっている｡用水は他懸bとiLi:I)l収 上る州懸b

そして余水.天水を利用する ｢シククV｣で時VCけ朝水を利用する所もあるが.大部分は前
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二者の両用で滞概されており.河川ではすでに寛文年間上り番水制が施行され現在も尚厳行

されて卦b.各地ごとにその水利権はきまっており.工事.修理.兼魚,出水の時には利用

者が反別に人数を出して行い.池の水が不足する場合吐,他の余っている池の水をもらい.

水代を払うOそれは主に酒,米であったが現在け硯領及び工'_*においで仕坊の別当が行夜わ

れる｡卓-/t個々の池は戦地である那妓池の用永組合に入.)ている｡そして市水制で当番に当

った,者が一日中水藩を行い不足する田に水を流しているO江戸時代には水の争いO-【度々起D.

そのことが多く文字亨に記せられている｡

次(G'L将来の閥.3.計画について見ると.呪屯巧桑川の丑怒な水を利用しようという計画があ

る｡これ吐西原川の東側の谷にダ4趣設丹千億円.ITT水温 188万 トン)を建設し.これに

馬桑川上流の′J､坂から水路tn:よって水を引く-計画であるoこの計画は鹿家の二.三男対策と

して昭和52,5年頃から計画されたものである｡というのは,二.三男の就蛾先が無く.

i誰村防止策として畑地を増成して彼らをこの経営にあたらせ.姓集増産を考えたのであるO

奈鹿町だけでなく,PL津田,英EEl同郡合せて8DO町歩の畑地造成が計画された.しかし.経

済還展の苦しい今日では二.三gJL･Ttもちろん長男-iCが怒盟し.初めの計画と矛盾してきた.

又このダム計画によZl蔑品町LZ)受益地4,.沌庁の25町で奉るが.畑地姓人手がかか9経常に什

架理があiJ.町としてはダムの水を使用して放牧地去,こする計画である｡

尚これからの土地利用の方向として畑地の7(田化というIltが大きく挙げられる｡それは畑

経緯等が多くF/余事に追われているのが矧LCで与ること,水田の方が投入労力が少くてすむこ

と及び単当収入が多いこと｡史に米は販売面で確保されていることなどの理由L̂=よるoそし

で上す計画されてレ､るのが高円野一帯の畑地.ニ訳の南の県道沿の畑地である｡そうな2'と

旧糊扇状地所の土地利用が水田(･て変るわけで.奈義町でけ広い,1'ヨ地帯としては薄山営林歩管

右の苗木地帯と.巧桑川と西原川の関の山地 L.い塾した畑地背ぐらいになる.更にその栽培

作物も自景消禦用を除くと乳牛の飼料用作牡&(j放牧場として利用されるであろうと思われ

るoこれは町の酔出推進の意図からも-f･廻されるC町の計画している水m.解放中心の仏英
に対応する土地利用が近いうちに'r'7'f々 に表われてくるであろう｡

4r1-222 悪 上 敏 夫

41- 25 大 T< 小 夜 子

41-250 山 下 孝 子
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8 畜 産
奈義町.勝北町は筒状地上にあb.全耕地両横中水田は秦坂町が85･4串.勝北町が8816

年と大きを位置を占めている.しかし,頚状地にあることと.この地方特有の広戸風と干専に

より米の反当収入は他地域と比較すると低 く ,不安定であるoそのため蝕菜は米だけに依存す

るにはあせDにも自然条件が悪く.比価 常は水田による収入だけで行えない.そこで鹿家壮

乳牛.和牛,垂軌 頚租といった畜産に力を入れて生活の安定を計ろうとしているエうに思わ

れる｡

表8-1 一

奈 轟 町 勝 北 町

a家総数 1,556戸A 曲家指数 1,428戸 C

飼輩B 飼滋頭数 A 飼卓t) 飼慈項数 D
£生家数 -×100A 凸家牡 盲 ×100

乳 牛 116戸 5.59頭 8.5/ )-99 555 a,9

･役肉用牛 828 1.158 61.5 819 116占 57.4

欣 51 285 2.5 27 284 1.少

局 10 10 0,1 ll ll 0..1

め ん 草 7 7 U.1 5 5 o■

山 羊 19Id 209 14.5 1一14,9 158 10,4

(岡山県凸林統計:3に上る S40年)

奈謝JT.勝北町の富津の概楯をみてみると.襲 8-1でも明らかをよう約号とんどの鹿家が家

畜を飼養していることがわかる.
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しかしをがら和牛は著しく減少しているし.乳牛も莫作集約酸鼻地域の指定を受けているに

もかかわらず.37年ごろから減少し比じめている｡その他豚,鶏についてみてもやけ b57

年ころから淑少している状態である｡

ここでは聞き取Dを中心にして皆木.久常.日本原地区LR:かけろ畜産の状態を見ていきたいと

思う｡

(1) 皆 木

標高500mぐらいの険しい山々に閉まれた南北に細長く延びている谷間に皆木があるo

谷間の中央を馬桑川が流れ.耕地は山にくっつくようにしてわずかばか9ある｡我々の巡検

コースで津山盆地以外のただ一つの地区であるO皆木の全戸数Iji5d戸であるが.その内ほ

とんどが凸家である｡一戸平均の耕油面凍結 8- 7反.昔は炭焼が感んであったが,現在は

炭の諏賓が少夜いためLLJは荒れ放111に売ってLnao杉.ひのき,松などが育たないというこ

とだからしかたのないことであろう.一戸平均桝地面朗が占～ 7反ということでも牧草され

るようにほとんどの農家は兼兼良濠 であるO現在昏木には,和牛20頭あせり.乳牛 10g;rj

もせりが同種されている｡昭和 504Fとろには,ほとんどのJl-2家が和牛を 1- 2顕圃亜して

いたということである｡これはどこでも共通のことと思わ九るが,(1)水田を糾す役牛として.

(2)既月巴巨蓮.(5)仔牛生産として利用できたためであろう｡ところが現在その数 20頭あ7ta

に寸で荻少したの!･iなぜであろうかo聴取に上ると誠大の原因は芸者の髄村.鹿家の主人の

出軌 目礼 あるいは郵便局.出協をどへの励めなどで.いわゆるd5ちゃん良薬 "になら

ざるを得ない状態であるため,牛など家畜を昂兼する人手が足Dないのであ9.J5u=帳 快の

普及にエD和牛の役牛としての漬妹がなくたってきたことによるようであるoしかしながら

｢牛,,-{飼わんようにJlrって苛が:,'Jlれんで困る｡牛がおりゃ-どうでも刈らにゃかえんが牛で

もからんと堆肥がでけんけ-｣と去年 (41年)に和牛口軽を止められた方がその必嘩性を

話してくれた｡現在和牛の役用牛什からす,全部肉用牛である｡そして以前の仔牛生建地符

から現在は仔牛を買レ､,それを大きくして売るといった肥育地帯となっている｡入会地.共

有地比なく,周料はそのほとんどを田んぼのあぜ革に上っているということでも1戸I.,Cl頭

飼矧が ‡雅からぬところであろう｡乳牛は5戸が句題してかb, 4,..5E]Afi飼養している拙家

が 2戸. 1疏飼育が 1戸である｡ この地区忙殺初に乳牛が導入された'のが昭和 50年である｡

乳牛 1頭伺壌していZ,典家でのr増さ取 りに上ると.その家では水Ef]8反,畑 5反.乳牛 1軒

で老犬?.Laが専菜で働いており,その内畑4反(.-tタバコ.8畝が飼料のトウモロコシを構えて

か9.乳牛の出井経営に占める位懸けタバコ収入についでいるO飼料は夏の トウモロコシ,
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春秋の水田裏作としてイク1)7/ライタラス.クローバー,ライ麦を植えており,自給飼料

は約80宙ぐらいのようである｡ この飼料や世話に平均 1日2- 5時間かかるそうである｡

将来三頭にふやし.ミルカーをどの機具を揃えたいそうであるo昭和 29年Tiで和牛を飼っ
ていたが.乳牛仕毎月現金がはいり.また牛乳も飲めるというので乳牛灯きbかえたといっ

ておられた｡三戸とも乗作静殺組合に成し.生乳は奄朝家まで車がとb忙くるそうである｡

和牛,乳牛のほかには籍が自家消管用に飼われている零度である｡

この地域の鹿煮たみきりをつけて都会にてる若者や.｢昔どうわやっとbや食べていけら
も｣という老人にみられるように毎々衰退の一途をたどっていくのではないかと思われるし.

畜産に卦レ､てktそれエbl歩先に衰退していく上うに思われる｡ '･･､王.1..

(2) 久 常

久常は奈惹町役場のある丑沢のすぐ商に位霞している｡凸薮蛇広戸風のために好い防風林

を抱いてTDlり,敬軒の家が典.?ている所はあたかも触気味を森の上うに感じられたo桝地は

ほとんど水田であり.だいたい一戸あた98反-1町の亨:JH也をもっているOそして久常ljiほ

とんどの凸家が 1～ 2萌の和牛を嶺菜しているという特牧をもっているoそのほかに5戸に

1JNjぐらいの割合で山羊女郎婆しているが,これは箱と同じで自家?白盤用である.それとも

鯨が l戸ある｡しかしながら乳牛-,F'1節もいをいQ近くの克内酉.中島東あたDは三分の一

のibi左が乳牛を飼巷しているのに,iた野川にかいて壮牧場まであるのにちょっと意外だっ

+.
/し0

ある,古老の開き取bK上ると,｢久常には昔は和牛が少なく,役牛として牡牛が激顎い

たにすぎ夜かった｡それが大正7年.この地区に獣医を東京からよぴ上せた時に.有力者の

;fu淡の上.1]1-絆,羽出,上部原から牝牛を 27郡部入 したOそれがもとで.それからたびた
び.m入 し.ま/tis_怨牛もふやしていったO｣ということである. こうして久常(rl現在和牛の

生権･,I:2両地神とそっているが,牛の売riはLbLR･労にせかせられ津山の牛市へ連れていかれる

そうである.村には共有地結なく.飼料は田んぼa)あぜ草や水田袋作として作っているイク

リ7/ライタラス,畑の トウモロコシなどであるが.ふすまなど疏ET一飼料讃入党もかなbか

かるそうである0 1日の内和牛にかかる時間壮 2時間ぐらいであD,肥育牛 l茄につき労働

力など抜き托して 10万円程度の利益があるそうであるが.これも毎に上b相当ちがい.不

安定であるようだ.それにしても耕転盛の普及,人手不足があるの把役牛として使われてい

た時代からほとんど減ることそしに肉牛へと転換していったのはIJiぜてあろうか｡ある和牛

飼蛮煉家の主人は,今までずっと米収入と仔牛の収入だけで生活していた｡l･そしで仔牛の収
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入だけで生汚してい7㌔ そして仔牛の収入け総収入中かなbの割合を占めておりやめるとと

ができをかったし.若者が村に残らず年寄りばか りでは乳牛など新しい試みをする能力も男

気もなく昔どうbやってVlればどうにかなるといった考え方によるので比をいかと話してく

れた｡ ここでも将来に対する何の計画ももっていない農家が大半のようであった.その中で

ただ2- 5人の若者が村に残り意欲的VC働いているということだったが,その 1人,昭和4D

年に並林学枚を卒菓したというA君Ltt巷豚に上b将来の道を開いてhこうと県の典薬後継者

粍金を借り.牝豚8頭を飼い,畜舎 2棟を担殺し,子株を立間占0頭狩ど生滝し,津山で海

月5日と20日に定期的に開かれている市に 5ケ月程度の子株を出しているということであ

ったC,

(5) 日 本 LR

日本原け高原で第三紀屑の古期扇状地形を*.している0第二次大概前壮陸軍筑習地があり

今は自衛家にひきつがれた｡城後.安達滑風を先範者とする日本原開拓団が昭和21年に入

稚した.しかし59年に再び自術隊の演習場に決まり,それまで88戸あった蹄妬鹿家は大

半離過していき.現在 11戸が残っているのみである｡この集団的離農により,奈元町托か

たり乳牛煎数が減少したが.残Dの 11戸中8戸が乳牛を飼凍している｡

日本原において酪嬢が始められたの比,昭和2･4年2月からである01戸平均耕地面桝は

1町4反礎盤あり,水田よr)も畑が広く,畑は併科作物.里いもIbどな樺え一年中畑を遊ば

せておく時期はをいそうである｡そのような関係で飼料の自給率け高くできるのであるが.

浪厚飼料を約48車やらねば乳の出が悪いとt̂!ので.このあたDの蘭典鹿家けほとんど自

給率占0多に抑え.多疏飼育しており,5両何重鹿家が l戸.或わは全部5頭以上飼弟Lて

いる｡この内に水島牧場といって親類三戸が共同軽骨してし,る牧場がある.水島牧場は誕生

して占毎になるがホルスタイン種ばかり現在40罰あまりいる｡飼料貯蔵には大型サイロ5

進もってかD.その内2基はイタリアンライグラスをど水田裏作の牧草を詰め込んでか.D.

威91基抹阪神方面からビールかすを大jd脚入し貯汝している｡ 5戸とも額日乳牛にかかり

きりではなく..5日に1日休みをとってお9.その休みの日に自家の耕地で伽いている.乳

牛だけにかかる人手tt/ミルカー,カタクー75:ど設備が解っているため2人でよいそうであ

るOこのような牧場が奈港町に 4つあるということだ.,た｡

その他に注目するものとして.この地区の遵守三戸が共同で牛乳を加工し.ケンコウ牛乳

という名で地元に売っている｡この5戸を除いてEI木原の生乳什全部北酢を通して雪印乳業

の林野クーラーRテーションt･{送られ,そこからさらに赤石工嶺にいき加=されている｡
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聞き取Dにいった農家の主人も.乳牛kt.乳価比定っており.月々安定した収入が壮いるの

で満足しているとい9意味あいの話をしてくれた｡乳牛以外にはここでは痕は食量として伺

われているに過ぎなかった｡

･ ･ 岩 崎 成

?. 宮 座 につ い て .

農村にいせもなお哉存する社会頒習を調べ.どの上うにそれが人々の生活上に影響を及ほし

ているかを.岡山県の旧梶並庄の祭である梶並神社頑人祭を通じて明らかにしようとしたもの

である｡

以下梶並神社氏子歯の 1つである皆木部落の実態を調査した報告である｡この調査にあた?

ては,我々の初めての巡検であったため,いろいろと調査不備の点があb.レポー ト作成にあ

たっては米村先生の論文に依るところが少なくをかったことは反省とするところである｡

(1)頭人祭の概要

頭人祭の祭典儀式に関する歴史的起源とい)ものについては.明確に証した史料とい うも

のけ少ないのであるOしかしながらおよそ天正年間に起源をもつものであろL,ということが

史料により推察できるのである｡;:-か祭神として応神天皇,左神功皇后.仁徳天島,住育三

札 右王依姫命, 道亀子を ｢作陽蕃｣はあげているが.現在村人の話に上れば,梶並神社

には八幡太郎義家などが祭られてVlて戦の神であり.昭和のあの大戦中は勝利を願っての人

々のか参Dの多かったということである｡この話は梶並神社が八幡宮といわれるゆえんと何

か蘭係のあるものと興味深く開いたのである｡

次に推移に関してであるが,昭和 9年まで名節.研人を中心とする祭稚組織.祭典儀式が

変化しつつも原型を残してきたようである.そして同年以降.当株制度とVlうも'Oを廃止し

たいわゆる村座的な祭組級に再編成され現在に至っている様子である｡昭和 22年に壮年 5

度.即ち大晦日上り正月元且迄の毎雅祭.2月初寅日工b卯日迄の祈年祭.8月 14日.15

日の放生会, 11月初賓目上b卯日迄の新啓祭.俗にt̂う節分祭.4月祭,.8月祭,9月祭

霜月祭 - いずれも夜祭 - と8月 10日の祭典も8月 15日 (8月祭)の 1度になb

祭弛阻軌も当番制へと切換えられてきたのであるO

次に祭典の俵式次第であるが,畢人決定にあたっては.大夫といわれている神主から各名

の名東-決定するエ')苛状で以って通知されたのであるが,現在は土居ととの当番制に上っ

て行なわれているのであるO . L
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たまたま我々の民泊した家が4,5年前に帝人を出したとい!ことで.現在における斎人

決定法,決定後における様子については.直捷体験故を沌くことができるという絶好の機会

にめぐまれたのである｡それに上ると大体次の上)を次第である｡

蛮人については.その失格は特殊所有者に限られていたのであるが (多少の例外もみられ

たとのこと)そういうことも皆木部落のその均合において什現在全くみられモくたってかb

頭人というものが当番制であって部落単位であたるということは先にも述べたが部落内の会

議でもって結局,どこの家が頭人を出すかということを決定するということになるのである｡

この部落内での会議においては.各家それぞれが平等であって間確と売ること性,この頭人

a)潔斉期間が相当に厳しいということである｡す辛わち.家に男が一人という場合もあ=

る｡そういう場合において.もしその家に帝人を出すとい)ことになれば厳しい潔斉期間の

間.その家では働き手を失うということにをるのである｡よってだいたい家に男子が2人以

上.ナ奇わち訴人を出しても家の方の仕串に影響がせいというようを条件がなければ.潅か

なか商人を出すということは困難のように思われる｡その上.頭人をいざひき受けるという

ことになれば.その家では頭人が潔斉生活を送るために多大の金が必贋となるのである｡

この8月15日の祭ktちェうど端境期にもあたb当屋の部落の良家にとっては非常に至難の

車と売るのである｡こういった問題は頭人の潔斉期間を自然短碗化するという方向に向いて

きたものであろうと思われるが,実際.今日においてもま･だまだ商人の潔斉生活は厳しいも

のであることが村人のことばから感じられるのである｡

ここで頭人決定後の前述の厳しい済斉生活というものを少しでも明らかにするとと忙しよ

う｡

頭人になると.一重に (座敷)しめ縄をはって庶人以外の立入を禁止し,そして頭人相一

人でもって食事など一切を自分自身で行なうのである｡ふとん.衣類など一切新しいものに

つくbかえるのである｡また一重の畳も障子も新しいものにするのである｡これだけのこと

に関してだけでも.多大の金を必頚とするとい5こともうをづけると思).ので&.る｡

以上のように用意が盤うと.敢人は祭のおよそ一ケ月前ぐらいから.衣類をととのえて.

毎日水垢離をとって神社に参亨旨するとともに全く人と合火しない.つまb俗にいう『神様｣

の生活に入るものと思われるのである｡

さて宮上bであるが.これは先宮上bと後宮上り (本官上b)がある｡先宮上Dとい9の

は.供物や祭典に必要な器具.さらには祭が夜祭であることから.先宮上9.本宮上Dの全

且が社殿でお漁りするための食事を運ぶことを目的とする｡つまb荷役的な役目だといえる
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であろうOそ)いった役目から.従来この役には家格の低い者があたってきたといわれるが

現在,(主に皆木部落にかいてであるが).家格という一ことは間愚になってはいをい上うに

思われる｡

次に先宮上り,後宮上りの際の行列の様子について少し明らか忙し上うと患う｡祭典当日

烏帽子親による頭人-の鳥相し着せが行なわれることも忘れては走らをho

行列は烏帽子親の鉄砲浄めを受け.およそ十四日の午後四時頃当屋を出発するのであるO

梶並八怖宮の職を先頭に太軌 鉄砲を打ち兼がら.笛払い,兼宰領.太乱 缶,鉄砲.神酒

棉.御飯軌 供物.床未払 御酒搾.酌取, 2番桶,5番桶.雑具持人足と続 くのである｡

この2着柵以下は食料をだいたい迎ぶのである｡しかしな̀がら行列参加者の規模に応じて何

番桶かが決まるということである｡

次1.{後宮上りであるが.これは先宮上 りより数時間連れて出発ということに在るO行列は

御縛.霞払.太鼓,笛.御弓. 1の鉄砲. 1の供,烏相子親.頭人.草履取, 2の供.5の

供.4の供.Sの供,2の鉄砲,添供.添鉄砲と続き.先宮上Dと同様大黄を叩き.鉄砲を

打ちながら神社に向うのである｡

この際,前人壮水色の袴,黒の政付の鳥絹子装束となり,口には榊兼を挟み,途中一言も

しゃべること結できないことになっ亡LJ,る. (ど)しても言いたいことが参る時は,島相子親

にそっと告げるということも時にはあるということであったが,あくまでも頭人自身は何も

しないですべで烏帽子親が時に応じた処位を為すのだそうであるO)

また政人の通過の折には,｢無病息災｣を祈っての信仰から道路抹地に伏した姿の村人で

通れなくなるということである｡こうして村人たちの頭人に跨いでもらうことは道に並ぶ人

の多いことから背の上を歩いてもらう結果と浸るそうである. この信仰は現在までも根強 く

鈍っていることLd:嘗木部落の場合のそれにおいて一層ktっきりしたのであるO

さて本宮上りが八幡宮に溶くと.ます高良大明神への参拝.そして鳥我を放つOついで本

社へ参少.頭人.烏帽子親は拝殿に上り参拝して御神韻を内陣-納める｡その他俳人比か官

回りを三度して拝殿前で頭人の陣殻を待って参鵜殿へ行 くのであるOそして参寵殿にていろ

いろの儀式がとb行なわれるのであるがその行彰についてのサ乗は明らかにすることができ

なかったのである｡今もって残念に又反省深くしている.

神社での行啓が終わると宮上Dと同様の行列でもって宮下りをして一応この祭Dの範Dと

するのであるが.この後,.当岸に掃ってから,祭打ち上げのごちそうが並ぶとLlうことであ

った｡
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(2)皆朱部落の構造と頭人祭との帥係

典村社会の崩壊が著しい今日,この山村の一軒宿の社会構造けどのような変化をしている

か,1たどの点が維持され残存しているか.宮木部落の当人祭の役柄と家との関係を調べる

ことに上って考えてみせした.

o勝田郡奈義町曽木′J､手中皆木
中世壮梶並庄を棉成する一部-%でネったので梶並神社 - 勝田都勝田町- 一に属し

ていたO現在戸数 25戸の雑食村である｡作特許によると ｢保元平治の頃莫作へ左遷是栄

作菅家の元祖をり-.･････o｣とあり,菅原家一族の末えL̂が唐木氏であることがわかるo

iた ｢皆木弥平治居之天正d在筑前園長穐国合戦に討死野上一関首得たb｡曽木氏宇喜田

時代全盛.森家の代に至りて姓に下る｡｣と伝え,鎌倉.室町時代は地方の義族的武士の

存在で江戸時代に至って名主的存在の捷民に7tったことがわかる.

中皆木は 25戸全て皆木姓で占められてお9,この中世以来存続 してきた皆朱氏の直系

であろう｡このように-部落祖先i･同じうして,すべて同族で占められてL̂るということ

は特記すべきことである｡ しかし. 25戸の内部は北棟 5戸,南保 18戸に分かれている｡

これけモ ト本家が斬准し,その分家が 2株に分かれたものでもとは 1つなのたそうである｡

この皆木部落は前述したように梶並神社の氏子園の一現で.他の梅並占家といわれる梶並

2L{坂.戸乱 右手,小坂名とともに神社の条下しには税健的参加が12号れていた. この神社

の祭礼W_年 5回の多きを数えていたが.戦後旧暦8月の病人祭のみに限られることに-hっ

た｡この祭の大要は.さきの髄並神社頭人象の研賓で述べたとおbであるが.その時行列

をくんで宮tいりをするその行列のメンJl'-と崇との関係を明らかにすることに上って,′

部落内の林道をある程度明らかにすることが可鰻であろう｡

旧来相承人様.あるいは貴様ともいわれていたのがあってそれの所有者が交代で戚人を

やっていた｡ しかし.昭和22年当市制とを少.近世にはややもすればくずれがちであっ

た祭株制は完全にくずれた｡ こうして皆木では上中下皆木をあわせた大字に頭人を依頼さ

れ,そこでまた寄合に上って5土居のどこに取入を依頼するか決められ.般後に指名され

た土居内のどこの家にひきうけてもらうかが括し合いによって決められる｡ こうなると.

もうここには本家.分家といった障壁もをくな9.結局は男手の多い (労働に支障をきた

きたいようにとのほからい).ある程度経済力のある家が引きうけることになる｡ しかし

あくtで祭は大字単位に指名されたのであるから祭を援助する意味で頭人をひきうけた家

に祭錬用として 10万円程度の援助金を出すそうである｡

1-451



祭株に上って頭人をやる家が画定していた時代においては.行列の供をする象とhbも

のもある程度固定していた｡tず先官上りのメンバーであるがこの行列は名前の示してい

るように本宮上bK先立って行われるもので後者よりi役割の占める重電性は低い｡とい

うのは.役名をみてもわかるエうに露払い.御特大奉行.笛太鼓.鉄砲,酒桶.御坂.片

木魚.御神搾,二番桶.供物箱とht上うに荷物を運搬する夫役的役割で.これに加わる

人も当人の属する土居内の人が一番多く.次に棟内の人とhDぐあいである｡ これは祭を

行う中核となるのは棟内であるが.祭に参加できる棟内の人数にも限定があるので.祭を

完全にヤ少とけるためにけど!しても土居内の人々Q)援助を必要としたからである｡しか

しこの場合でも主体と凍るのはあくまで棟内で土居の協力は周辺的をものであった｡土居

でも足bない場合は隣の土居や親族知人に協力を求めた｡この上うな協力体制は現在にお

いても守られておb.私たちの調査した中背木部落においても供は中背木が帝人をひき)

けた場合はできるだけ中骨木だけで構成するということである｡ こ)した供の構成の仕方

壮本官上りの場合にも同様をことがいえるoただこの行列は本番であるから重要ポジシ'

/.即ち-の供.二の供は棟内の第-分家.第2分家といった比瀕的家格の高い家がつと

めるのを原則としていた｡また鉄砲.笛太鼓など技術を賓する役柄は狩師や幸者を他から

呼び供に加わってもらって形を集えた.

また祭で重要在位促を占めている烏帽子親は旧来壮名頭がつとめていたが.武人決定が

当番制となった今日.これをつとめる者は棟内で頭人と最も血のつながDの淡いものがや

るとのことであった｡この上)にみてくると.本官上bKおいても棟内を中心に土居の協

力をえて行列が構成されていることが明らかとなったo皆木部落仕 2株から成っているので.

この2枚が協同して祭を行う形態をとるが.主体は当人の扶内であること蛇今さらいうt

でもないOと)して棟内の系甜関係における出自序列を根本として役配Dをし,棟内中心

に施行され親族.知人の参加はあくまで付随的意味しかもたをかった｡しかし.祭は枯耕

親族間の給東を強める働きをしていたのである｡

棟内組級を基盤とする祭紀組織比安定生が高くそれに上って旧習tRを保持しつつ存続し

てきたということがで直る｡しかもそれ自体僅めて伝統性が強く変化を容易に受け入れな

い伝統の容器ということができる｡

この上うな現象は頭人泰だけでをく大師様 .天神様 r荒神様の祭をはじめ岩綿式･葬式の

時vEも形をかえてあらわれているのである｡しかしこのように棟内を中心とした共同体制

も戦争を境として大きく変容しつつある｡かつてみられた強力な棟内結合は光速し.今t
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では牧内よりむしろ親族間の篇合が重要視される上tにせってきた｡そして株内聞のつな

がbは頭人魚 ･葬式の時など重大を行事の時.金銭や物品の贈与によって保たれている海

まで.同族間にみられるようを密接を#･合は稀薄とそってしまっている｡これ壮旧来家が

村落の基礎的構成単位だ.?たので本家を中心とした身分的接合をもち.義理人情というこ

とばにつつまれた排他的社会を形成していた.それが戦後の急速を民主主義化.-経済の高

度成長.マスコミの浸透は旧来共同体を形成していた身分的括創娼係,軽折的依存の関係

を破放し,又人々の共同体竜練の焚失をも促し.村を近代化の方向-導きつつある.そし

て共同体の中核珠内はその役割を失IPて名目的をもの-と転化を余儀兼くされているo

このようを現在梶並神社の祭礼も形他化し便宜的方向へとかわっていっているのも当然の

結路ではないだろうか｡

(5) 部落の神社と条

イ 荒 神

皆木部商には.上皆木.中皆木.下皆木とそれぞれ 1社ずつ荒神があり.以下中曽木の

荒神について記せば.この社tt促並神社の末社であり.菅原道真公を祭っておb.古くか

ら部落民は子供が生れると参拝することになっているそ)である｡

書たこの建物は.

o 梶並神社明治十七年

o 長保荒神社虚根削奥遵宮

o 末社甲午一月十七日

と記されていることからも梶並神社末社とわか9,この長保とは,中唐木周辺をさすので

ある｡

また部落の祭でもっとも盛大に行われるのは荒神様の祭である｡祭は.毎年二回ずつ,

-Btと晩秋に行われており.その際には.中背木 (中土居)のもの二十三軒は.全家をあげ

て集合する｡祭の前日には,荒神様の周辺の糟の下刈bなどもされて,準備され.当日は

神主をたのみ.祝詞の後は全負に甘酒が運ばれて.さながら甘酒祭が催される｡甘酒の為

の米比,その出所が明らかにされてお り.この部落の約束事として,もと荒神の神田 (ジ

ンテン)だった所を昭和二十二年の鹿坤改革で只収した者が負碑することと75っているの

である｡なお.神田として残存しているのもあるそ)である｡もちろん,神田の異収は,

こ0部落の旧家と貰われる家々に上ってなされたのであるが,一例として.この神田を賞

収した為,毎年.三斗五升を出している人がいる｡その他に,この祭には当尾が二軒おか
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れることになっているが.彼等は.家柄.階級をどの差別的な串からには,関係なく中土居

の中で.平等に脈序も定められて選ばれることになっているO彼等の役割は.祭の際の甘

酒の他の負担や会計などが壬である.

ロ 天 神
rJLl

また荒神と同位置に祭られている天神もその由来が菅原道央公からでてお少.この神は

勉学の神とかで.ここの子供達に親しまれている上うであるO

この種物は.

斎五両官横山景雅趣行
1

曽木牡鹿子中繁栄主は

とされており.作恰誌の中に,天神の由来がせかれてある｡また祭は,荒神と兼ねて行わ

れている｡

- 荒 神 耕

部講の人達の中でも.この問に参加し75い人は誰もいをいことになっているが.荒神講

としての特別の行李はなく常に同じ地域内の生活協同体のひとDとして.彼等は結ばれて

いるのであるO

(4)仏 教 信 仰

イ 信仰の重層性

葉脈と無関係にすべて荒神誹に加入しておD.大師灘と荒神常の間には,成員が同じて

あるという関係が見られるのである｡このことに上って.同時に氏子瀬田と専横関係もわ

かり.彼等は部落内の神社の氏子のつきあいと,寺租関係とを同時に行なっているので,

一般に親近感があついということができるのではなかろうか｡

ロ 寺 慨 関 係

この皆木部落は鼻膏宗が主であD.彼等は.英加部 ･西原等の人達と共に檀那寺として
約三首個の機家を持っている安祥寺をあおいでいるoー

- 大 師 耕

主として博音寺の其言葉徒を中心とする人 に々エb.参拝される弘法大師信仰の誹であ

る.そしてこの行串は,土居別に行われ.古くは当屋に売った家で土居内の食事を全て負 一

担していたが.今では特別の行iJtも-なく茶英の会を催し.仏の供輩をする程度とを.,てい

る状態である｡また,ここの観音様は.

四国登場第七十一番 一
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本尊金堂大悲殿

訳岐国剣五山弥谷寺 (国宝)

と背かれた建物があるが,ここで何年か前に変死体がてたことに上り.皆が近寄らなくな

り.祭礼もなくなった今日である.

また,上記はほとんどが共音素についてであるが.その他のこの部落の寮教として.天

理教.tた新興宗教として名をひろげつつあるflu価学会たどがあげられるo

(喜田由だ子,佐藤澄子,中村哲子 )
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昭和 43年度巡検 レポー ト



写 1-1 改修の進む神代川 (元町付近) 43.7.22.

写 5-2 穴あけの使用

写真 6-1



監 撃 撃 葉 蘭

写真 6-2

写真6-3 写 7-1 ′｣＼足谷に至る山道の石畳

写 7-2

鉄穴残丘 (こまる)



｢._■
青 首 盆 地

(1)哲西盆地と土地利用

岡山県の北西端,西に広島腺と境を接する阿哲郡哲西町. 昭和 50年 4月1日,旧矢神

村.野馳村の合併にエb誕生した総面横7占.95K71fの町である.そして周囲を400m前

後のなだらかな山に包まれているo その山々を取南D方向に細長 くかきわけるように開け

た8字状の盆地が哲生盆地であるO この海抜約500 mの盆地の中央を国鉄芸備線が通b.

それとほほ平行して国道 182号櫛が走っている○ 盆地の穀も低い部分が神代川で東経し

河本ダム,高梁川へ注いでいるo

哲生史lrr_よると,

Fv､まから2500万年臥 私たちの哲生町壮帝の底にあったO - ･･ コ/ブ｡ワカメが

しげblいろいろな魚が過ぎ･サン3'が生えてレ､たO - ･･･A とあるo 硯に野馳付近
からはサンゴの化石も出ているそうであるo それが嶺たびかの変誰を受け夜がら今日のよ

うに伸抜約508mの盆地となb,6-i)い山々となっているのである｡ さらに歯面史には.

『=千年机の弥生時代には現在のめ紬 に平行ナb海岸線と,現在Ll)日本列血の姿とがほほ
克成した｡ 蛤西町を流れる神代川｡針敵川に沿うて脱拓されている水田はこの時代に形成

さJLた沖甜価にその多くがつくられてか9,その水田と山地との間にはさまれて畑となって

いる低い丘鹿の中新世の堆頗地とともに重要な土地i'Cなっているo』 とあるO

す75:わち,哲西盆地の大部分を占めている水田妓新生代第四紀層であb.,ト高い丘陵地は

新生代第三紀属で拳る｡ そして.その小,FLl,い部分は,ほとんどが畑 ･草地あるい紘山地で

あったように,rfLll.う｡ 汽藩の若から見えた国道埼いの切bとった--HJG分や'山のふもとの家の

)lf先の少し崖のようになった所などで,祈三紀屑と思われる赤茶けた色をした粘土のようを

I/T･,填た同じ赤茶けた色であるが手でさわるとほろほろと砕けるような小石を含んだ朋がみ

られたoそして葡西町地武図を見てまた鳩くO -A,水田も畑地も道路も山も庭先もすべ

て同じようにみえるが.それがそうではないのであるo 新生代 ･中生代 ･古生代のものが

_指;副こ,笑にJ(ラエテ ィーに恵んで含せれているのであるo

r-哲西町には石英斑岩 ･_8岩 ･tX3線岩 ･蛇文岩などの火成岩を広く分布するが･それらはほ

とんど白亜紀にIi-入したものであろうC - - ･ J｡･ 今,哲生町の大部分の地盤を占

めるのが白亜紀に形成された岩石であb,山地となって森林に利用されているわけであるO

音一秒扶採躯が行われたのは多くが閃緑岩の地帯であD.銅鉱やべんがらの原料の柊硫鉄
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如 収 掘されたのもこれら火成岩と古生屑の接触地点であるo｣ (菅平史より)
ここで少しまとめてみると.哲西盆地は大きく次のように分れるo

表 1- 1 ~■ i■･

lb/
IIT.iT

相 対 年 代 絶 対 年 代

水 田 新生代第四紀 (沖積層) 0:01一ヽ-0.00と】

(年代は岩波新着 ｢日本列島｣を参考にした) (単位百万年)

この為替簡急地の土地利用は平担面の水臥 やや小高い丘俊面の畑,森林あるいは原野の

山地と大きく分けることができる｡ また人家を見ていると多くが山と平地との接線上に並

んでいるのに気付く｡ これは当然水に関係するものと思い.ある農家で鵬いてみた｡古老

の話によると,一つには耕地をつぶさない為,又一つには波圧の為ということである○ 平

也 (水B])可fZkはけが慈VIJという育黄を準で矢神線協で粕いたが,もっと詳しく卸 くて
みるべきであったと思っているD これよb町役場,矢神鹿協での細さ取bを中心に杏いて

行く｡
L ●.

(イ) 水 田

芸備線治鹿の大部分は水田で.髄端から触れるにつれて段々と高くなって行くo その

面稗は役場での話によると615上王aで,全般に湿田であD.土JBE蛙,川の周辺部で砂地

が多く水持ちは患ho又他では粘土質で水はけが恵いとのことであるO(失神妓私印収b)

耕地の地%lJは大′トさまざまで不規則であり懲理はされて夜ho又耕地の娘中化も見られを

いとのことである｡ 当地の初帝が 10月 10日頃,初雪が 11月にはもう障るとVlう関

係か,和の裁培品種も ｢わ%J｢夜かてJ ものが大部分を占めるO そしてこれらは9月

から10月にかけてすべて取9入れが終るo 矢神曲協での話によると矢神地区での裁培

品執ま下記の如くである｡
I

表 1-2

フ ジ ミ ト リ ワ セ 9月と9入れ 床は悪い

折千本 (シンセンボン) ナカテ ib月中頃と9入れ り
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そして収種丑は,､､ヮセ`

て(;

oa当9 10俵 (徒租で)

oa当97.5依 (450Ki) (矢神魚島で)

oa当9 7俵 (哲西町干子で)

であるO藻作はまが少しつくられる秘匿であるo′ト奴可でも干子でも朋いたが.除草薬

2-4Dは寒さの為に蔽えないそうである｡

(ロ)畑

ところどころに見られる畑には.トウモロコシ･大豆･クバコが栽培されている｡その

面概 140Lao救出で比労力不足の払 ク,=コ比下火となb,-クサイがと少入れられて

いる○昭和42年その収入が約480万円と,矢神鐘脇でt't.1いた｡

H 山 林

イHJんと言っても哲西町で占める糾合の一一番大きいのは山林であるO面板 277975ao

それに頗野 8519aを加えると.実に 28日 94a で哲西町総面積の三分の一に当る.少

しなだらかな所で壮粟閲 (28La)が造られ,又,本格的Tr山では分収造林などe)碓林も

娘んであるoそれI/(昨年のLfi業構造改蕃弛美によるL/イクケ作Dも盛んである｡ これら

は哲西町の新しい方向を示す ものと言える7そろう｡又.原kfに比火山灰土の所もみられる｡

巨)水

村乍Dに托身銭水が必賓である.哲西盆地にLIVlては,その中央を和代川が東旅してい

るo矢印駅付近で川巾はおよそ 10mぐらいであるo平地知はこの川の水でもってAiかな

われているのであ,-LつoLかし河川の改捗壮あまil進んでなく7月の兼雨 (155m皿)で

冠水した刑がだいぶんあったそうであるoLかしこれも.ここ2-5年の内に改修=串を

解る予定であるo 又.刑が段/Yと応くなっていく山あいには溜他のものとおもわれ

るような牡がみられた｡哲西史には主な紺地が 22退いてある｡その内8つは畑木に位龍

するとある｡

ここで岡山県統雷1協会発行の 岡山煉TF町村勢要覧 に哲西町の統計をみてみるO
(41年刊)

o 経営土地面頼 表 115

E】 観劇地 畑 経常耕地計 一戸当耕地面概 草 地

占08.8LJa 15.占▲4 157.tl&4 F 7仙 紬 82.1a 525.さん
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0 度 産 物 (昭和 40年産) 衷 1- 4

晶 名 作 付 面 菰 収 棲 丑

水 稲 d T 7 kA 1 9 8 0t
陸 稲 0 D.
小 変 1 5 ヱLl 2 4 t

大 麦 二 条 - -

六 条 7 9ー ん 1 d '7 t.

裸 麦 4 ka 7 t

たば こ 1 日 d 一に 5 9.2■t

か き 0 2 t

(2)産業と交通

州 産 業

‖ 姓秦 ･林業 ･畜産以外何も別にあbません と町役場ではっきDと軸いたO この三本栓

の内,畜産は現在.下降をfJ_'っているそ うであるO労力不足の為であろうか｡さらに巷

鶏の失敗ということも率いているものと思われる｡鹿家の人々も旗作薬が片付くと,岡山

･水島方IB)への出稜と山仕事の二つに大きく分かれるそ.5であるO出硬性故にして約 40

- 50名と触いたO

0 革菜三大分類別就薬人口 (S4O･10._1現在) 衷 1- 5

総 数 第一次鼻薬 第二次建築 第三次産業

* & 構成比 乗 数 柵成比, 突 放 棉成比

0 鍵菜就業人 口 (840･21) 表 1- 占

総 数 輿 女
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0 良 家 数 (840.2.1) 表 1- 7

総 数 専 某 虚随主と指摘薬 瀬勅=主と儲

92dF 214/コ 42dp 28dP

472FLJ

一乗は岡山yJ<L市町村射頚覧 (41年刊)より一

季節のせいかもしれなし1が活気は全く感じらILない静かを座村であった｡

伺 交 通

:首函盆地の交通の中心と怒っているのは.何んとし1っても由鉄芸備線,それに国道182

号線であるO芸備糠の推移IFl･哲西史にみると次のようである0

脂和 5年 2月 備中仲代一矢伸助P:三相曲蹄速 くこの三神線工額にあた-ては.競

争入札で40万 1千円で東京鉄道=蔀株式会社に落札してL̂る〉

昭和 5申 1月 束城まで延長,途中野馳駅を設ける｡く綻工鍵 78万 4764PIj>

昭和 11年 摘後十日市まで延長

伯和 12年 出島まで閑地し.芸催髄と改称

なおこの他.昭和 5年伯伽臆紬;.昭和 11年始所感が蛸通している｡

Lb･'TJ山駅まで歩きつづけて-崖夜かかっていた0が汽血では 5時胤で行けるようになった｡

さらにこの地方の産1知ま大阪･岡山の都市に送られ.商品の流通も盛んになれ 駅前やそ

の他にkJ吉がふえた｡､､石油発敵機が入ってきて,それ を使って田んぼでこなしなし,山で

〟
は教材をするようにな._'た｡と,哲軸史に記されている｡鉄道の開通は当地方に一･大変革

をもたらしたのであった｡

国道 182｢,rLj韻は新見より哲西町を史"Fnて恥臥し東城を経て福山市に至る｡矢神駅前付

iliで道巾約drn,その両側に比較的新 しい人家が立ち並んでいるO風道と名はつくものめ

未改良の所が多々見うけられる｡昔 (大正 10年頃まで ?)はL.この道路も山の中吸につ

いていたとか聞いた｡鉄逝忙せよ田近にせよ新見と東城を結ぶ大切な動脈である｡哲西町

の経済的つながbは新見と東城で五分と五分である｡ (役場,矢押 迫1矧硝き取り)指戦と

レ､うことに怒ると新見が主となるのは.仙山妹であること-,i.考えれば当然のことであるo

増西町をささえているのは虚林業に,この弧 注と国道とも言える｡中国縦H追予定路線も

これらにほほ平行して建るかのように純いたC,飛牌的t'C如け行こうとしている哲西町であ

る0
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2 人 口 -̀■ ■

L I

虫近都市に於いては過密が,逆に塵山村では過疎が開溝となってきているが.哉々が調査を

行なった智酉町の場合はどうであろうか｡先ず哲西町全体から人口の開盟を取D上げてみると.

一言で云うとすれば現状は比吸的安定していると云える.町全体の流出人口は年平均 150人

一一200人であり,現在困ると云う程ではないoしかし将来の車を考えると不安が残るo現在

紘何の不自由さも感じないので役所比何らの対無をなしてないが.10年後,20年後を考え

る場合,若い人々を引き留める方非を考え,兼行する必要があろうと思われるo不自由さを感

L:始めてからの対知は焼き石に水である場合が応々にしてあるO企業誘致 (これは可成少難か

しいが)も必密であろうし,鹿林業の改革も必嬰であろう｡現に阿哲郡全体としても,自然増

加敏は年々減少の一途をたどっているのだからo

(1)家族構成

豪族棉成を取D上げる場合,年令別 ･世葡別等があるがここでは一世帯当b人口数の変化

Ijt{つV)て考察してみたい○

哲西町の人口 黄 2.- 1 1

世帯数 総人口. 罪 女 一世帯当b人口

明治40年 921 5181 2588 2595 5.65

大正 1 958 5241 2579 2dd2 5.47

5 949 5018 2495 2525 5-28

9 ー009 4559 4.52

14 ー007 4868 2298 25172 4.6占

･昭和5年 1074 527-9 4.92

10 1057 52占9 4.98

15 1008 5187 2559 2ム28 5.15

22 1252 dddd .5227 5459 5,52

25 1250 占597 5227 5570 5.28

55 1482 占524 5215 5509 4.40

54 1257 占449 5161 3288 5.21

55 1210 5884 2865 5019 4.86

56 1220 占254 50Sd 5178 5.ll.

58 1205 5占62 2766. 289占 4.70



阿哲郡の世帯数 衷 2- 2

世帯数 総人口 男 女 -世帯当b人口

明治40年 8748 47862 24245 25617 5,47

大正 1年 9827 48459 24254 24205 5ー31

5 8tIO占 48758 24d5d 24102 5.55

9 9247 45251

14 9占67 477?5 242.97 25496

昭和5年 10046 ニ0725

1D 10152 51149

22 11929 65627 5157占 52251

25 12059 65058 52412 52647

58 4987 25959 ■ー11〔】1 12858 4.80

哲西町の場合一世衛当9人口は明治40年 5･6人,相和22年 5･5人そして昭,-Im58

年4.17人と叔少しているO これは明治4b年から帖和58年までの57年間に総人口が

481人増えたのに対して,世有数が284也席も増えた為であるo終職直後の 22年

に昭利 15年と比して244世帝も増えたのは外地からの引き揚げ省等の為であろうo

その後変速的ではあるが一世帯人口は叔少しているo明治 4I年から10年平均でみる

と.昭和 15年までは僅かではあるが.一世帯人口は増えているOそして昭和 22年か

ら昭和50年まではJi一高であi),その後滋かずつ渡少している○ この車は凸山村にも核

家族の波が押し寄せつつあることを示してレ､るのではなかろうかo

(2) 琳女別柵成

昭和の初期に於ては (H折口9年) (衷 2--5)に上ると東夷が全産業就業人口の 8占

弟であれ 戦後の 22年には 75飾となb昭和55年では 74弟であるo救後は殆んと

変化がなVb そして赦近では良案.林業,鉦鼓菓尋の肉体労働の面での女性の進出が目

立っているo全体的にみても女性労触者の比率は昭和5年の 40帝から昭和35年の47

､声までの高割で夜I.)ている○
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o 阿哲郡内の産燕別人口耕成 表 2- 5

55年 22年 9年 5年

全 産 業 5018 50,450 25.542 25,859

良 林 菜 2250 75.89 22.825 74.95 -20,755 85_85 19.469 75.29

鉱 弟 12 452 87 74

建 築 工 業 70 2.41 545 1.78 1.425 5.6 2.185 8.4

商 業 金 徴 発 215 7.05 90占 2.98 1,522 5.21 1.984 7.5

.運 輸 通 信 菜 101 5.54 1.597 J1ー58 569 1,4.5 564 2.18

電繋ガス水道業 5 55

サ ー ビ ス 業 207 525

公 務 自 由 英 50 1.725 809 975

(備考) 岡山県統計年報よ少作成

昭和 22年以射り,lL'e鮒には現在の新見市をも含むC

(5)干子に於ける通梱

人々が転婚する壌合,例外を除けば大光Z)場合その範艶と云 うものが決っている場合が多
t

hoそれはなにも制約によるものではなく.経済的継がbや地理的要因に依るものが大であ

るoそこで千子での聴き収 b調査では通婚鶴の問題を中心にやってみたD干子の 4戸の例

(襲 2- 4)は現在の家族を5代に分けて作ったものであるO

〇 千 子 の 適 婚 軸 索 2- 4

A - ft: 荊 二 代 第 三 代

栗 田 大 井 神 郷 庄 原 大阪 4件

業 田 西 方 旭 刑 部 奈良 東京 栗田

野 馳 桑 本 大 タ キ 同山 2座

(備考) 干子での聴 き取 b調査を纏めたもの
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第 1代に於て比阿萄郡内が 50年広島県が 50年であるが第2代になると阿哲郡が 75年で

あり広島県側はOであるoそして第玉代紘第 1代と似た傾向を示してlハる｡出てゆく者も第

2代は全て郡内であるのに比して第5代に於いては郡内壮僅かに9飾であるのに対して京阪

神地方は 45解であるO第 1代に_於いて広島媒側が50番を占めるというfit実は.背阿町と

臨接の東城町との接触が可成bあったであろうことを軌7rせる｡そして筋 2代に於いて通姉

が比較的狭い範囲で行なわれてし1る皐は当時は節二次大磯中であ如 r]何に閉鎖的であったか

を物語っている｡第5代の通肺が遠距離になっている1日,.t峨争中の抑鎖から終轍によるFr-倣

的在郷艶気と共に近年の都市の目ざましい発逢,工業化の促進に依る所が大であるためでは

たかろうかと思われるO又全体的に見ても,島牧..鳥取方面との追贈が一例もなレ､のは注目

に_値する｡これは酋7_tJ'町の勘合牛を売るのも殆んど新見であり_LEih物も大低哲西町内か新見

であ9.品級品 (婚礼用品等)などは岡山でPf.うあであろう｡距細的な寮もこytに_加われ

挫折的姓がDの深さ故に自然とそうたったのであろうo幽扶芸備線坂根駅から(ri1日 140

人程度の人々が定期で往復しているが軌兄へ行く人と東9,P:-行 く人との剖合いは前者 6に対

して後者は 4番鑑である｡ これ(risJI鬼の方が粗搬的に近いと云う由もあろうが,経済的結び

つきの強さによるものであろう｡そして又肋さに出かける場合 主々故では水島地方の発盛と共

に水島方面へも増えている｡近年は大都市や水島の人手不足から求人が多く又近くに大きを

工:為埠が鍛少ない為もあり,速方へ･Z)進出は婚々汝しく-/tLlつつある｡これらに依って過疎

が起こかつつあるが日本の山村の多くであるが.干子の場合は也●軸町の中でもむしろ例外的

である｡ここ50年間軽に孝家触村(I-1一例もなく.又人口も殆んど50人前後を保っておb

余9変化がをレb これは干子が全戸良家 (第 2租兼義盛某はない)であi),山林が一戸当b

平均 17払.牛が6顧平均と.非瑞に多く.平均収入の面でも町内の雄である為であろうと

考えられる｡そして千手に於いてHむしろ人手不足なのであるOと言うのは干子には個人の

山林も多いが共有の介収造林もある-Aである0本はの切り出し等に壮他所から人を凝用して

いる現状であるO人々をLd]'めているのは収入のFp'ih泡もあるが分収造林の存在も撫祝 しては

ならないであろう○
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表 2-5 阿哲郡の自然増滅

25 51 55 38.

出 生:故 '1868 451 439 505

出 生一 事 16.5 12ー9

死 亡 か tI85 240 255 2.55

..死 亡 .翠 ?_4 8.8

I.自然増加薮 128 191 1_84 ll.7

自然増加率 a.8 4.1 .

乳 児死亡数 I: 128 1L2 28 ll

_.乳児死亡奉 59,2 29.7

新生児死亡数 7 15 4

て備考) 岡山娠統計年報

(4)比婆郡 槻

良家の多い都の典型のよう

な郡であるo転入も年々増え

てVlるが挺出の方がそれをは

るかに上せわ､つておb社会的

細波は琴擬であるo
LIL

(襲 2･-a).又,出生数も渡

っているが自然輔加数は昭和

表 2- ム 転入転~出者故

目5 0 '転入者総数 転出者抵政 社会増減6■25 756 こゝ 111

55 5 699 1.207 ∠ゝ 505

荘 広島県東城町合併 10周年記念

｢町粛軍覧｣ 840年

cf △ 111は 111人汲少を意味する

50年から55年の聞咋半分

になり55年から59年には三分の一･になっている｡近い将来には自然増加数が負の数にな

るであろうo
L･･ヽ'一●11,

l L

_∫
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表 2-7 比隻都の自然増加

85~0 855 839

__也 .生 数 一 さ6~9 522 202

輿 205 179 109

女 164 143 95

死 亡 数 175 209 149

男 8.0 125 日日

. 女 95 ー 86■ 81

(cf) 仏品A-t東城町合併 10周年記念 rq-蕎凌駕｣ 840年

(5)_広島煉北部の人口-比毅郎の場合

最家戸数と耕地面棟の関係

(蓑 2- 8)に上ると.鵜全体的によ象戸故が凍っているoそれを桝地面税別にみると.

1.5▲a以｣二の戸数は昭和 5U年tAL比べて,昭和40年の方が蔽っているが,逆に 1.5Ah以上

の戸故は増している○そのことは.土地の集約化が行なわれていることを示していると思わ

れるoそ して,､1.5ん未満の耕作者の蔽少は大都市での求人難及び昭和 55年来の経訴構造

の変化によるものであろう｡昭祁 50年から55年までの 5年間に比べて.暗和 55年から

40年の 5年間の方が圧倒的に敵城 しているの(.i,昭和 35年の経済横道の変化によるもの

tK:外をら丑いてあろうo次に秘薬盛家.境一粒兼集出家は減少しているが.第二種兼軸 家

は昭和 50年に比して昭和 40年には.ほほ倍になっているo耗二稚兼業鹿家戸数の総数に

対する比率は.昭和50年の 11.5帝,昭和 55年の 15.4多に比べ昭和 40年は 24.2串

と四分の-近くまでになっているo

(6)一世常当bの人Lj

(表 2-9)によると,-世帯当少の人口拭,胴和 50年の5･04人が昭和40年には

4.18人となっている｡ 10年間に殆んと一世帯当bl人成ったことになるO敵城の理由と

しては,世帯数の増加も一因ではあるが.総人口の赦減に依るところが大であるO前述の如

1D年間に 5200人程も法っているのであるOそして,世帯教の珊加も昭和 う7年でとま

り,昭和 58年から壮渡少 している｡昭和 55年の経済林道の変化の形尊が昭和 58年にな

って現われたためとみるべきであろう0
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表 2- 8 比婆郡における耕地面積別廃家戸数

＼ 総数 0.5AAW 一.ユ 5--0.1 1D～15 15-2 2【トー252.5ん山 ト 専英 1種栄菜 第2滴i兼業

50小奴 55可 40 542 100 219 198 25L 2 8 145 548 51

557 92 195 199 47 4 105 5占2 71

515 70 165 178 75 19 85 551 91

50A 456 56 20tl 150 22 2 2 151 2占5 40
35幡 458 4d 17.7 158 45 125 250 65

50田 555 占5 159 119 12 4 2 lld 222 1755蘇 40 549 dO 149 129 ll 98 226 25555 44 150 118 57 74 205 58l

55∴城 454 170 187 84 ll 90 258 126
40 421 156 1dtl 75 18 5 占6 19ー 1占4

50帝 50ナ 62 167 75 7 5 ′ 54 245 50
55釈 507 48 15二.l 7占 ll 2占 24占 55

40 28ー 45 129 76 30 29 ･218 42

5CL久 205 51 lob 41 5 2 1 55 130 20
55代 199 4d 98 51 4 42 122 55

40 195 57 85 占0 8 5占 107 50

50釈 14占 55 79 51 1 51 95 22

55坂 ー45 55 75 58 1 5占 91 18

40 156 55 51 45 7 2占 7〔) 40

50ノゝ 2.419 527 1.119 占89 82 2 14 59占 7,550 275
｢ー 55計 2'.'429 525 1.051 755 150 8 519 1.555 575

cf 広島県東城町合併 10周年記念 r叶 勢蛋乾｣ 6i40年
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表 2- 9 比婆町の人口

51 4.52とl 21.822 5.D4

52 4.571 21.d92 4.9ム

55 4.597 21.215 4,82

54 4.444 21,127 4.75

55 4.458 20,792 4.48

37 4.554 20,468 4.fit
58 Ll.518 19.877 4.4ロ

59 4.515 19.5?8 4.29

4D 4.446 18.dD2 4,18

(cf) 広島煉東城町合併 10向年記念

｢町強攻猛｣ 840年

古 牧 草

(1) 和牛生産の粧筆

イ 職後における牧牛の変迷

わが匡めL謹菜の特色は称々あるが.揮儲規韓の零細性とこれに基づく労l軸糸約的多肥砧

業.さらにこの結果もたらされる高Lへ土地生産性は日本岩蓬莱の性格を端的に示しているも

のといえようo これらの性格仲良い労働生産性を生み出す結果となったOこれV-加えて岩

戸景気,神武食気,更に続く日本経蛸の吊庭blx.長は筑二次.三次産菜として良薬との所得

格産を増大させ,良策労働力は流出し.Li枯れ確劾な労働力不足をもたらす療果となった｡

ここIl{いかにして.)vJ馳生産性を高めるかが今日の大きい課題と75ってきた 0労榊生産性を

向上させる手跡 iいくつかあるが鮮常規模の拡大化とL_I;一作其の機械化を二大支柱とした出

発構造の改せが由も箇要である｡このような状勢下において, 19 /DO年頃から弘光の機

械化が急激に進行した｡中でも耕転機の普及比特㌍顕著であるといわねばならないOこの

上うな良薬の機械化は出村から午を追い出す応巣と759.史に加えて牧後の食生活の変遷

は肉糖質を増大させた｡との結凍牧牛は従来の役牛中心の牧牛から肉牛中心の牧牛- と大

きく転換したといえよう｡
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表 5- 1 役肉牛の変避 (単位 千頭)

鹿 宮 舶 広 岡
児
島 崎 本 島 山

2

ミJ

4

5

∠∪

7

ノ0

.0

ノ0

.8

′O

ノ0

9

9

(7

9

9

9

1

1

■.~

1

一1

1

兵 大 .長 福 山 岩
館~ 分 崎 島 口 手

167 1〔)5 115 105 ,98

4

4

2

7

CO

7

J11 12とi 102 1口1

115 114 99 85

10ム 105 98 占9

99 89 占9 ム2

115 92 ()9 62

107 92 85 78 7占 d2

105 99 87 t11 74 占7

95 95 86 8d dd 69

80 78 74 77 占1 占5

68 69 69 58 55 54

56 70 占5 58 54 57

(日本国勢図会よb)

わが国の牧牛の一般的傾向についてみると投肉牛頭故は 1955年- 196占年まで毎

年約 10万訴ずつ増加 してきたが,ここ 102年は停滞気味である｡ これ らの増加傾向は

地域によってかなり大きい差連がみられる｡軸加がかなb節薯にみられるのは虎児鹿irA-,

熊本県などの中,南九州の諸県である｡ これら中 ･南九州の増加傾向に対して.和牛生産

の核心地の一つである中国地方は淑少しているO これらの現象は何に起因するものであろ

うか｡中･南九州は広大を放牧地を有する肥育牛生産地域であって,いち早く多頭化飼育

に進んだことによるものである｡これに反し.甲園地方の壌合,仔牛生産地帝である中国

山地の牧牛生産地域は従来と余 り変化は{=くむしろ増加傾向にあるが,月巴育牛地滞Z)吉備

読流や創業的牧牛 (役牛)地帯の南都良村においては良薬の機械化と良薬労働力の他直美

-の流出に.亡る労働力不足などによって拭少してL̂るQまた馬を牛lK束Dかえつつある北

IET.･.･1束.東北地方では新しい牧牛地帯が形成されたが,泡近乳牛への転換がみられl和牛飼

,. 両の伸rJ:は停滞しているC

このような和牛の漸増傾向に対 して,乳単牛飼養の増加は食生活の変化による牛乳や.

繍磯品摘発境の増大に伴って急故に増加し, 19占0年代に入ってその伸び翠壮鈍化して

いるがそれでも恕年 10万頭ずつ

増加していくこのような傾向がそ

の倭B;圭拭けば. 10年後の将来に

に乳牛披 200 万敬とvlう数値に

7Tるであろう0
.1

年度 全国

19占2 1002

1985 1ー45

19占4 1258

19d5 1289

19dd 1510

19占7 1576
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p 岡山県の牛の分布と地域的特色

一千子部落の位置づけ一

岡山保の牛の飼養地帯は吉備高原hJJヒの市原地帯･中国山地であD.これらの地域は西

の広島県北臥 束の丹波高原地帯を含むわが国における代表的な昭牛飼射 lh域である｡こ

れらの和牛地帯に峨後･乳牛が帝人され･和牛飼蕃地域に大きい変化が見られつつあるC

牛の頭数)/C対する乳牛の割合い

ilJJ 5- 1
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岡山県の弄畔 ,乳牛の飼巷頭数によって地域区分すると

l 和牛卓越地域

Ⅱ 和牛･乳牛地域

並 乳牛卓越地域

に三大別することができるo

Ⅰ 和牛卓越地域は岡山頻北西部の新見市,阿哲郡.上房郡.苫田郡であD,古くから和牛

一 生産地であって,ここは東西に走る脊梁山地を中心とする地域であるo

T 和牛 ･乳牛地域性北部の舞廃部をはじめ,北東部の津山市.久米郡.勝田郡,英田郡な

どで古くからの先進和牛地帯であD.脊梁山地とその前面に拡大を牧草原が広がる地域で

あるOこれら和牛乳地帯といっても同一鹿家が和牛と乳牛を企業的に飼蕃しているもので

_号 (,i7=く.和牛生産戊家と乳牛飼演技家とに分かれているo特にこの地域の鮎塊は蒜山高原

Ifl

などに見られるように国,原の指定経助のもとに鋲的的零細酔顔として出発した地域であ

るが,坊近は 100頃以上を飼養する大規模酪鎚-の動きもみられる牧畜先進地域という

← ことができよう｡ これら和牛卓越地域と和乳牛地域との中間的色彩をもつ地域が高架市,

川上郡.′｣､田郡,井原市をどである｡

Ⅱ 乳牛卓埠地域は東南部の使役肥育牛地帯であった上道郡,邑久郡.西大寺市などである｡

これらは廿の山地酪連に対して平地盛典地帯であ3),山地良美地帯が戦後酎蓮地帯である
1
のに対し平地酪旗地帯は明治期におVlて早くも乳牛地帯を形成していた｡つまD,邑久郡

を中心とする由鐘地背は市乳菜者の預託地であった地域であるO

駒査対立になっている干子部落は仔牛生産を目的とした地域で.岡山県で紘Iの和牛卓越

地域の核心牌を形成 しているC)すなわちこの地域の鹿家は峨前から現在に至るまで 2- 10

頭位の黒毛の和牛を飼い,その飼凍する牛は 4オ以上のメスの成牛と当オ牛に大別できる｡

この坊実は仔牛を生産するためのメスの成牛と販売を目的とした仔牛を飼賛している串を示

しておi).いわゆる仔牛生産を目的とする ｢黒牛の里｣であるといえる｡

~(2) 中国山地における牧畜の発達

江戸時代の中期 (元森時代)までは中国山地の牧-3もあまb見るべきものはないO この頃

は牡牝浪合で年中放牧してかD.自給的性格が強いO又多少売男もあった.tうである｡

江戸中期以降になると美作の牛が牧内で役牛の王座を占めるようTjCなb,久世,一宮は登

り牛を送b出す市場として繁栄した.このように中国山地で牧畜が発達した理由として

1 畿内における牛の鮪賓が増大した｡
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2 中国山地で壮好適な放牧場が提供された○

ことなどが考えられるo

社内は由美生産の先進地で早くから牢で耕やすことが潜及し.そのため長噂 をひく力の強

い牡牛が要求された｡さらに京都周辺の街道での過姫に牛が盛んに使われた｡また中国山地

は落葉薪炭林の育成適地であD,特に柴はククラ穀鉄用の炭林としても最適であった｡それ

に加えて中国山地は雨も少なく,山頂に平担面が広く開けているので.放牧地としては恰好

の条件であった｡このように中国山地の牧畜は自然的,人文的な条件に支えられて発達した

のであるo

牧畜が盛んになるVCつれ富裕i&民V(:よって品畑改良が行なわれるようになり.近世後期に

はところところllC奴良櫛牛董牛が生まれた｡但馬にあった輩,備後のあうま葬と並らんで備

中の竹の谷史は有名である｡一方役牛の的勲の中心であった北部山地においても肉の常習の

J61大ととも)lC役牛を使役したのち.肥育して肉牛に売る用途が閑けたので作州牛,備中牛の

収少引きが多くなった｡ この牛の売られゆく所か品野豆腐の生産地有で.豆腐粕で肥育する

J/'で見追えるほど見部な牛になったから,この地方-売られゆく牛を ｢柏喰い牛｣とも呼ん

だ｡卓牛といい,柏唄い牛と呼ばれる この牛は上方-行くので ｢上方牛｣｢上b牛 (登り牛)i

または.｢束牛｣とも呼ばれた｡これに対し由ljC頻られていく牛五･｢髄牛｣という｡
明治の文机的化とともに肉の消如料が増え牛の感奮も増大したoこれに伴って和牛の洋牛

による改良が考えられ,政府としても1900年 (明治 55年)外国柚の牛を輸入し和牛の

改良に乗b出したoLかしこの改良牛は人JJiが藤く,しばらく和牛偏重時代が訪れたが,

1916年 (大正 5年)ごろから再び淫牛と和牛の長所を生かナべく理想牛の造成に向かって

て努力された｡しかLl.qLLl県の牛は洋午の農相 は少なく,阿哲郡はほとんど雑t.IBを作らなか

ったo

中国山地においてこのように和牛飼育が盛んにたったのは, 1900年政肘が計画的に和

牛改良にのiJ出したからで, 1919- 20年VL牛の量感制鮭が実施されるように1fってか

らいっそう広まったOたてtたせクタラの衰退に伴か って大山林地主がこれまでクタラ用木材
脱林として放牧を発止 していた鉄山を解放し,地主自身が牛親方として牛′ト作を出すエうに

売ったことがいっそう促したのであるo

(5) 干子部落の牧牧

イ 労働力構成

この浩楠 で明さらかに幣業蛙家と思われるものは9軒のうち5軒にすぎないoこれは兼
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業良家の全国平均79.1i (第-線兼業 5i4年 第二笹朱美 45･7¢)を仕るかに下回る

ものである.このように兼業達家が少ない理由として

1. 各点家がか恵b広い森林を持っておD.林業による収入が相当ある0

2. 和牛生産が盛んで牛の販売収入もかなD高 く,経営方法によってはさらに収入を伸ばす

ことができる0

5. 交通の俵が悲く.日帰Dの出稼ぎが開銀であるO

などの理由が考えられるO そこで鹿茶従弟者の年令も右嚢のようにわわあい若い者も多く.

すべての年令層にわたっているo少なく

くとも後継者がLへフよくて困っていると

いう過家はなさそうにみえる.O

以上のようにこの部落では健全夜労

助力構成をなしており,主幹労帥力を

中心にして意欲的な島牧諮経営が行な

われているといえるのではなからうかo

ロ Li家の経営規模と由家経済

止家の経営耕地は約 1んで全国平

均をやや上まわる程度の水田中心の

菜 5- 5 労働力桝成

良 ※ 虚業以外 計
刀 女 盟 女

1占一一25 5 つ 5

2ム-55 2 5 2 9

56--45 5 5 6

46一一55 1 4 1 a

SdJ.-66 ⊃ 5 1 7

66一､- 1 4 5

軒 9 14 8 7 58

(9軒のうち1軒は不明)
軽骨であD.決して新帝経営に十分

を規模とはいえない｡しかし純 規牧や薪林規模に見られる階1L/A分化や封建的諸的係は見

られないOではこのような状態吐何に起因するものであろうかo この原因を解明すること

は困難であるが, 1つには干子部落

におけ る出家収入の内,脚 依存輩

が 4D- 50帝.牧苗 ･森林依存率

が 50- 60帝 (内巷苗依存率 SD

- 40多)と春雷依存率が謁く.比

較的商い収益を保ち得たためではを

かろうか｡他面,1kA内外の耕瑠偉

済規模 (内 水稲作鮭督規模 0.9ん)

をもち,更にそれを上回る蕃畜 ･森

林収入が得られるために丑かな安定

襲 5- 4 各縫家の経営規破

良 家 田仮)畑 (反) 森林面 ｢
1 12 0.5 4

2 i 2 8

5 10 2. 占

4 9.2 2 i_5

5 9 2 15

6 9 1~ 57

7 6 1 5.5

8 9 2.7 0.45

9 8.1 2.5 55

(森林は放牧域を含まない)
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した経済状態にあるといえよう｡しかし

労働収益性については必ずしも商いとは

いえないのではなかろうかclこれは今後

の研究課魔であろう｡

- 放牧

(7)飼磐規模

干子部落は全戸で'-Fを飼蕃しており.

飼巷頭数は2-9喪で出家飼1窒規模と

しては比戦的大きいものであるO これ

らの飼養由家についてみると

(a) 兼牛を崩馨し仔牛を産ませて6～

10ケ月位肥育して版売する良家

表 5-5 座作物 ･和牛･木材の

販売収入の割D合い

;良 家 凸作鯛 和牛的 木材㈱

1 50 50 t 40

2 20 79 1

5 5〔) 4D I 10

4 SCI 40 5 0

5 20 50 5 0

6 l 40 ･ 50 10

7 4D 40 20

9 40 5 lJ 10

(b)束牛を飼頒し仔牛を産ませて飼番すると榔与に史に什牛生産達家から仔牛を購入 し

て肥辞し版売する良家

(e) 素牛は飼育しなレ､で仔牛生産蝕象から仔牛別井入して肥育販売する曲家

の三軌 がみられるO鯛唾規模で仕(a粗の飼鵡軌#,がやや多 ■ハ榔 11;llみられるようであるO

また干子部落にも寸ナる飼坐牛の年令vi当オ牛が也も多く,t̂'.いで4オ以上の成牛であ少,

2｡5オ牛比例外れに飼拳されているに過ぎず,この他pLlは戦前から現在-iでほとんど

変化が見られない0 4オ以上の成牛k:は砧牛として牡牛が例外的に 1･2頭飼頚されて

レ､る以外にはすべて牝牛であb,これらの牝牛は仔牛生産を目的として飼唖されている

瀦牛であるo千.(一牛は牡 ･牝の区分なく飼逓され 占- 10ケ日間肥rHして版売すること

をE]的としているも(7)であるO このような倒道方法に見られるように,干子部痛は仔牛

の生産肥育地･FIの核心的な地域といえる｡

(Ⅱ)放牧地

干子細客の放牧地は他のiri隣地区との比較的広い共同放牧地と他人放牧地があり,両

方-,i･任用している鹿家,共同放牧域のみ使用する後家,個人放牧場を佐川する鹿家故は

すべて同数である｡ これらの鹿家の飼凝規嬢についてみると,一･殻に共同放牧地Dみ使

用する鹿家ほど大であr),個人放牧場を使用する鹿家ほど′トさいという轍向がみられるO

今後の計画として(･i塊状維持典家敏とiIEl牛那画展禁教は相半ばしてかD,放牧場拡大は

鞄錐で現状でもやや過放牧状態にあるといわれ.これ以上の銅鉾･放牧規模をもっこと
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表 5- d 各良家 の綱 車蘇教

概 前 (810l身 戦 後 (625-850) ー ･現 在 (840--45)

当 2 5l 4 計 日当 2 5 4 計 勾箱当 2 5 4 計 El#
11 牡l 5 I1 牡 5 1 5 牡 7 5

永 2 牝Z 牝4

2 1 1 1

5 2 5 2 2 5 2 4 9 4
5 5 5

4 4 1 4 ? 2 2 5 5 ー 4 3

5 2 4 2 2 2 1 2 2 42

占 3 8 5 5 5 2 4 4 45

7 2 5 5 2 6 2 4 9 4

1 ー 4 5

8 1 2 1 1 2 1 1 ヱ 1
11 1

ソ 5 5 12 4 1 4 2 4 5 5
6 7J ',

訂 19I 牡 ーl 4 55 5 1 牡 51 牡 1 44 l
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はむすか しく,規模の拡大は牧草

戟培 ･濃厚飼料の使用.禽放牧な

どに転換 しなければならないので

はたかろうかO

この集落を取b囲むように 0.5

- 21んの個人林間放牧場や採草

地があD,.また広い 5014の共同

放牧壕がみられ.他面比健的規模

の大きい個人放牧場を所有 してい

るものもある｡典滴や畑は手が入

ってこないように牧柵で組まれて

右･D.いわゆる人間社会が垣内に

あって牛は軸の夕卜C'ゆうゆうと逝

表 5-7 放牧地の規模

(単位町)

1 0 50

2 0.5 50

5 ■0 50

4 2 .0
5 ー D
6 tO 10

7 0 50

a 1.68 5.12

んでいるのであるo

(舶 放牧形感

放牧の峠朋については 年間放牧 とし､うLuJ谷が多しっが.これは牛が自由に牛舎へ出

入bできるようにしてあb,牧場へ迎jLて'h-ったb止れて帰ったi)する為にわざわざ人

手を使わないという意味であろうoそこで牛は冬の寒い時脚には日中.暖かい斜面で過

ごし.晩は牛舎-締ってくるO反対に吏L/こなると夜が明けると共に山から.も-i)てきて日

中仕涼しい牛舎や木陰で休み.夕方に71ると山-行って寝る｡ (このよう夜習恨づけを

するには人工飼料を用いる)そして気候の良い 5月中頃- 6月中頃.9月中頃- 1D月

頃はすっと山で過ごし.牛舎へは･Jdってこか′10

ここで牛は自然に生えている草 (かや.毎,韓木の芽,ススキ,ヨモギOtC- ｡)

などを食べる｡輸換放牧I.A=よb経営規模恕拡大しようとしている鹿家ではオーチャー ド

ラジノクローバー,イタリアンなどを別に栽培しているがほとんどの鹿家は自然に生え

ている草たけで間に合っているようであるO又篠原飼料については,戦前は全然与えて

いなかったが現在は放牧中も与えている｡これは敬前.役畜牛が中心であったから脚の

丈夫な力強い牛にすることが目的であったが.現在は肉牛中心になD.ある程鹿肉をつ

ける必袋があるからであろうO 放牧も戦前上i)ひかえるようになったOそして市に出す

一ケ月位lii]からは舎伺いだけにして砕厚飼料を十分与え,肉をつけるようにしている.
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声丹飼料の種類としては,大豆柏.こかわ.ひきわ少などと共に鹿協を通して購入する

混合飼料があるO冬の飼料としてはこの他.各点家で乾草,サイロ冊けの革,稲策,大

変.キビなどを用意するo

そしてこれらはすべて林間放牧であD,牧野での放牧はみられないOまた水飲み場は

山林地内のいたるところにある谷を利用してか9,所々に岩塩をせいてやっているo

また共同牧場の規則としては, 10人組, 20人組といった牧場組合が町内にいくつ

もあって.毎年八十八夜前に各組合ごとに牧柵の修理を行ない放牧o埠僻をすることに

なってV'る｡さらに放牧牛の一斉検診を行たって病気の牛は治療を施し,健康牛だけを

[八十八夜エ9放牧する｡しかし見回りは各人が適連にやってS'･b特別なきま別はないよ

うであるO .
J

和牛の流通

昨年 (19a7年)までは哲西町の役均で市が開かれていたが.牛の頭数が狭少したこ

と.深い手が鎖せbやすいことなどを理由に今年からは新見の家畜せb市場に統合される

ことになD,奇枚の月に市がたっているoたいてい 6ケ月- 10ケ月位の仔牛が市にかけ

られるO平均牡 10万円.牝 12万円位で参るが押盛系.長岡系,初姫系などと呼ばれる

系統牛はさらに 2-5万円高ho高いものでは 1.8- 2.0万円に連なるというO市にかけ

られる場合の価格の基準は戦前の役牛と現在の肉牛では次のように変わってきた｡

役畜を 体形の良い牛

(卸が丈夫で休演のある牛が力が頗い)

肉jfj牛 皮毛の良い牛 (肉の味が良い)

又売られてゆく行先は,役畜年の頃は煉両.四国地方にほとんどてらったが.現在では

はるばる九州方乱 東北方面からも男い手が娘7t,つているO

的 今校の千千部落

県敷振興計画によると第8表のように計画

第 8表 乳用牛肉用牛の

県舶 輿計画

●昭和40年 昭和50年 年率

乳用牛 27..500惑 占7.000頭 9,4年
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されておれ 経営の近代化と主産地形成をはかるため大 ｡中規模草地改良車薬などによる

草地造成,飼料作物栽培の促進.および優良家畜の改良増殖などによ9.飼蕃頭数の増大

をはかり企業的畜産経常鹿家を育成しようとしている｡一方家畜及び畜産物の流通につい

ては共販体制の充実強化,流通機純の整備五･はかるとともに価格安定遊金制度を確立する｡

また家畜の損耗の未然防止をはかるために家畜の頻団予防衛生対策を強化し.家畜健康柵

生部の総合整備および総合的家畜疾病診断施設の曲胆を行なうことを計画しているo

このような鼎の奨励とともに主幹労働力の存在,適した放牧場,和牛飼育の伝統など恩

まれた条件のもとに干子部落の放牧はます.ます盛んになD.綬常の近代化の道を渉むこと

であろう(,

4 林 業

A.東城町小奴可地区

(1)森林組合直営のチップ工場

山村の盤韮な現金収入腺とされていた薪炭の伯父が,昭和 50年代初期に始まった都市ガ

ス,プロ･Jlンガスへの息汝な厳秘によって,全国的に故城したo小奴可の薪朕生産もこの影

坤を受け,その生産並を大きく淑じたのである｡不畑になった広発歯の利用方法を板討した

結果.その伐採跡の針繋樹林への院政をかねて木材チップの生産にその活路を求めることに

なったo小奴可のチップ工場は,昭和 41年鑑林業雌丘改香車典だ}-一掬として,東城町森林

組合が建設したものである｡森林組合直営によるチップ工場は,まだ全国でも数ヶ所という

位少なく,その=勧 1,fa合員の山林と有機的に結ひつけられていることをその特色としてい

ろ｡東城町I.吃(.-1私蛍のチップ工機が 5ヶ所あるO

森林組合直営のチップ工場の現況は次のとおりであるC'

ィ.施設

チッノ｣ ,ドラム,I-カー,ロータリースタリーy,テーブル式帯 1コ.スラッシャー

(各 1台).トラック (2t, 占t各 1台)

ロ.生産工程

原木 一 切斬 一 別皮 - チップ 一 連別 - サイロ 一 袋車疎み

この工程で(ri各部分が原動機を持ってレ､るから.各工程をJIpE次かわって行なえば,壊底

2人の襲良で生産可能であ9,したがって姓好期の忙しい時でも操業している0
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へ 人見

･碑席 ･･｡男子 2人 (工場長.運転手)

J

｡臨時 - ･弟子 2人 I

女子 5人

ここで働く従弟月は 9人である｡それぞれ専門のもち鳩はないが,男子 2人と女子 5人

がチップ生産,臨時の男子 2人は.オガクズ,胃腺IJLた樹皮を原料とする炭を昼夜交代で

生産している｡給料は月給で,男子 1000円,女子 750､800円である〇

二.原料

チップの原料として利用される称疎は.木炭生産に利用されてきた広葉蛸で_,クヌギ,

サクラ,シテ.クリ,アベマキである｡マツは,マツノlJLJブに利用されるので他の経木と

区別されている｡これらの伐授跡地は,スギ,ヒノキ衣どの高萩材の椅林地として利用さ

れることが多い.この工場に搬入される原木の盤は.1日平均.2t横み.at積み トラ

ック各 2台分であるが,冬季は横雪で搬入甑難と75るため.夏季に大壷に集荷して工機故

地rL頼み上げている｡ .

原木の購入方法,価格は次の通Dである｡ ′.

(I) 入札による病人 -∫-

森林組合が,個人の持山を入札によって;jlhと･少.人夫を足用して労務斑を編成し

て原木を切9出す｡ この場合.原木のうち太いものは トラックで直接米子のノJルプ工

場へ搬入し.それよb細くて トラック輸送では採算がとれないものは国鉄八幡駅,東

城駅まで トラックで迎び.そこから貨車でパルプ工場へ送D,吏に細い5､ 15ctn

くらいの原木をこのチップ=場で処理している〇 ･71 I .1

(J)買材

山林所有者の切b出した原木の購入する方法でもる｡これは 1本いくらという単位

で納入するが,その価格は,トラックのいける所まで搬出して.′1本大体 6円である｡

(a) 伐採諦負

山林所有者からの蚤託で組合が伐採する方法であるOこの場合乗林組合が手数料.

人夫賃を差し引いた残金を山林所有者に支払うoその頓は.山林の位伍によI-,て異る

が.石当b 1200円位が普通であるO

ホ.製品

チップの出荷先は米子の日本ノくルプであるOチップ生産盃の月間目標は･無蓋貨車で

-75-



50貸手であるo又,副産物としてチップかすから生産した粉末の炭があるOこの生産料

は.飼料用の盛にして月間 1500- 1500袋である｡これ紘付近の良家で掘bコクツ

の燃料として利用されている｡

(2) クリ栽培

ク1)の栽培熱が現在非常に高く.山のあちこちの赤土e)みえる山はfとには.ク1)が新しく

柵えられている0 7月頃に山あいを傘いていくと.山のあちこちに相当広面棟にわたって淡

白色に近い樹林がみられるdこれがク])園で.白くみえるのはクT)の花のせいである｡

東城町では,え生協が50町歩のクリ園造成計画を其脆中であD,5年日の45年匠に仕.

約 10町歩が栖棉されているC,1反当Dの植樹本数綻.どの椀種でも50本程度であるOク

リの紬種は, 18年前までは寿坪 ,支那が多かったが,船近収蕊のよい丹沢.筑波に移って

きている｡

(5) シイクケ裁培

シイタケは市城の不安定なこともあって,自給在放しか生産されていなかったoしかし.

近年シイタケのlfrn･賓が大きく伸びたのを概念に.世辞連が主体となって当地に大規模なシイ

タケEii地の育成を計画し.現在その事蕪を遂行中である｡ この計画は.炭焼きに使用してい

I,tマキ.ナラな利用して,1戸当b5000本,塘蔽 1G0万本の栽培な行ない.jJl象収入

を大幅にふやそうというものであ9,1Vj年産の11'J.'/uF･忙仕 2031本の奴木に由が植えつけら

れたo経済連はこの計画遂行のため.臆木恥入類の利子補給.経菌の供給.乾煉施設の殻敢

出荷方法の改尊,耕師の派進等栢力的な支強特融を桁75っているo

(4)革山

東姐町内には,採草 ･放牧地である寺山といわれる草地が 120町歩ある｡この布山の草

は和牛の飼料や肥料として利用されているO化学肥料が普及するまではT出肥,嫌尿とならん

で稲作のための産額な肥料源であったOた堆肥が,この苛山より碍られた雑草を利用してつ

くられた｡当地の鮭家は平均 8- 12反の水田を所有しているが.これに6-7反の草山を

所有している｡化学肥料の普及した今日にあってlLTt,その必要度を減じたとはいえ.なお和

牛の飼料.家廃の燃料線として大切な地位を占めているo現在では,この革山に和牛が放牧

されていることが多ho

(5) ′ト奴可村の2大造林

′1､奴可に比.大きを造林が 2ヶ所ある0 1ヶ所は.大字千鳥柳渡9-ヶ所山で.スギ.ヒ

ノキの本数約 80万本,除伐,本伐が年々激力本に及ぶo経営者は.大阪の頴川氏.支配人
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仇 大和国菅野郡の大谷久青氏であD.他の 1ヶ所は,大字′ト奴可大平山 八鉾村大字高尾
. 1:'7rI

宝谷山,大字′ト放可区有山で.本数約 2占万本.運営者は小奴可の瀬尾オ次郎氏であるol Jl

(a) 財団法人′J､双可尚和合 ',T

小奴可村史には次のように記されているo

｢享保年間の記希によれば.′j､双可村大字′J､奴可.大字持丸描山,坂井谷山林仕,山中村

(今の葡釈村大字山中)′ト林四郎兵櫛の所有なDLを,その後爵永 7年寅 10月,摘丸山は

元′ト駁可村に規受,坂井谷山及粁山は6人忙て只安,其当時の収益として吐,砂鉄採取.輿

鉄用木炭を主とせD｡対束,田畑を榊鼓し,又比鮪入し,牧場を設け収入を増加せDo これ

らよ9生ずる益金は.昔石高に,基後は地価側として分配せboJ (傍点部壮生者)

尚和合は,不慮の災寄 .tX腔 に備えて米や粗を備著したD,個人に 1年限Dの貸付けを行

なったbしていたが,現在は.公共S僕 等に対する寄附行あを行をっているだけであるo

B 蘭画町

哲西町の総両横の85.5車が林野であり.林地 26120Aa.竹林 ･その他 252Ddんであるo

林地の内別結,広兼碑林 1875Dka,針 奏 功林 5140Aaである0人=林.天納 この面初等に

別しては衷 4- 1に示される｡当地区は私有林が芯峯を占めるが,その大散分は天然の広東摘

･林が多く.あせb高い価値を持たやt̂.それにひきかえ,国有疎の面故は少ないが,その道林

率は高いo

衷 4- 1 保有膨僚別森林 両横

区■~一,pJB介●別 立 木 地- 無立木地 竹 林 合 計 人 ｣_林 率

人工林 天然林 膏† 伐- 控 孟 面 横

両 横 苛 税 両 所 柿 面 戦 昔 横

国有林 5q5止 4857J 10ka2699mJ 515ka51∩77m 515Aa 98%

海人 1245 2561占 5906(15や125889 514i(15.9 151505 55 4 ▲ 55 5245･(15や 24

私有柿会社社寺 95 772 96 2541 189 5515 1 19D 4.9

'4002I(15う

小計 1556 2占588 400265i)12と川50 5558(15う 154818 55 4 58 5455(151) 25:

合 計 1841 7476占 40ー2(15う151129 5855Q5や 205895 35 4 5占 5948恒か.:.il:車

(注) (1)( )内は入会林 (2) 哲西町森林組合兵科.による
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表 4- 2 哲西町林産物の生産及造林実額

Ll i 巣材 ｣_空 木炭 樹首 しレ1たVT ■垂 蔓廼 璽竺 ]

1dOOLiy 1400kg 25▲a 8LTN'.a

5470 ,540 27 .57

(荏) 哲西町森林組合焚料による

(1)干子の分収造林

哲西町では,衣 4- 2にみられるように再選終エi)も拡大造林が盛んである｡破酬 ▲を歩

レ､て気づいたことは,上表の造林突放を如実に示す幼渦の神林が多くみられ,伐採跡がほと

んどみられをいということであった｡干子にかいても造林が盛んに行夜われているが,山林

労務者の不足の結束.そのほとんどが分収造林のJ7式をとっているC'この団体分収.6-_林の方

式は.個人で労激者を雇用して雑木伐書芸 .造林,その他管理を行なうには多大女御 を褒 し

よほどの山林地主でなし1かぎiJ,大規模な造林をわなうことができないという税祝を打鵬す

る方式として生み出されたもので.分1枚造林参Jル者(.,'C一連の印判を与え,その代価として造

林とそのぜ捜義秘を負わせるというものであるojlJJ.'L虚林 にふける利溢配分比峯は,地主

4つ多,労務鐘状者 dD東というIDが普通である｡干子の出休分収造林には,千 千 部落 7人

と市岡の人が数人参加している｡団体分収造林のI,q魁 三となるのに.特別なft格制限壮なく.

聴豊者全員が参加出来る｡そのかわfJ.参加者に比租机 下草刈.かづら切り,下枝打ち寺

の山林手人の義務が諜せられる｡ これ らの作演に象如し7'1時に忙 1200円受けと9,参加

出来なかった時には 1200円支払うこと･tC怒っており.労働力にt.分収造林参加者ですべ

て供給 している0 1町当Dの納厄本牧は.ヒノキ4000本,スギ4000本,マツ450u

本であるが,干子では森林組合エb苗木のイ棚 をつけて,約 55町歩を造林しているo伐採

売却は事業主が相談して決めるが,売却価格は, 40年物 (底径8寸)で立木状態で 1本

dO00-7000円とのj1-である｡現在造林したものが.-ltとせった収入として組合員の手許

に入るのは 40年後ということになるが.労臥乃の提供などで 40年間たえられない場合eri,

その保科している碓利 (秩)を他の患加者に売ることになる〇千子の分収造林は 20人 ･28

線よbなっているが,今後参加者敬が減少する可聴性をもっているo Lかし.他人の株を購

入したものは,それに応じて労働力を提供しなければ75らぬことはもちろんであるO
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(2) ###

共有林には,大字総持.部落総持.数人の者に上る共有がある.共有林は,古来薪炭林.

水田付属の採草林等として利用されてきたが,明治政村以来,歴代の政府は共有林の解体iQ_

はかってきたO哲西町でも明治以来共有林の士が私有に帰していたが,史に昭和 30年の町

村合併によD町有林が各部落に払い下げられたO払い下げを受けた取替では,部落内で分割

分配した所が多く,そのようを所ではその後特定の人に轟中する傾向が強い｡しかし,野馳

のよF)ljC.部落有林や′j､人数による共有林が,林薬桃造故事に伴う私有化に応せず,ほぼ完

全夜形で盛存している所もあるO野地部苗に住む世帯主はカマド確を持っている｡これは共

有林より燃料としての経木を得る確刑であ9,又.野馳部落の水田を購入した場合には採草

韓も祷るO従って柏に水EFlを売却したD.村から出た場合には,それぞれの権利を失うこと

になる.入会林において上記の棒利を持っている[唄Dにおいては.一定の場所内での伐採.

採草,租税は自由であるが,この権利を他人に讃渡することはできないO

(3)薪炭生産

哲西町において.冬期の余剰労t功刀利用の形で木炭生産が盛んに行なわれていたのは!他

地区同様ほほ 10年前までである｡薪炭生窪が大略な威少を示してきているの(･j:.全国的な

一由向であD.哲西町もその例にもれ衣かったO哲西町の薪炭生産hL紘表 4- 2に示されてい

るが,昭和 40年 56520hy.41年 255771ty.42年 1297drtyと,年′な半軌傾向を示

しており,今後一層減少するであろうと予想されるO比作菓終了後山に入って堪初の炭をIBt

きあげるまでに約1ケ月を野する｡ これは励木の車僻,あの榊薬に日時を賀するためである｡

1釜を焼きあげるのに,4日制かかるので,ひと冬に Zt]釜位が限度であ9.6第俵にして

約500俵を生産する○出荷は.以前は地元商人に入札を行なわせて販売したi),戯協を通

じて版売していたが.現在は/*林組合を通じて版売している.現在,炭の価格は7.51＼y入D

で 240- 280円であるo

(1) 照栽堵

クリの栽培(ri.林寮柄造改せ却弗の一環として行表われ,皆簡町では,哲西町巣生産組合

一5:i.11戊している51戸が21113を栽培している0 1- 2反の栽培奴家は相当数も9, 1反当

り50本の菜の木を稚えているo栽培面積は,昭和 55年から毎年大幅を増加を示している｡

表 4- 5に結 59年までしかないが,その後も林菜構造改善によi),大嶋夜樹加を示してい

るとのことであるo
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表 4- 3 粟栽培 の 状 況

＼ 栽培両税 丹 沢 伊 吹 集 汲 # # 利 平 * # 計

B55 8.9▲4 610本 540本 590本 118本 ?6* 1.924本

54 7.0 820 720 820 2560

57 12.0 1725 641 2096 182 54 4占78

呈8 14.1 2545 898 2592 5655

59 1占.2 2590 500 5400 6490

(症) 哲西町森林組合史料による

(5)干子の山林蛙家の作共カレンダー

佃単複もの しかできないが,作業日程比次のとおbである○

衷 4- 4 作東 カ レ ンダ -

仕 票 (仕 吉 (士寺 (イ上音 十電 ′~ヽ仕 造 (-施

* 杏 .凍出-91tj.如 -E]_df薬'TJ一山邪 打 菜十の 秦 琳 林 幼 肥

用･材初LJ) -ヽ′ 由L代作b) 切帆柚ヽ_′ Jヽ ち) ∃細目刈頃) ＼_一′ )

(#EEli- )

5 木 地師について

｢木地師の幣義と歴史的背#J

木地師とは,山中の樹木を伐 ってロクロと呼ばれる額殊工具を使用 して.税,盆.しゃく子

等の円形のくbもの木地を作る工人の呼び名であるC ロク←肺.ロクロひき.木地ひき,ひき

もの師,木地巌など種々の呼び名を持っている○

木地師ならびに｡クロ師の名称については.その発祥地とされている近江のIBケ畑ならびに

蛭谷忙おいて,･両派抗争の閑係上.それぞれ木地師女らひ忙 ロクロ師と別個の呼び方をしてい
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るが,両者はもともと同一のものであるo

滋賀県愛知部小梅村 (現神崎永源寺町)仕木地師の根源の村とhjオしているoここには.ロ

クロの発明者で.木地師の祖と伝えられている小野宮惟 親王を祭る神社,墓所とその別当寺

院があるoそして近世には,その神社はひろく陣園の木地師を氏子とし,その別当寺院は彼ら

の人別故を扱っていた｡木地師は奈良時代には宮廷や貿族などの特権暗椴膚のための宮廷技術

者であったOそれが平安時代に至るに及んで.地方轟族や一般庶民帝政屑にも普及漫延し,近
:～

江′ト椅庄の一種の職人ギルドの発生により江戸時代初期までには痕島を除く全国山村に行きわ

たったo

小椋症のロ37_T3肺は宮廷の専任に服した由府によって,長く諸国を自由に荘来して木地俄渡

世をする特権を付与された｡レゝわゆる木地尾文句=とは,以上の僻の由緒甘,特権付与に幽する
Jヽ

翰旨と諸国の往来に便する関所手形などを含むものであD,各地の木地師にひろく所蔵されて

いるが.いずれも同曲で近江の根源地から出されたものであるo これらの静旨や俄祖伝桑文笹

紘,レーザれも後世の偽作であるが,塀の由来を証するものとして十分に実効をもっていたこと

は注目に価する.

つま9,木地職は,この神社の支配に従い,神役奉仕とひきあてに感の免許を得て,その証

である文事を与えられたのであるo神社.寺院L･i,また,これによって諸国に散在する木地師

を統轄し,その維持をはかったのである.近世初期末までは,一人前の木地的となる把は,親

しくこの神社に奉仕し.神前で鹿中軒千の式をあげて,職の免許を榊たというが,後には. (氏

子狩)と称して,神宮が諸国の木地師を歴訪して,神役代鏡を鵜め,神像や神礼を妃i),必要

に応じて烏帽子肴料を徹して故の免許を与えるようになったという.以前に一種の擬人ギル ドと

と言ったの姓.このようを偽論旨を証として政り俄人の特権を主張する特殊な集団であること

を育ったのであるo このようを偽論旨を証として鞍か故人の帝確を主張するのは.すでに中世

の飾触酎こその先例をみることができるが･木地師の場合には･その成立は現世で串b･しか.■ヽ_,- .-_
も明治維新までその組級は保持されていたことに紫色があるのであるOつまり.大名領を越え

て山間を転住して歩き,熟山の林木を自由に伐って渡世とするには,こうした組成が必要であ

ったのであろう｡･しかし.すてVC近世末には:山林利用について地元村の圧迫が強まD,さらに

明治初年における山林所有桶の確発によって,ほとんどその山渡bVCは終止符がうたれたのでp■1■_

あるoこうして.木地師は最後の居所に定住して.山間の姓薬に転じた少,あるいは都市に出

て.別の木=に従うにいたった｡

こうした.木地職の推移の中で特に注目したいことは.木地挽きというものが.近世に起る
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搬器工業発展に対する発端的寒義を持つという点であるo奈良時代から初せった木地挽きは.

近世に入って,漆器穀作の一過程となってしまったのであるo

なお.木地師は.小椋,大倉,大蔵.′ト飢 巨節,官本.筒井 藤原などの氏名を名乗って

レ､るo

以上で木地師の蔚点と歴史的背紫について(,i･何年ではあるが終ることにして･次'/{巡検で

会うことができた.現在でも.ロタロを挽いてし､る秋田氏のことを響く○

阿哲都督-西町上神代i'C住んでいる秋即雅由 (占4オ)紘,現在自宅で.ひとb･ロクロを回し

ていた｡氏の祖父は.作州,松山藩の御用萄絵師であっTC｡氏は藩がなくなってから.神代に

もどって,この他で巻絵を始めた∩

氏は祖父から漆器製作の技術を伝授されたo木地挽きの柁和も-工程として受け継がれたわ

けである｡

大正二年申までは-人が皮ひもをひいてロクロを画し,もう一人がロクロを挽く,手引きの

ロクロを唆jTjしていたO ｢L基15-Llあ牌｣

しかし,ロク｡を回す人がいなくなっ,i

ので,大正2年Ljiから水城-を如力に佐うよ

うVLなった｡この時胤が干子の時期であるo

次に木地娘作についての工程について述

べるo

木地材料の樹軸d:.大劫介は広東i封のぬ

蛎 .掬 .栄.種などで,締 'ひばなども7f

九に使われた｡秋田氏姓,県北に多くEHl生

している柴の木を使用することがほとんど

で,まれに,高級品として,けやきを使用

するとのことであった｡けやきは,製作途 凶5- 1

上で芯が割れることが多LJlのであるo こう

した材料となる木は.一本,一本,山の持ち主と交渉して災い収ってくるOこうして木を山か

ら切り出してくると.tJAlは乾塊であるO乾妹が.不十分であると製一別こゆがみがきたり-ひび

割れたりするo

硬物 (木材をクテに仮にしたもの)紘.十分に乾放したものでなければ･楕円形に変曲するo

iT_て木物 (丸木で木の中心が有るもの)紘,材料の中心が.木の中心と一致すれば形はあせ
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b変化しない｡しかし.内を味く挽く物,例えば椀などにおいては.口樺が内にすぼむことが

ある0

割b木物 (右図のように.木をi-ljったもの)は,上く変形

するoだから,これは必ず二度挽きする｡その仕方は,-度

日に荒挽きし.さらに乾妹させて,もケ一度挽いて仕上げを

するのであるoとにかく.全て,乾妹不十分の用材を使う時

は二度挽して仕上げるのである｡ 図 51 2

乾族が終ると,次に材料を製品に挽く=程に入るわけであるが,ここでは最初にロクロにつ

いて言ってかかねばならないだろう｡初凱以来使われてきたロクロは鼠 51 1で示したような

手引きロクロの簡単夜ものであったQ これが近世未申から水車を動力として取LJ入れられたD

もし.現代において吐,動力として.モーターを取り入れてhる8動力として,モーターが取

i)入れられたことは.回転の早さと,正確さ,それに力の大きさにおいて著しい進歩である｡

これらに上って.作美時間は大幅に短縮されたし,木地もきれいに挽けるようFIC在った｡とこ

ろで,ロクロの回転は.左右両回転でなければTZらない｡というのは.左右に回転しなければ

食卓晶がうまくいかないのだそうである｡

木地挽さには,正面挽きといわれる,ロタロの前に位促して挽く方法と,これに対してロク

ロの横に位置するtii挽さといわれるものがある｡正面挽きでは長いものは凍けなレb 写束にあ
るロタロ吐正面挽きDロクロであるが,これでは一尺以上のものは凍け72いO

したがって,正面挽きの

ロクロで比,皿.盆,椀な

ど.′J.､さいもの.短いもの

平ら夜ものしか挽くことが

できないo木地を挽くには

まず,ロタロの先のけんの

部分に用材を打ちつけ固定

するoこうしておいて,釈

吃,ちょうのくち.あたあ

け,うちのひら羊のはがね

LR:上って,削っていくO
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写真5-2にはがねを固定するための横木が見られるが,これが,うまと呼ばれるものであ

するための横木が見られるが

これが.うまと呼ばれるもの

であるo

こうしてはがね包.しっか

りと間注 して経験とカンで美

しく,正確に削っていくo

用材はまず外側よb削って

ゆき,それから.図のよう7T=

器具をロクロに収bつけて.

材料を固定し内側を削るo

これで荒けずりを終えるO

- 二

これから一定風間かいたのち忙仕上げをするのであるC

前にもいったように,こうすることL･/Cよって碇煉不十

分なもので,ゆがみのきたものなどが,再びゆがみの

くることのない止派を鍵品と71るのである｡これで.

ロ)ロの工程は頼る○次L･Lこれが.美しく,末日の見えるように磨かれて.木地挽きの=程壮

絶るわけである｡ この木地にうるLがめられ.あるいは,その上に巻絵がほどこされて,穀品

となって出るo

轍前は越前,川田村から.仲異人がきていJtそうである｡そうして戦時中は.軍関係の仕-_'ff

Lか出来なかったOそれT/C,巻駿に 庇う金粉は,rtt給になって,ほとんど仕串は出来売かった｡

そ して杓後打,喪主品7)単段をしている桂皮であるということたった｡

秋l笥氏は木地師と言うエDは.むしろ,巻絵師でもらうC

(働分 寛仁 )
6 カルス ト地形

A 諦桝峡地域の地形

1 帝釈峡は,吉備高臆を狭く下刻してできた峡谷であるC)吉備-F',.J原の地形の特色は.この帝釈

妖をも支流として含む高梁川流域において.出も典形的にみられる｡そこでは.高梁川の-本流

支流によ.i),V享谷 (幼年谷)が狭く刻まれ,そのⅤ芋谷の急な谷壁を逢bつめると,波浪状
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の平担両が開け,集落が発達している｡これが｢投に ｢のろ (野呂)｣と呼ばれる地形であるo

このよ)な地形的特色は.地形図上にかいても,その事南淡の疎密の状態から充分につかみと .

れるo

広島県比婆都南か 神石郡の地域は.書館高原の売高部に当b高度は5吊 皿を越す.この

両郡にまたがって位藍する帝釈峡は.吉備高原の一部を占める石灰岩眉か.祐釈川に上って無

く下刻され,峡谷地形を示すに至ったものである｡帝釈川は高梁川の支流菜城川 (岡山県下で

は成羽川と呼ばれている)のさらに支流に当るが,為梁川はかなb上流まで下刻が進んでお.A

その支流の東城川も下刻が進み.さらに上流-と額部侵蝕を及ぼし.帝釈川を峡谷になさしめ

ているのである｡しかし帝釈川は支流が未発適で.その両岸把は平担面を広く残しているo

(第1図参照) この面上に多くの トリ--ネ群がみられるのである.

帝駅にはこの ド1)-ネ辞をはじめとして,カルスト地形が発達しているのであるが,カルス

ト地形が成立するためには,石次岩屑が地下面よDも高位にかすればならない｡つ13:A-D東城川

及び帝釈川の下刻が進んで.希釈流域の地下面が下ったことが,この付近にカルスト地瀞を成

立させる粂件と怒ったのである｡

希釈川の河谷の発遠の概略は.次のように推施しうるO帝釈Jllに未だ風潮唆蝕が遂していな

い時には,帝択川は昔傭高原面 ('旧嘩平原融)の上をほほ現在の批路で流れてし1たと考えられ

るO (これ壮流路方向と地表の一般傾斜の方向とが一致するからである｡)そして頭如侵組は

帝鼠川に適し.上流へと進むOところがこの付近は石灰岩地常であるから,石灰岩膚の中に潜

蝕が進み.石択着心地が76成され,地下に局部的な水冷少ができ.さらにこれが地下水系へと

莞遷してくると,稀釈川蛙,この地点では地表を流れず地下にもぐってこの地下水系を耽れる

A:うに漁るo このような状意の帝釈川に頚部侵蝕が進み,この地下水系の出口の所まで遷した

時.地表の旧流韓は既に水流を失っているので.ここで壮侵蝕作用が中断され.より上流の地

表流が伏味に転ずる石灰岩dJ地の部分で再び市部侵蝕が始められることになる｡ こうして上流

-と東部位組が進み.さらに上流の石灰岩凹地に到潜すると同様な経過がくb返される. この

･tうTZ侵蝕の様式が下流から上流-と波及して帝RJflは上流-と下刻が進んでいったものと考

えられる○つまi')いくつもの石沢岩BJ)地の底にできた地下水系を頭部侵蝕咋よって連ねていっ

たものであるoこのことは現在残存する鯉橋 ･松橋等のカルスト天然櫛 ･カルストトンネルの

存在によって推冷されるO ､I-

カルスト天然穣 ･カルストトyネルというのは.カルスト地下水系が上流と下流の2ヶ所で

励漬して,その間の地下水系が部分的に トンネル状に残ってできた地形であるが,rここでは,
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下流から進んできた頭部侵蝕がこの部分で地下水系を通して上流の凹地の部分へ飛躍したため

トyネル状に残されたものである｡邪論,このような地下水系をとっていた部分が全くトンネ

ル状に残されているとは限らず,多くは崩盤してしまっているoなおカルストトンネルと峠.

かっての地下水系の奥行が トンネ1)口に比して長く鈍っているもの.またカルスト天然荷とは

その奥行が短いものをいう｡希釈I/C:机へては.雄橋はカルス ト天然橋,掛蘇代カルス トトンネ

ルといえる｡前者は高さ50m 桓 65tD.奥行 18mで,後者は高さ 8m.幅 18m,興行

70mである0

2 大戸付近台地の ドリーネ群

(1) ドリーネ

ところで石灰岩』地紋,ド1)-ネ,ウ/,'-レ.ポリエ辞tlc分けられるC,,ウバーレ及びポリ

工とは ドリーネが複合したものをいう｡帝利)日両津にLri多数の石灰岩凹地群が存在するが,

殆んどは ドlJ-ネの段情であi),ウバーレ,ホリ工の段階まで発達しているものは/少なレ､｡

これらドリーネ群は,それぞれ火なり′｣､なLI地下水某が発達し,帝釈川の支流-適っている

ものと考えられるC帝駅映付近全体の石火岩凹地の分布につレ､ては第 2LYJを参照されたい.

ここでは,この中でそうめん精の由の台地,大戸付近の ドリ-ネ醇について述べることとす

る｡ (窮5凶の点破門の相磯)

2.5万分の 1地形図によると,当地城に(r15つの ドリーネか判統されるが,この巡検では

7つは確認できJた｡その各々について的単作述べてみよう｡なお政値は目測による.

O) 径 50mX50m.軟さ 10m･7)一項の漏斗状aJドリーネでかなbの魚座をそしてかD,

松をどの租木によって衷所を碓われている｡ドリーネの外縁部にはいくらか石灰岩が農出

している｡ (写凍 1の⑦)

⑦ 径 200mX I0Omと径 90皿× dOmの二笹になってい､る(ユ外側は大きな凶状 ドリー

-ネで内側は舌状の ドリーネが蛾く陥没している｡一部斜面に石沢岩の虜出が見られるが

地の恥分には殆んと見当ら夜L̂C,葬両は松の西木が植えられている｡ (写寅 lの②)

⑦ 径 日 .O皿× 100m.径 50m× 50皿,径5m :ゝ7mの三屈の凹地を形成している｡

ここでも石灰岩の岸出は斜面に一部見られるのみである｡寮軒は松の'd-木が租えられてい

る0月中の凹地の乾きは 4- 5mで草が幣生している｡夜かこの地点は地下 1n]任せでは

:技士でおI31われているc c等寅 1の③)

④ 径 1a OmX 占OInと径 50mX 50Tnの二重でPう側は三ツ束塾をしている｡ここでも

松の苗木が租えられてかD.石択岩の房出は見られない｡ (写寅 2)
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岱範 ･崩根 ･広也 1959

-86-



㌣ † . ?叩レ



⑦ 径4mX5m,深さ2Jnの小さな凹地o

以上が巡検地コースに見られた 卜′リーネであるが第 4図を参照しT3:がらこれらの配列をみ

てみエう〇まず大戸の台地の標高470tn-500mの間の傾斜のゆるやかを比敏的広い谷

の部分に分布しているOそして底面高度の一番低いOの漏斗状 ドリ-ネへ底面lES段の高い他

の ドl)-ネがつながってLへるOそしてkLj状 ドリーネは中心部がさらに舌状及び加斗秋に娘役

してこ虚,三屯の柵造を里しているo ドリーネの東面(･i淡い皿状であっても,地下は蘇くま

で溶食されていて東面の士瀕が水分と共に浸透しているo このことは水分の浸透をさらに容

易にし給食が進められるOそして底部の杏食がある段階に適した時,息に ドリーネの底の一

叫が胸枚するOつまbドリーネの形膳の進化は底部の海女ががある励埠に遷した時急に加速

されるものと考えられるoこのような地Tでの滑喪によって地下水系が発適し.これが娘っ

てそうめん確-流れ落ちているものと考えられる0

5 雌枯 トリ-ネ

崖柘の東･Z)台地.振戚480-49Dlnにあil,如光由に堆聴 ドリ-ネと称されているが実

kT岩はウJ.I-レ化している｡つまb細側に佳 2()0mX50mの楕円形の外線と径 5m撫さ 5 zzi

の収込uをもつ二五の･ドリーネと,北hrJV,こ径 .l0LjJnX5Qm位の ドリーネがあb.この 2つ

J)ドリーネが実喋はつながってウバーレとなっていちo

ここには民家かあったか陥没めため馳 したということで,2軒の民家跡が盛っているo

表出は桁や如草に也われていて,石灰岩の払出は見当ら75い0

4 石択岩の晶出

大戸付近の台地において結石炊岩の諭出は殆んど見られない｡ ドリーネの操辺部や傾斜面に

一部見られるだけである｡そして表面(i薄く･!焦土に世13れてiLi),その下に赤土周がある｡③

の ドリーネのようl/e表土がかなり喋く汝透していJS所もある｡

解釈映以タトの石沢岩地帯.例えn'平尾台や秋苛台把かいては.地表面に大/トの石灰岩が娼出

し,その侵蝕が進んでいる｡平尾台では比故的丸味のある地上強出部CJ少ない石灰岩が,又秋

舌台では地上蕗出部の多レl侵組の進んだ石灰岩が事故存在するが. この両者の違いは石灰岩の

岩男の差に-ェるものと考えられているO これに'対して大戸付近に石D(岩の柁出が見られ7Eいの

は.この地域がまだカルス ト地形として帆Ljの牡遁鼓二倍にあることを示してレ､る0

5 希釈3)カルスト地形

以上みてきたように,大戸付近のカルスト地形O特色は.表面はぜだ赤土及び県土で扱われ

ていること.凹地は殆んどが ドリーネでウバ-レ.ホリ工は極めて少ないことo及び石灰岩の
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W,出が殆んと見られないこと等である｡これ壮カルス ト地形としては初期の発達段階であるこ

とを示している｡そ してこの部は帝耕峡全体のカルス ト地形についても言えることである｡つ

まり現在帝前川の支流は葬だ未完遠で,下刻がそれ程進んでいfZいためであるoしかし.今後

各支流の下刻が進んでレ､った場合を仮5EL,一般的をカルスト地形の発蓮を模式化して述べる

と次のようになる｡つまりこれら支派の下刻によb探い谷が形成されると,その綻果カルスト

台地がいくつかDブロックに細分-3れることになるOすると現在殆んどが帝･g川1本如iZ)方-め

み傾斜を示している地下水系は,各支流の下刻に上ってできた深レ､谷の方にも流路が記述し複

雑な形を呈してくる∩平尾台や秋青台はこの段階のものであると言われているoさらに進んだ

段隅で比洛食も進み出 二の流失及び陥没が敵しくなD,息地内の地下水系がその天井を失って

j･;出し地衣流路とたる｡そのI馴こ石灰岩の蜂が邸か成すいわゆる群峰カルスト地形-と発達す

る｡この段附の例は中国広西省やベエトナム東北部に見られる｡このようにしてカルスト地形

紘)は逮 してい.くのであるが,希釈峡においては,帝秋川本流にダム建設にエb神埼感が形成さ

れたため,犀他力が弱まり.カルスト地形D舞題の速度も鈍るでもろ90

3 帝釈映地域の地妊

1 地Tiの概略

帝釈地方は我がtfJの古生屑の主賓発達地域として注目やれている所であるO特にこの地物 )

;(収 岩(ri,古生代石灰紀及び二塁紀に属する紡錘虫廟.さんE:類の化石を豊諺に産出し,｢帝

京石沢岩｣として知られているO叉この地政の岩陰,柵 には,拙文時代を中心とする遺跡が

広く分布してレゝろ ことが知られ.吏!'C人骨も発見されているL,,一般Vr_日本の士矧rLt酸性で人骨

の保存に通しをレ､が,石灰岩の洞穴近跡だとそれが期待できるので,その忠味でも希釈は江日

に佑する ｡

-'3-てこの地域の地頚(rl主として古生代石沢-二出累の石灰岩,輝線凝灰岩,砂岩.頁岩及び

チャ-ト8-から蛸成苔れているoそして中生代後脚の火成岩軌 新生代第三-第四泉の謙岩効

が古生屑と不整合に在しているL.･第 1llT-i払その,同･序を示 したものである｡これ らの内.石灰系

は主として布状川の戸.O-域に帝状永明寺付近かr/F希釈天川付近まで莞還し.石択駕,呼長夜岩

が中心であるO石灰糸を総称して希釈川Iq帯と呼ばれるO (頓山態嬢氏に上る｡)又二盟系比

主として帯状川東芹を中心に発適し,下部の菜岸山屑符と上部の西樺山尼群と忙分れる｡前者

は主として石灰岩.,TJ一駅岩館磐,チャー ト及び輝斥凝灰岩女とからをb.後者は厚厄の非石灰

l -89-



地文 時代 厨 序 (横山 1959)

中坐代 白亜紀 無芸母花軸岩頻岩.安山岩及び 灰角謙岩如

東岸山偶辞

石釈近

坐代 帝.沢川層群

時代末 結晶質右折岩,砂岩,頁岩

第 1衣 帝釈映地方府序衷

帝訳映地域の地知 :碩山鳩迦 ･1959

(中国山地幽定公岨政商地 学術加査報告)

エb引用

注 表中一山一､･- は不妊合関係

_･1- --は断眉関係
を各々示す

質砕府岩類からなるo これら古生屑を

中生代白亜紀の務岩,内線力岩などの

岩脈が焚き.一部では安山岩Jjf岩が被

虐しているoそして新生代第三紀の備

北眉許が斬fS谷を殆んど水平にうずめ

く分布しているo

次に第4回に示すようにこの地或は

教本の断層によLJブロック化されてh

jJOつまりIT,T,r･択断だ:･に代表される▲･JNW

-SSR.tJV.｣SE方向のものと,これ

を切って 2､ 4Kmの間隔で走るNE-

i;W方向のものとがあるo前者比古生

IL1の大illi道と調和的であD,後者 ま岩

脈の方向.花崩岩の節理の方向と一致

る傾向にあるとされている｡

なお本地域の石灰岩は秋吉台の もの

とよく似て卦少.断帝El本内帯の もの

に共通した塊状悼屑のものであること

が指摘されてレヽるO

参考文献

D 下村彦一 ･両村I-?,tJ;助 (1959):中亀山地中央部の地形o中国山地国定公腐候補地学術 喝査

銭貨o

o '｣＼林貞一 (1950):El本地方地質悪 ･中幽地方

o 吉田栄夫 (1968):帝,I.Tt峡｡中国山地, 1988年度日本地理学会秋季大会現地村議 ‡科

(Dコース)

0 日本地名大辞典 ｢中国 ･四軌J

o 守田 傑 (1964):ウカルスト地形の研究-秋青台に封ナるドリーネとカッレンを中心としてO

立命館文学 第255号

O西村銘助 (19占4):カルストトンネルO脚 Li血臥 農 16巻第5号〇
二1
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7 たたらと鉄穴地形

一広島県比婆郡東城町′J､奴可付近の,たたら跡と鉄大地形についての報告藤一

小奴可地方は昔,砂鉄の製錬が盛んであった所であるC,砂鉄は中国地方に拡く分席する花は

岩 ･閑寂岩の風化した丘顔を.｢鉄夫流し｣と称する7k洗法によって.その中に含まれている
鉄分を採塊したものであるOこの砂鉄を,木炭の火力によ9製錬したのであるC.

｢た.tら｣という言葉は狭轟には.製鉄-iIする炉のことを-,iL,広歳には.炉をも含めた砂

妖艶耕法をもさすo炉の古い形のものは.泥を間めて作った大きなかまで経 ･蛸が 1尚 (節

1･8m)- 2間ぐらい もあったそうてあるO新しレ､形のものは.耐火レンガを使ったしっかD

した炉が築いてめったそうである｡ この炉(,t木炭と砂鉄を入れて高温にし.砂鉄を溶かして不

純物を分放したのである｡木炭によって瓦曲射tjすた捌'乙は,凪む十分に送ってやる必要があ

るが.この風を･送る装髄として,川の水のi光れを利用した水車があったC川の水は,冷却と送

風の両方に利用されていたO ｢たたら｣が肘IvD早い川の如くに立地するのもこのためてある

と考えられる｡

溶けた砂鉄は.不純物が上のカに十手き.鉄分は下の方にたせるOそこで.DL]-の下方か ら純を

1tRb出し,砂でつくIlた鮎坐の中に旅し込み.旭や川の水で冷却するo鋳型は.長さ 2尺 (

50- dDc】u),LIEi径 5寸 (1ccin) 程度の円筒滋のものが多かったようであるo銃型で玲

印されたものを nまうづく｣と呼んでいたO ｢f'iうづく｣はとのか建ては妊用できかへので.

各地の瀬治屋に送られて伯避練され,免具 ･畷練とどの製品とたったのである｡

｢たたらJ裂鉄も.故賎糊をむかえた頃絞.一つの企菜として,かを9の分業が進んでいた

上うである｡砂鉄を炉に入れる者,木炭Jilくべるもの.銭型-溶銑を流し込む者,冷却する者

等.それぞれ坤門家がLへたそうであるO

しかし.rたた･bJの･IJA鉄法はかtEb原始的な方法であるため,能率が悪く,近代的な新し

い製鉄狂が発明されると,次第に｢たたらJによる地鉄は哀過していったo

｢たたら｣の盤史は古く.今から50Ll年前の成文4年に.広島熊が′ト奴可の坂井谷に席の
御用-/製鉄所を設けた時から始まったのであるOその後,鉄の論賓の析大とともに,｢たたら｣
はその数を増し,日嬉戦争 (1904年)から.窮一次世界大戦 (19 14年'-)頃に在銘期を

むかえ,以後大正 10年頃までその状感が扱いたとしへわれる｡ しか し.近代的･A鉄法の発展に

エD.それ以後は次第に衰退の道をたどi).昭和 7- 8年頃には,完全にその姿を消してしま

ったのである0

-92-



It

■▼!■=.I-.Ii

(1),J､奴可地方の ｢たたら｣の歴史的背景 1

'j､奴可は,広島県比婆郡東城町の北西にある0度薬を中心とした小さな町である0,J､奴可

は昔.宿場町として発展した町であD.江戸時代の町の財政は.宿屋などの収入によb成b

立っていたo

小奴可に広島鰭の御用輿鉄所ができた前後のたたら灘鉄の歴史と,その背景となる幽典と

の関連にかける間周などを.広島県東城町合併 1D周年記念 ｢町勢努覧｣ (昭和 40年版)

の中から取b上げてみる｡
I

I 1占19年 (元和 5年),#府は広島藩に傭北四部の産鉄板の報告を命じた0枚可都内の

関係の村は,入江 ･′J､島原･′ト蚊可 ･上千島･内堀 ･小串｡EB鋤 ･油木の8ケ村で,全体の

産鉄衝は年間5564刃であった0

1845年 (弘化2年),高梁)lIT沢 56ケ村は,上流にあたる奴可郡 18ケ村 ･備中哲

多郡5ケ村 ･阿賀郡6ケ村,計27ケ村を相手に.#府の許定所に｢かんな托しJの全面的
操業停止を求めて捷所した｡

この訴えは,｢かんな庶LJによる砂を含んだ茄色Tr水が,高架川に流れ込み,下流での
廃兵 (水田耕作)に智を及ぼしたためといわれている｡

1848年 (弘化5年),｢かんな溌LJVC憾する訴訟はr評定所の調停で和義が成立し
済口証文を取bかわす｡

この結果,｢かんな托しJのできる期間は,秋の彼岸から藩の彼岸までと制限された｡こ
れは,粗を蒔いてから稲が刈9枚られるまでの聞.すなわち,着の彼岸すき切､ら.秋の彼岸

までは稲の生育期個にあたり.淡薬用水の使用の多い時期にあたるためである｡

このよう粧 して.｢たたら｣と ｢かんな流LJは,小奴可地方の鹿家の冬の副菜的な存在
となったo

(2)′ト足谷の rたたら｣跡と鉄穴地形

小奴可の東方にある/ト足谷 (東城町)では,大正末期まで. ｢たたら｣による地鉄が行な

われておb,梅′ト規模には.昭和7- 8年頃まで続けて行なわれていた｡小足谷の ｢たたらJ

は,鳥取県米子の田辺氏 (小郡可の柳生栄久さん- 70オーの話によると,米子の坂口氏)

)/Cよb経営されていたもので,外部からの大柴本による会社形式の ｢たたら｣製鉄として.

特徴づけられるものである｡ この ｢たたら｣では,数十人が仕都に従車していたそうで,

｢たたら｣ として払 かな9大規模なものであった｡

小足谷のたたら跡は,人家のある所から北に向かって,500mほど山道を登った所で,
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谷川に向って開けた裾野に立地していた｡′｣､足谷に至る山道に比部分的に石が欺かれてお9

人･馬 ･荷車による砂鉄 ･木炭 ･触品である鉄などの輸送が,この道を通っておこなわれた

ことを物語っているotた.石の敷かれていか 1部分には,製鉄した際の不純物 (かす)の

凝固したものが淑かれておD.道が全体に熱っぽい色をしている｡この不物 にも,寸だ鉄

分が残ってかD,手に取るとずLbと重く,比唖は普通の石エbかなb大きいと思われるO

次に小足谷の ｢たたら｣のあった地点の地形を図示する｡

図 7- 1

炉のあったと思われる付近の地形比,南東に向って開けた.南北 ､500m,東西 200m余

りの広域のような状連である｡炉はこの広場の中央エb.やや谷川近くにあったと思われるo

この谷川の水が鉄の冷却.かすの冷却.炉へのⅠ二見等VL利用されたのであるo

現在は,マツ･マキその他の広-如雑木などが茂っていて,炉の跡吐確認できをレヽ

地形的凍件からは ｢たたら｣典鉄にとって由薄地であったと思われる0

-94-



(5)扶大地形

小足谷のふもとの平野部から夜がめると.大きな山のふもとに,周囲 200- 500nl余

b.高さ20- 50Inの小高い山が数多くみられる｡この′J､山は砂鉄を採鮫するために山の

ふもとを軌b,下郎の軽い監旨にであって削17班されたものである｡この小山はこの地方で

は ｢′ト丸｣と諾われているOそして,大きいものは樹木で被われ,森となっているもめもあ

るo民家の多くは.こD ｢かんな流Llによってできた小山のふもとに建てられている｡

写真 7-1

r,｣､足谷',(至る山道の石見｣

(4)加谷の鉄穴残丘

小奴可の双方.約2KTnにある加谷に比,典迫的な鉄大地形がみられる｡

加科 ま,元比一つづさの丘陳地であったが,砂鉄の採集のため削b触られ.拭い谷のよう

な状態になったものと思われるOその谷の中のあちこちに,大小の半球形 (卦わんを休せた

より =診)の山が見られるo大きいもので前さ 2D- 50m.周囲 100m余D,小さいも

のは.耳jさ畝 m,周囲20- 58mぐらいである｡

加谷は,花的岩の風化した丘陣地であった所を削って,砂鉄を扱ってできたも3)であるが

･lF-くて別9取れなかった鮎分が小さか山として残されていた｡風上には地神などが祭らナ1て
LへるO｢こIf/3｣はu･穴地形の代表的なものの一つで, ｢鉄大鼓丘｣ (人工浅丘)として,
特殊を地形を示している｡

加谷では硯-/1';･水田耕作が行なわれているが.この水軌は砂鉄を採った跡にできたもので

I,るO｢たがし利 ｢ほb酬 ｢たたEBJ(せんだ)等と呼ばれていろ｡｢TZがし剛 は.
砂鉄を採った域Dの砂が流れて平らになった場所を指し, ｢ほbEBJは,砂鉄を削った跡を

乎祖にしてできた田である｡
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この上うに.水田にも鉄穴地形が見 られるCL)で,ある.

鋭穴地形とたたらの跡を巡検することにエ!1,過去の人々の大きな力と,人々の生活をわ

ずかであるかもしれ75いが荘むことができたよう毛先;JJ:する｡

-)､崎 穀

写Jr17I 2

｢扶大塊丘
(こせる)｣

8 魔 案

7 ik城町/ト奴L]T

広島県比婆郡束放町内で若胸像が血ってi-･Lf),7(城川に治ったところで,あるOそ して栄城町

京銀某綴合組合の･'E7鞄区域に.:liいってLへるO如拙 米作中心であ_I),以前は浪作とLて蒙を作

っていたか.現在で(Tt皆無になってb･り,一毛作地帝であるo

o 出家戸数 85C戸

0 1戸当D平均水田血旗 日反 5畝 (約 85rl)

(観前払 1dJ'2反- 1町 5反であったが.,械紘D盆地改革によiJ軌少 した｡)

D l反当i)平均収止 (水桶) Sil12斗- 4石 2斗

cI 土俄 火山伏在クロボク

抄･ir'i
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(クロボ'クは小奴可ではクロブクと呼ばれておD.表面を薄くかかっているだけで

ある｡)

水稲の品種 フジミノリ.レイメイなどの早稲だけであるC,

田和え 5月 1日頃上D始まるo

o 稲刈b 9月20日頃エb始まる｡

各鹿家は水田のほかに5反-7反 (50i-708)程鑑の草刈山と称する山地を所有し

ておb.ここで刈った革を化学肥料と加え.肥料に用いているQ畑は自家梢銀用の野菜を楯

える程度のものである｡また,水田の用水は最古であるが.一部では谷からポンプで水をあ

げているところもある｡
二｣Ll

イ 曲集構造改沓都藻について

汁- (a)土地基盤斐備

. 東城町では昭和40年直上b 5ヶ年計画で大規模を土地基盤亜価を実施してさてお9

2ヶ年で大体の計画がほほ完了している｡この場合吐主に水田の交換分合 ｡産道･水路

の腔備に怒点がおかれている｡交奴分合も殆んど完了してかD.最終段階としての金銭

的処置の問題が残っているだけであるO

土地基盤薮僻が行夜われたのは,′ト蚊可駅付近の約50町程度で,交換分合の鮎はこ

の50町の所有者を畝ブロックに分け各ブロック毎に交渉を行なった｡この際トラブル

はあまb生ぜず.弱′j､鹿家が大良家に吸収されたところもなし,すべて値訳に行なわれ

たといってエho以前は魚道が7kh所が多く,あってもきわめて狭いもので トラクター

が導入できる程の道幅の農道は衣かったし,水路 ･排水雑も全く不備であった.現在で

は基盤蕃僻の行表われた各ブロックの中心付近に慣 1.8m巷の脳 をとbつけ.トラク

ターをも十分に蒔人できるようになった｡また水路 ･排水鵜にしても睦に完全なるもの

を作っているO農協では.改馨地区 50町に対して水田用の トラクタ1 5台を肺入し,

如業の機械化をはかっているOこの トラクターの使用は.以前比故を地区だけであった

が現在では他の地区にも貸し出しているo トラクターのオペt/-･クーは 5名いてその)

ち2名は農協散見であるO トラクター1.倍Dる際の経費は1反当b勃起 1200円.代

,､ かき占00円で.改各地区以外の胤 .b区で性軽食が各々 100円程度高く7Eる.この ト

ラクターの利用者は意外と多く,将来利益が生 じれば経発負担の出家に軸元することに

なっているo

改普串薬にかける梁用は
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1反につき 12,500円

(暗渠排水の場合は 15.00D円)

負担率 国 5DS

県 20串

町 10〆

自己 20〆

てあって 1反当Dの&''t象負担額は約 2500円- 5800円程であるo改沓専業の結果

として虚業経営の近代化に貢献したことは首9せでもないが欠点もあらわれているOナ

たわち,EBが水もちが よすぎるために水はけが以前よりも悪くなったことである｡ この

うち特に悪いところでは暗鞄 巨水が行Ijkわれている｡しか しながら以前湿田であった所

は逆によくなっているoまた水EBの滅却輩比地区によb異なるが.最悪の場合で9卓の

滅部峯であD.大したものではないoこの原凶はやはb擁造改尊事業以前に トラクター

がはいる礎の血i通や水路 ･排水秘施設のないところが多かったことによるものであると

思われるO

(匂 ライスセンタ-忙つVlて

雌和 42年虚に小奴可駅前に租乾妹調軽施設が完放し.同年より実施されている｡番

強ili(管和地城)(～,工1棟 552640m'で都濃主体は泉城町束Li菜協同組合である｡

組乾燥施設は管轄地域の出家から刈bとった稲を,籾の状態でここまでi筆び,槻 装置

によりタンク 2Oで交互(/Cスピー ド乾放させているOここでは佐竹式という方式がとら

れ,急敵に軽快させているために品兜の患化は認められない.乾煉能力は 1時間当940

俵, 1日にすると約 5DO依であるが.42年度かここの施設を低岡したzl家畝は少75く

とb放ったぷんは 5500俵である｡ (約 1割敢)こうして早場米の出荷は 9月末日ま

でには 80序が完了LL･i協では 42年度に L18,0DO俵とb扱 ったo しかしながら小奴

可においても現在は米の余剰生産状態であって′J､奴可市場だけでは処理できず.また東

城 ｡広島方面-の出荷もできない状態である｡このために粗乾燥調東施設の様にちょラ

ど体育館のような米の貯購施設が現在魂築されておれ ことしの予定されているもち越

し分として 12,D0O俵が貯触されているとhjことであるo

(C) クリ･シイタケの栽培について

ク])D･/イクケの栽培は山地のせ地を利用して行75われている○クリは約 10町歩の

土地に5年前から栽増され. 1反当別 こ̀50本植え大阪方血に出荷する予定である0品
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碑はタンパ･ツタ.{などの大きいものであるoク1)の栽培はことしでまだ5年Elである

ので成功か不成功かはこれからの間組となる｡シイタケの昨年の42年から若手し.覗

在 2D万本栽培してか95ヶ年で 100万本にする計画である｡シイタケを植えつける

木は,マキ･ナラであるが,シイタケの値段が安hために将来は不安であるOそのため

に碓済連ではいろいろの助成村庇を行なっており,厚木購入や乾燥施設の助成をども行 ･t
l
たっているQシイタケは傭人経営であって, 1軒当95 000本程栽培してかD,昨年

比版有面において成功とはいえ毛かった｡

し･'･･ ノト奴可における出来の兼薬化紘著しく.殆んどが第二和束夷良家である｡その主なも

∴ - の拙出稼ぎで.冬の展開期に道路工* ･出澱工都などの土木事業に従事している｡塊菜

'L･一 経常が苦しいため)K一家をあげて広島方面に出て行くというような話はTZく,また以前

I-.

LilI ●/トIq可吐LL潤地であるために桝 晴 耕綻少なく,殆んどが水田であるOしかしながら収

散見壮平均以上であD,良薬経営の近代化が進んでか少,遠協を通じての生産活動が行

なわれているO東奴町会故で各地区毎に部落菜がL.%成されてかD,イモチ病を防ぐため

■ t･■,- の鮎薬散布7とどを一斉に雷停共同でやっている｡また近所同志での共同田植えが行なわ

れているところもあるが一･;;Iiでは人を執んで田植えを行なっていろO･この吻合.1El
■=†1
の賃金は 1200円程度で腺両地方の 1500円- 1700円にくらべ為と安くなって

いる｡救近では試験的に百代作3)を行-jtわTZh底まきが行なわれていることも目新しい

ことである0 ..
I

(2)哲西町

哲西町は岡山県西端で中央部を神代川が流れている広い危地であ9.L壬弟 ･林菜が主産業

Itなっている｡巌共では水田が中心で.昭和 45年 4月よb全町あげて水稲の集団栽培が行

-/1われてLへるoこれid:収棲息の増収,益美の近代化をij:かることを目的と_してかD,以前は

各良家が個々 にやっていた水田耕作を小部落宿にまとまD,その中で正長を決め新見1.di弟分

庁所からの指苛が徹底するようfr姐級が作られている｡煙長吐平均年令 55- 40オの比故

的若い人で,一旗的知取の南Lh人が這ばれている｡ この節票に対して自治体からの助成は夜

く,各′ト部落では港長からの指掛 こエb防除 ｡艦除などを一斉に行なっている｡これは今年

度より実施されたばか9セあるので,結果については今後に期待がかけられている.

矢神地区におL～{は,

o田 d 15 ka
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o畑 140 ka

o出家戸数 472 戸 (妓協加入良家戸歓 427戸)

専業虚家 9 2戸 19多

第-種頑丈i王家 201戸 47単

筋二鍵兼業L主家 178戸 54多

(5,45.5.31 fjL在)

o一戸平均斬作両軸 EB 120a

畑 . 10a一

一 r'J二 ㌔上.叫こち;''tl

o収櫨もi(水稲) 1415t (8,45.5｡51現在)
L'て

--一反当り平均7俵半 J

0品 i_Lii 7.}ミノリ･レイメイなどの早稲が多く.シンセンボン･ヤヨイダケも作

られているo

(台規の時期とのlJb係,作業tz)分配面などから早稲が多いのであるが,9

月TlC長雨が障った場合に比稲が発音 してLii:うこともあるO)

O土 壌 火山灰土 .沙TI

O田怯え 5月5日境から始二も｡

u稲刈り 8月末-9月iJJ

o.# 概 -/_く田用水としては,神代川の川水は用Lへてからす,明治時代に作られたため

池の水を利用してし､る｡

また, ここでは良茶碗造政審部鮎の一環として.クリ･シイタケの栽培が行なわれているQ

熱ま5 1戸の鳥芸,二で21んの土地に.シイ3ケ比 50戸の);i家で火山灰地作を利用して栽培

されている｡天打地区で托.白韓 ｡j'･'バ==も乱掘音れてこかi),白穀は E)45,5 51 現在.

590万円の収入で阪神方IEliに出荷-されでハる｡白菜 ･タバコの:i.3.栂は年々減少の傾向をた

どっており.r15･にJAパコは労Jii'･jJ力不足がめだっているO

哲西町仕岡山Ij.もの西端であるためIく二所見と東城との樫折blにはいっている｡Ilは弟において

は新見の出発分庁所VCより技術指諜ほ どが行希われている..1また甘年前の熊村もかなり故し

いが.良薬の機械化 ･近代経営に.tるll.･11決-Ji:はかっているために.現在のところは血祭経常

に手不足は生じてLへない｡ しかし,キ絞 20年過ぎると不安が娘ると思われる｡現在のとこ

ら,町としては人口締出の防止対米を'#施していないO .
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哲西町干子

芸備線坂根駅よbiヒ- 2.5Ehfはいった山間地で現在戸数は 10の部落であるO しかし.

良家の平均収入は他の部落に比べて多いo水稲が主で畑壮自家消費用程度である○

耕地両横

7町 5反 一戸平均 7.5反 (全国平均に比べると多V,)

最大良家 8- 9反

最小出家 d反

名良家による差はあせbみられ75い｡水田は姓地改革,交換分合などにエb磯前にくらぺ

て自分の家の近くのものだけとなった0

1反当Dの収髄丑

平均6俵 (殺高10俵)

全国平均に比べると低ho

原因

a 山に田まれた谷であって田にひいた水の湿度が上がらないために収丑は少なVl.

b 川の上流近くである:t･めに.侵蝕作用が大きく表土が削bとられているoそして

田の肥土が少なくなっておD,士矧てよる収丑の差が激しい｡

このために保温折衷苗代を作D.水温を上げる工夫をしてか97- 8年前からトンネ ,̂栽

培を行なっているotた階段状になった田の上段の田に稲を植えず忙水温を上げるための田

としているo

県南に比べて帝の株は小さいけれども稲は多Vb これは夜間の冷えが稲の成育によいので

奉ろうと思われる0
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田 植 5月 1D日一一25日

稲刈9 9月末

品 種 フジミノリ

書 病 イモチ病-ヒメトビウ/カに上る

肥料を与える加減に上り多いとイモチ病にを

b少ないとズイムシがつくo
灘 概 田の用水は谷川の水を利用してLJ,るo

高い田にも低V)田yこも容易に水をひくことができ･るo

土 頒 妙 音 粘土 喜

田稚えは 10軒がA洞で行なっている｡干子においては技英の複雑化は進んでか9.各出

家とも乾燥機にいたるまで 10款待のEt機具を備えているo器具の種類に上って 2軒共同で

使用しているものもあるが殆んとは個人所有であるOこのため自家労力のみでL･t共を併営し

ていくことが可能であり人手不足の開放はない｡また哲西町米作LI推進本部エb稲の成育衷

それに対する病害虫の発生朋.士娘と肥料についての表,あるいは除草の時鵜などを記した

表を各Ih_家に配布してL,9,各右擬 においてはそれを参考托して科学的良薬をはかっているo

附表の昭和42年度比業気象表もその一つであ7,c Lかし実際においては防除のための良薬

散布も指示通i川こ行f=うと,ii薬代が莫大をものとなるために各良家の判断に上って稀の成

育上L-i低の散布しか行T=っていない.iIi薬 ･肥料などの購入には典薬手形を用いるoこれ比

L･i協たどの金融殻関において嬉産物の出荷丑を信用手形としてTI料を購入する制圧で,現金

のやDと如ま行なわれないo

数年前には放血からの助成によilレタス ･白菜を裁培したが生産過剰となD.卸値段が安
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すぎたために利益が上がらず.現在ではやめているotた垂鶏も行なっていたが失敗してい

る〇千子においても兼業化は著しく,収入面にかハては蛙薬と副菜とが与ずつの状態で瓢 菜 .

I.

としては鉄工所 ･山仕串を行なっている｡季節労務の場合,県南地方にイ草刈b･土木工番

のた～うの出襟ぎに行く｡女性の勘合は.哲西町からは50- A0軒程度が鐘協の契約によっ

て県南の三幡･筒島･はた村などに田搬えに出かけて行くo甘年層の人口流出も激しくて.

その内訳は

神戸 ･京都 ･大阪方面

県内就職

虚業従事者

そ の 他

tR

卓

頚

飾

o

nu

nU

nU

′8

2

1

1

であるo

青年が盤燕に専念する場合,殆んどが家庭の節付によってやむ75くさせられている状態で

自ら進んで盛業に従事する人は少ない｡また現在.疲不足の問題が猛犬の悩みとなっている.

千千においても.小奴可においても.薄氷鹿家は篠くわずかであD,殆んどが煎薬良家で

ある｡そして睦菜柵進攻善事菜 ･轟協の指堵 ･助成 ･蝕典の機機化などにエb適薬経営の近

代化を(･j:かb何とかして良薬収入を増そうとするための努力がなされていたO

(′ト林典子 )

JI
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写 3-1 電照菊のフレーム群

写5-1 匡l頭の漁船群

｢
｣

-
.'･
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_ミウシ二一

写2-9

農作物の作付状況

その内部

干上った港



写 711 雨 水潮

写8-8

写5-2

重網(干潮時 )

写8-5

天井にかけられたはしご

写8-7

前庭に始 られた井戸



写 8-9 南面に設けられた土堺

写 9-1 三郎島のミカン園と雨水溜

写 912 英田を痛む老^



1 自 然

1. 寄島LbT鑓地区の自然環嘘

(1) 地形 と地 質

寄島町の中心部から西へ約 5払歩 くと笠岡市大島と接する寄島町鍵地区に入るO北の鉢

山 (海抜 242･7m)と南の甘佐山 (同249.4,,L)那,潮風を受けながら瀬戸内海を見

守っている｡昔は瀬戸内海を航行する船にとって重要な目印となっていたであろうOその

両山の山脚がゆるやかに傾斜して伸び,あたかも儀に抱くかのように鍵地区をとI)囲んで

いるoこのあたl)の地形で巌も特徴的なのは.見申一面丸坊主にされた嬢傾斜の山脚と淡

い谷が連続していることであるol▲波浪状の地形"と言 うのか.ち 上うど伐い皿を伏せた

ような格好である｡この程傾斜の山柵斜面をさしてペディメントと称しているoこのあた

l)の模式析面図を示すと次の図のようになる;

図1-1 寄 島 町株式 断 面 図

このPedimerLtなる地形に雅味をもち.寒風の中を歩いてみたOところで.このあた

り⊥幣は.花輪岩ないし花組閃緑岩の地域で一部に古生屑がみられる_これらが風化 した

畑の土は･うす茶色ないし黒茶色で粒径は大きいD畑仕事に和を出していた老人が. ｢こ

の辺は硬い所で一尺も掘ると硬 くてもう掘れない｡｣と.話しながら鍬を振ると.なるほ

ど5DCm位掘ったところで花他省の湛盤にぶつか ってしまった｡さらに老人は. ｢土地の

硬い所は高くてこんな畑で.軟いところはよく削られ るから低くなり田んぼにな っている｡｣

と.低地の水田と段々と続 くあた()の畑に白をやl)ながら.大地a)風化 ･俊蝕の具合とそ
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の利用法の説明を続けてくれた｡

さて.話は元に戻るが,この畑に利用されている媛傾斜部こそPedimentと称される所で

あろう｡尾根に上ってみると平担部を思わせる程平な所さえあるO(写兵1-2)

援傾斜というその傾斜勾配は,どの位であろうか｡そして,Pediment とは,一体どの

ような地形を吾うのであろうか.少し考えてみたい｡Thonbury,〟.(1954)による

と傾斜は.0.50- 70;King.L.C.(1982)によると.多くは50以下で最大 150ま

で;Dresch.I.(1969)は.乾換地で 70-80.湿潤地で 150以下としており学者

によってその数値が異るが.だいたい0.50-150の勾配であるといえるO朝倉地理学訴座 5,

｢自然地理学 "｣によると, ｢面状侵蝕による地形｣と壌して.次のような図及び説明が記さ

れてある｡

卜 ＼ ＼ L

. __ニ -'lI--I_: _二二:-≡ 手篭
図1- 2 山地 斜面の一般的縦断 面 図

r- 乾県地域の地形は,水系の発達が悪いため.内陸流域が広く,盆地が形成されやすい0

㌧ また.面状健蝕が盛んたため平担な地形が広くみられる｡- Pedimentは,急傾斜

瓦 傾斜変換点を-だてて続く侵蝕面であリ.又,堪盤がそのまま蕗出していることもある0

日本では.DaviS,W.M.が使用した仙rock floor''の択語.山岩石床Hが使用され

ることがある ｡｣ そして,さらに ｢地形学入門｣によるとこうである｡

r- Pedimentは.乾燥地形a)最も亜要な構成嬰兼であり,乾性地域a)山地の基底部へ

向って上昇する侵蝕された洗液面を意味している｡1880年.G.冗.Gilbertに.

1897年にW.∫.McGeeによって使われ 1922年にはKirk Bryanに一時的な

水流による侵蝕及び堆鍬 こよって形成された面に対して正式に与えられた｡この定義で.彼は.

ベディメyトは運搬斜面であt).普通は高所から低所へ移動しつつある沖棟層a)薄板でおおわ

れている点を強調した｡地形学の一般的な禽物にPedimentを加えることの正当性は.そ
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れが乾換気侯下の見化と侵蝕こユニークに適応した運弛料率として強調されている点にまさし

くある ｡｣

これらの説明にもあるようにPedimentの条件は,乾免気候とそのもとでの見化と水流

侵蝕である｡この点において,鏡地区付近の地形にPedimentの名称が適当な表現である

か.考慮する必要があるように思わすlる｡確かに壌債斜面と凹地形という点において鏡地区は

Pedimentに該当しよう｡しかし.本当に.この付近の地形がPedimentなる名称に

適したものであろうか｡今後.この地域の地形ならびに克典地形に関して研究する必要があろ

うo最後に.中野専正書 ｢日本の地形｣から引用してその方向と問傍点を示すことにする｡

r- 日本各地の200- 500.n前後の軸 面は.基韓侵蝕面の形成後においておこっ

た造地形迎動にみちびかれた山脈 といえようOその形成時期は.更新世のある時期というこ

とができる｡中国山地などで赤木祥考などによって.Pedimellt又は.Pediment状

地形として報告されているものの中には.こうして形成された山鹿階と背後山地と堵界付近の

地形を原形としているものが.含まれている可能性が強い｡こうしたPedimentは,よ()高

位の侵蝕面とその背後山地との境界都にも分布しうる可能性がある｡形成期の気候条件とあわ

せて検討することがのぞましい｡ ｣

(2) 水

ところで,山が海岸に追I)平地に乏しい寄島町には,河川がみられない｡もちろん.甘佐の

防潮埠まで1Km余の当地区に河川はみられないo水田のある低所のその中でもさらに一段低い

ところに山小川"というよl)も仏ほれ淋〃の表現の方がよく似合うほどa)水路があるだけであ

る｡ 12月というこの時期に水はみられない｡従 って.この地域は.水不足に悩まされるので

あろうか｡畑には.井戸の設揃が あるし,狭い当地区内に潜池が 7つみられたOその内5つは

次に示す通りである｡
L rJ

表 1- 1 鏡地区 内の溜粕

場 所 】 溜 地 名 面 棟

集 束 中 菰 弛 占 畝 17歩

令 谷 前 他 5 畝 ○○

鏡 銀 地 7 畝 2歩

(寄島町史より)
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これらの他水は,`̀背任 ･片本 ･大浦ガの水源となるのであるD

さて,このような鏡地区をよく見ると人家は.凹地の中のさらに浅く細い谷衝上Iこ集 って

いる傾向がある｡これは.地下水脈を求めた人間本能の自然の結果といえようQ近 く鴨方方

面から水道が引かれると恥いたが ,今後も水鵡果題は残るのではあるまいか0

2. 集 落

このような自然環境であるから.人々は風が防ぎやすく飲料水の得やすい所に弟まる｡当地

区の人家の配列も 水̀'の制約が作用しているようであるo

【1)井 戸

各家庭は大体自宅に井戸をも.,ている.その深さは,5-4rTLのものが7戸で最も多く,

rPには8-10mの深さの井戸もみられたC又.地区内には,探さ0.5- 1.5爪の共同井戸

が4ヶ所にみられるO浅い共同井戸は渇水期でも水の枯れることがなく,人々は.その恩恵

に浴するわけであるD現在もその世羅になっている家庭もあるoであるから,当地区にとっ

て天水は食重であるO屋根に落ちた雨水は一滴残らず娘められる0両どいな伝って廉等矧こ

見られるような設JllJltiに保存されるのであるO松尾でのある主桁の話によると,渇水期には大

体こうである｡r風呂水は,同じ水を5-5日炊き直して利用するD洗面器を風呂水の中に

､ 牌かに沈めると上に仙アカナタだけ浮いてくるo それを･すくい取 って畑に捨てる｡J

L 水の貴婁さと生活の知恵を一度に知らされた｡

- (21 本家 ･分家 と通 婚

簾地区には,｢原田｣姓が多い｡分家して次第に多くなったものであろう｡当地区の純も
とやh(元家 7)というべき本家に相当する家が二軒ある｡｢鹿田悪右術門秀家｣と ｢原田
治郎右術門忠春｣を祖先とする家である｡これらの銅係を聞きとOから調査してみた｡

1･ 原甲悪右術門秀家 (座長 15年庚成天 4月24日)
1
1
ヾ

原田KI→ 原田KE→ 原田YU→ 原田HI

J
原田KU

叶
原田TA→ 原田→ YZ

;1
:原田KA

†
原田0Ⅰ→ 原田MO→ 原田KA
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2.原田治郎右術門忠春 (康長元年申6月 15日 )

l

▼

原EB?→ 原mIW→ 原田TOー 原田ET

5.原田TO→ 原田GI

4 大島MI-う 大島 '

5.秀平

又.当地に.嫁入りしてきた人たちのltl身地をみると次の通t)である･,これを見ると比収的.

近くa)出身方である.

表 1- 2 嫁 の 出 身 地

笠 岡 市 5 人 青 鯛 郡 1 人

井 li 諸 5 qt 方 町 1

旧 :玉島 市 1 市 島 町 1

岡 山 市 1 .B 取 1

(開きと()調査上())

(3) 生 枯

当地区の全耕地面静 ま.水田約 5町.畑約20町である｡その耕地の所有繋が,なんと 20

人位と閃いてび っくりしたB極 零々細経営といえるb畑は山地の斜面を利用 し,低地の水田に

は. ｢朝日 ･あけぼの｣が作られるO老人の話を遺合すると.昔か らの鹿村で.掛こ出かける

ことはなく.ただ塩田に働きに行 っていた人がある位であったというO初箱も12月半ば頃で

あ().年平均気温は他所より5度位高いという当地は,まことに浪風の穏かな所と見受けられ

たO今では東に水島,西に福山 ･笠間の=繋地域が発展し.勧めに出る人が増え.村に残るの

は.子供と老人だけという傾向がみられる｡ここにも工基化の波と.過疎の現象が.起こ()つ

つあるO ･

(淵 本 弘 道 )
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2.虚 業茎 ･

寄島町は後jiを竜王山 ･針山 ･甘佐山など200爪前後の山 々に踊まれ.前方は瀬戸内海に面

していて.憤斜地がその大部分を占め.平垣地は海岸地帯及び谷あいに少し見られるのみで典型

的瀬戸内地域a)多鳥海塑農菓地域の一環を構成する姓村ないし.単段半漁村であるO

寄島町細 れる宮通JIlなどa)小河川が天井川で ｢平常水ないし.濁雨の頃.時 療々哲水となら

す｣といわれる如く.川は離軌 こ役立たず.農業用水源は尾焼池,金地池,新地などの溜池に求

められ.いくつかの丘陵に区切られた平痩地はしば しば ｢揃中ひでり｣といわれる単音に悩まさ

れ.またこの地域は砂質の花組岩風化土盛が多く,水稲耕作には否定的条件が重な っていたoか

くのごとき自無的条件によって,本町においては.大部分の地域を占める殻傾斜地を利用した土

地利用が見られ,襲2-1に示す通 り.田と畑の占める割合は.60:50であり.畑作が好色

ある土地利用形態であるO即ち畑作が主で,水田耕作が従の形である.

表 2-1

〔土地両横 〕(45-44年 )(統計年報による )単位 -.-クタ-〟

土地踏面硬 経 営 耕 地 面 頓 草地珊 林 野
計 田 畑 樹園地

表 2-2

〔遺営規模別鹿家数〕(曲集 センサスよ()) _ 卑也 :戸

～0.5ノIa 0.5- 1.0/1a 1.0- 1.5ね 1_5-2.0lIa 合 計

昭和 40年 698 92 6 - 796

昭和 45年 582 92 5 - 684

まず股家の夷態をみると,経営規模は表 2-2からわかる通 り.0,5-ククール以下に全体出

家の約88%が集中しており.しかも0.5-_/)クール末蹄の内でも5-507-ルに 451戸が

恥 仁一しているO(昭和45年 )0 1.5-ククール以上においては全然見られなく.一戸当()の平

均経営桝地面掛 ま0.5-ククール末瀞で非常に零細である｡

これは産業分類別就楽音の第 1次産果 .第 2次蔭第 ･第 5次産妓従IJr留の比較を見てもわかる

通り.典型的赴蕉地域 (姓糞主によって生活なする )とはいえないことを表わしているo

(表 2-5参照 )

これは表 214にあるように兼共助家が多いからであろうと思われるO畑地利用が当町におけ
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る姓業形態であることは前に述べたが.それも′ト規模経営であるので鼻糞のみではとうてい生

活してレヾナない｡そこで当町においても兼業化が苦しく増加 している｡兼集兵家の内でも第2

穫棚 家(点薬従 )が多く,約809i近くがそれであt)(尊菓養家は696と非常に低い),

近くa)水島 ･玉島 ･福山方面への勤めが中心であり,また出稼ぎ(杜氏等 )も顔書であl).そ

ちらの方の収入でもって生計を立てているのが現状である｡第 1療兼業も比叡的多く.人夫 ･

日雇いが主で.年輩者でも日当2.000円前後の収入があ().兵家の人 に々は非常に威力的で

あり捨好の収入汝となっているJまた同町内のバ ツカソ矢田糞の鹿家副集的生産を益閑期を利

用して行なうとか,バンコック伯叔避会社 ･苓工場への女の人(主節 )の勤めも多い｡あら'b

る所で典型的に見られる若者a)離村現象も-イベ-スで増加の方向に進んでい草Qこのように

若年令屈の離村とか.男性の中満年令届の地産娘への就職によって.曲集労働力提供者は(大

部分が )主婦であり,私選が訪れた時でも田畑で働いているのは老人と主婦の婆のみであ ったD

このように専楽典家政は少なく.鼻薬従の形であL),他藩巣とa)栄美化が著しい所であt).こ

れからも進展していく現象である｡これは何も当町のみに当面する問題でなく.日本曲薬の直

面する問煙でもある｡しかし寄島町においては特に仏耕地"が少なく魚米のみでは生活できな

いというのが一番大きな原因であろうO当町において多く見られる仏杜氏Hもそういうところ

から現われたものと思われるD

(曲 芸 地 域 )

寄島町の場合.自然軌 社会的条件にもとづいて.次の5つの毒薬経済地域に区分できる一一■･･■ヽ.
,- ー~ tI)
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第 1に竜王山山塊南裾の安倉は典型的半捷半漁村で. 1戸当りの耕地両横は 1-27-ルと

いう極めて零細な経営規模でか ).ほぼ 1人強の姓菜従事者のもとで水産業 ･商業との組み合

わせによって.幽 '1行なわれているJ(半魚ヰ漁村地域 )

弟 2は早崎から背佐鼻を越nるサ/ドスビLyソ上lこ立地する臥 ､寸地域で.商業的機能を中心

とする地域.ここでの漣兼は安倉地区同館頼義的博向が強く.特に大乱 早崎は濃も座業的色

彩の軌 ､典諸であるOこのため 1戸当りの鹿瀬人口は 1人以下となっているo (座業的色彩の

最も弱い地域 )

第 5は この南濃地区の背後に広がるラクーン干拓水田卓壇地域から甘佐山 ･山根山塊緩傾斜

面畑作地域lこかけての腹貴地域 :経営規模も0.5- 0.4-ククール,1戸当 りの人数も5-5

人.農集人口率も809h/前後で施米的色彩の強い地域であるQ以上の検討から寄島町の姓業生

産の中核地域(盗泉的色彩の慮い地域 )は崖焼 ･轟 ･福井などの地域である.

(田畑 の土 地 利用 )

次に田畑の土地利用についてみると.寄島町では明治以前頃には,米穀中心の濃集を進めて

いたoLかし前述の自然的魚件のため決して広いとはいえず.また水稲/i_轟も低く.硯在{･は

反当(10a当り )5751([7程度で非常に少ない昧頂で.JT)(),昔から自治的栽培として自家消

illにろてる程度しか栽培されていなか ったO従って,当町においては畑作こおける土地利用

(経傾斜の利用 )を行なわざるを得なか った-そこで自然的条件克服のため.即ち傾斜畑.備

中ひで()に適する商品作物が要請され.壌傾斜地における商品作物の/生産が行なわれた亡

その商品作物として.明治以乳 山麦樟英田装''といえは寄島 ･寄島といえば山菜稗票田兼〟

といわれるほどの.その盛況をきわめたのもそのような嬰請によって生じたものといってよい｡

女帝の質料としての矢筈とコビンカタギの裸麦の品種に刷 ､て,当地の自然的条件は好適であ

った｡コビンカタギは ｢仕残なるを以って,不良の土馬や ｢排水佳良なる砂JPi壌土に｣好適で

あり. ｢自陽に面し.常に土塊の乾映せる｣気慣 ･地形が寄塩町の1-t,l,一合 完全に充足されてい

るので.麦稗環甜裳のための裸麦の栽培が盛んに行なわれたO

以 上の比軟的平担地に卓越する裸麦栽培にえ,tL.傾斜畑を特徴づけるものとして甘膳が栽培

された J 甘藷は耐劉生が強く.塊根作物であり.租畦上地表をカ/＼-するため.花成岩風化土

地が主体で土卿 )保水性か乏しく,肥料分の流羊しやすい傾斜朗の土喝覆蝕ヤ阻止 しうる唯一

の作物であ.た｡このため庸斜面の顔矧 こ伴 って起る士魂の侵蝕の連行と溜鞄の開水路の埋没

を如 ､とめる作物として注目された〕また･大正頃か ら工芸作物(除虫菊 )が盛んに栽培され

始軒た｡これは徐虫菊の自然的条件が ｢温掛 こして.乾性せる気候を好むものとして･殊に其

韻碇脇こ当って.降雨多き時は有効成分を稀軌こし.乾性に不便なるを以って膿も不可な t) ･
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｢土層は粘崖と多将官段も忌み.排水佳好の妙賀壌土を好む｣のであるから･瀬戸内の傾斜畑に

ぉける裸麦 ･甘評の裏作としてほまさにうってつけの作物であ').初掛 こ植付ナて･以臥 快甜

高温で秋季降h･が遅く.豊年 占月の収竣湖に乾決するというところが選ばれた｡

このような自治的色彩の強い作物(裸麦 ･甘硝 ).工芸作物 (除虫菊 )の成長も昭和こ入って

徐 に々後退していった Oそして.それにかわって棄タバコが栽培 (表 2-5)されてくるととも

に果樹 ･軸疲草が伸びてきたO

衷 2-5 〔土 地利 閏 の硬 化 〕(嘩計衰榎による )

弘 58 404244 2 4 8 8 101214 2 4 6 8 10 12 1416
M T S
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そこで現在栽培されている作物を見ると衷 2-dに示されているように.水田における米,

畑における裸麦 ･甘蒲 ･ばれいしょ･碓 こくelcLD自給的色彩の強い作軌 タバコ.除虫菊の

商品作物が零細規模ではあるが栽培されている.米は以然とその作付而陳 ･収棲屯において変

化していないが.これは自家梢責の削勺で或埼されているので,自家消封分だけは作ろうとい

う放家 の意志のもとで行なわれているようで,これから先もたいして変化はないものと思われ

るO麦類の作付 -収櫨牡は徐々に威少している｡これは麦類の大部分を占めていた裸麦が衷稗

細 葉の衰退したことと.現在では友禅炎田の京キ1が裸麦からシナ衷 (トラ ･フキコウ ･コウ

サギとい った品樫の原料 )の輸入に鴇行 したことによって.その需贋をなくした故である｡現

在では 自給用として.わずかながら栽培されているが.,J､滋の作付が全国的に輔少しているの

と同調して,減少 し.衰微するものと思われるL.

表 2-6〔栽培作物 ･作付面稚 .収痩屯 〕 (歳計年表による ) 単位 :a ･El?･I

栄 小 屋 裸 麦 か ん し 上

作 付 10a当l 収穣 モ実 10aI 収稜 千 10a 収穣 作付 1〔〕a 収縫

面穣 _ L)収lLt J誌 作付画餅 当_)収尽 llt 作付面研 当リ収品 良 面横 当り収耽 ー止

59年 a Kg t a i{9 t a K'g t a 晦 t.占4口 .355 227 150 255 51 660 24占 161 420 1.721 725

40年(41 650 555 224 100 280. 28 590 285 168 5.60 ･1.550 560

45年(～44) 810 575 229 60 527 20 3110⊥ _ー_ 297 92 190 1,占30 510

は れ い し 上 一一

作 付面 秩 10a当りの 収 丘 収漣且

40年(～ 4̀1) 108 - 118

除 虫 菊 タ バ コ

作付面積 収 横 位 作付面横 収稚 Et

S5年 146a 15.9t

15年 468 15.1

55年 275a 62.5t

56年 217 47.7
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表 2-7〔果細栽培面横及び収穫丑 〕 (統計年報による) 単位 :･l-d･t

モ モ ブ ド ウ ミ カン カ キ

頚 培面親 l扶種丑 栽 培面穣 収裸足 栽培面鎌 収穣丑 栽培面 硬 収竣戟
成 囲而成 未成歯面 領 成路面凍 未成閲面 鎌

昭和 59年 4.djLa 口.8ha 24t SFla 0,9Jla 54t 18lta 40t 1朗 a 24t

40年(-41) 4F.Ia 2 lLa ddt 1/73 1 /,a 28t

除虫菊も以前のような盛況は見られないが,鏡 .安食一帯に栽培されている9菜タバコ栽培

はこの 10年間比較的その作付 ･収種量を維持しているOこれは後述する経済的理由によるも

のと思われるOこのようにそれぞれの作付の作付 ･収鮮量は以諭と比較して,減少傾向にある

那. このような怨業の停滞気味の中にあって,その打解策として注目をあぴ･増加傾向にある

ものとして,果樹栽培があげられるコ果樹といってもミカンが主で畑と同様の嬢傾斜の土地に

次第に広がっておt),寄島町の土地利用は従来の畑主 ･田従の型から,果樹歯 (花未も含む)

を組み合わせた歯芸的耕地利用に移ろうとしているo姓協の方でも将励卒業として,推進して

いる●

寄島地区での果樹栽培 (特にミカン)は昭和52-55年頃から徐 に々作付されたものであ

って,その歴史は浅いといってよいD

これらの数種の監斐生産物の内でも【タバコ" ･q果樹 (ミカン) "の烏菜食轍を少し詳

しく述べてみると,

(タバコ)

脅佐 ･鏡を中心として栽培されている韮タバコは専売公社の規制のもとにおこなわれており,

収納価格も専売公社によって決められているので,戯家にとっては価格の変動などを考慮する

必要もなく,安心して計画的に経営できる｡これらの葉タバコは県北においては戦前まで 備

中糞pが見られたが,覇在は全然見られない-当地においては q黄色薬 'がほとんどである

荷床は2.月10E傾 行なわれ,菅はdまい"といういなわら床を庭の掛 こ作っていたが.現在

ではビニールノ､クス床の中でマッチ箱程度の¶ゎく"の中に苗床をつくり (1寸6分 (5'.78)

頂角TC･10アールにつき2.500こ程度),毎日1-2回 (朝 10,11時頃と昼すぎ)水を

欠かさず,温度も50℃以下に保存しなければいけない｡4月10日～20日頃本田へ植付け

するO (2の木田は5月中頃肥料を入れておいて植付けの準備をしておく),1nのうねをつ
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くt),45(7間隔で麦 と麦の問に (風かきの役目だけでなく,病気を防ぐ役目をする)掩えつ

け,浦よけのためビニールの角キャップでおおい,追肥 (化学肥料 ･油かすetc )を絶えず

欠かせないことが必要であるoそして6月20日過ぎから8月10日頃にかけて成熟した菓

(緑斐→黄斐)を下の方から順に1枚 1枚もいでいくoもぎとった兼は2問四角の乾焼場で

qあさなわ "にあんでつるし,5-8日徹夜で乾燥される_乾操の燃料は薪から最近ではガス ･

重油を使用したバーナにかわってきた｡その場合の温度は5dIc～ 70℃でオL/ンLy色の斐具

合に常に保つ必要がある､

糞タバコの生産には植付けから収榛まで多くの労働力を要するO乾燥時のつり込みは特に労

脚力を要求され,5-占日間も徹夜で働くことは重労働であったOこのような重労働の結輿,

他家の得る収益は 10アール当り,15万円前後で肥料代とか,燃料典,人夫層を引くと10

万円前後の収益であって,あまり良い収入とはいえない｡偲家にとってタバコ収納の規準価格

が一定しているために巾安心して金が入る"という魅力が大きいので行なわれているようであ

Tjoしかし現在の若年令層の他産業への就織による離村現象により怨家は労働力の不足をきた

している渦中にある今r-i,タバコ収益の伸びも停港してお().タバコ栽培は減少をたど ってい

る｡いずれは廃絶してしまう運命にある栽培作物であろうO (写2- 1)

(ミカン)

5-4年前から町l訟協などの将励によって,力を入れているミカン栽培において,その栽培

面払 ･収種Bを増している .不況な農業において,将来期待できる商品作物として盛んに新品

種の改良などを行なっているb

ミカンの棒掛硬 卜 早生 (わせ) (11月切-11月未収確)- ミヤガワ ･オキツ② ｣晩

生 (おくて) (11月20日～12月15-16日収種)- イL,カワ ･ノ､ヤシ⑤ -中吐 (な

かて) 症)① の中間)A- ､スギヤマがあり, ･描 .は遅く収健すると糖酸が減って,貯蔵がき

かないそうであるQ私達の訪れた頃は晩生の収好時期であちこちに収硬する主婦の歩が見られ

たDミカンは小さな苗木を植えて,5.-4年する果実がつくそうで,消毒は年 4軌 年数が立

っにつれて,その回数が少なくし,除草も少なくしていく ミカンの成長皮合いは土地の高低

に非常に大きくWv筆され.如 ､ほど成長が早いそうであZ,｡また日光があまり強くて･qやけ

る･条件の状掛 こなると成長が遅いo収硬されたミカンは 巾よそ "とい-て,床に並らぺてや

ゎらかくした後,鵬 とか仲買人を通して'出荷されるOしかし収摩する人が女性の年雑音が

多く見られたように.若者及び男性の労働力の里庄 .鯛 ･鯛方への出稼ぎが多く･ミカン栽

培のための労働力不足には非常に頭を鳩めている｡
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表 2-8 〔飽菜 板生産 砺 ･生産性 (45年～44年)〕 (統計申掛こよる)

. 単投 ;百万円

農 業 粗 生 産 額

所

得

生
産
飽
･# 讐 計 作物計 米 麦 推豆いこ もく項類 守 莱 一花 工芸 にめ 乳

1

衷2-9 〔主要家畜 ･にわとり飼養怨家数 ･頑羽数〕 (統計年報による)
戸,

単位:顔

羽

乳 用 牛 肉 用 牛 に わ と り 豚

飼養怨家敬 頭数 飼養鹿家軟 頭数 飼蛋岱家数 頭数 封責趨家数 頭数

昭和 声 頭 戸 頭 戸 (100享ゆ 戸 頭
59年 50 80 10 10 508 257 50 260

4-0年(～41) 4 10 1 1 50 400 l 4 17I

以上のような農産物に対して 寄島町の位家の輯生産額からみて,重要な収入源として解像

業 (養鶏含む)が上げられるO (衰2-8参照)

鴫侶といっても乳牛･と養鶏が中心で,鞄か ま大正末期に比較的経営規模の大きい怨家に導入さ

れた ｡しかし乳牛の飼育頭数は停滞傾向を示している｡ (衰2-9参照)

畏 鞠某は柴木に顕熱 こ見られるC秋田 .嘱原養鶏所をはじめとして,寄島町には西島 ･有田避

鞠所といった比横的経営規模の大きな怒粗所が見られる｡これは飼准腿家数は減少傾向にある

にもかかわらず羽数が少しずつではあるが増加傾向にあることからもわかる これらの養胡所

では若めす (ひな)の考成とか･鶏卵を目的として多角的に行なわれている｡私達が訪れた秋

田発鞠所の御主人の話すところによるとF,秋田養鶏所は,

LILq和12年現在の触主人が始められ昭和 15年には県の委託隼鞄所に指定され,羽数も1,000

羽のにわとりが稚 され,当時ではEl本で 10乳 中国地方では第 1位の規膜であったそうで,

研和25年に委託統制が解除されると∴ふ卵目的で一本化したOそして昭和 54年には有限会

社柴木車鶏所を発足させ,近代資金を借りて草笛を大規模化させたJ58年にはアメリカのノ､
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イラインの広島県の権利をもらって,息子さんが松永に株式会社 ｢秋田種鵜飼｣を設立し,飽

場の数も21を数え,そこで働く人も110人という規模で,広島県の若めすの4口車をここ

で飼燕しているということであるo柴木においてii現在の衝主人が鶏卵を主に行ない,逓2回

の割合で水島et･ご＼,多く出荷しているとの ことだ った,

ではこれから先,寄島町IB兼の将来はどのようT..･方向へ進展していくのだろうかO

前述のごとく本町においては耕地がせまく,また傾斜地が多いため,機械化が全然行なわれ

ないので,.そのため生産性を上げることができないoまた肥料兜とか人件甥 etcの高騰にか

かわらず,作物価格がそれに比例して高くならないOこうした諸原因が雌民の股箕に対する気

がまえを喪失していき,現金収入の比較的いい方へと就織していくoq串こ若者の離村へと結び

ついていくoこうすることによっ{･労働力不屯は否定できない現実とな1て現われ ,僅集後継

者に悩まされることは避けがたい坪美であるGこうした自然条件,社会的条件を克服するもの

として町群協が将励推進しているのが ミカン栽培である o
ミカン山地の造成を耐掩附に行ない,川がなく,ため池1本に頼よっていた水利の問題も;!:.1]襟

川から水を引き,里庄に布地を造る工群も2-5年から石工され,昭和47年までには完成す

るとのことで畑作油灘も可能となり,ミカン巌培促進の計画もJJibを1='iるものと期待されているn

また本抑こねいては現在では所 FIにしか見られないが,隣りの正頑などで盛んに行なわれてい

る花木栽培 ('i照菊栽培)の方の将親も町の方で行なっているようで,これから先,発展をみ

るものと思われる,,こうして見ると将来は ミカンと1-E木栽培を中心とした園芸的耕地利用が当

qにおける唯一のl良薬の進みうる泊ではなかろうかOこうした将励政策によって,町魁協当局

では少しでも甑村化,兼寅化による他案の衰退をくいとめようとしている.

次に当町の旗業景観を示す写斑を救せておこう- (写2-2)

( 渡 辺 魔 人 )
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3. 園 芸

大島の繭の海岸沿いに位置する長浜 ･正頭 ･大工の浜 ･井の砂などの地区は初島山が瀬戸内

海に迫 っているので,平地に恵まれず,わずかに傾斜のゆるやかな畑地が,海岸近くの山嘘に

-JSるだけであるC

そこでは,麦類 ･イモ規 ･豆類 ･野菜 ･除虫菊などが主に栽培されていたoLたが 11て,こ

れらの地区では,半農半漁の生活を強いられ,掛 こ頼某からの収入が-裕福ではなか ったが-

主に生はを支えていたo

ところが,以前から瀬戸内海の寅鍋島で農地栽培されていた寒菊が,神島でも栽増されるよ

うになり,それが軒との ｢HJi塵普及所｣の人たちの協力を得て,昭和50年頃,大島の長浜地区

でも栽培され始めた .これが,長浜地区の菊栽培の起l)であるD

その当初は,寒菊だけではなく,その他の花では金蓋花 .矢車草 ･スイトピー ･グラLyオラ

スなどの坪根源も試験的に我培されたO

しかし,いろいろ試みた練乳 菊が娘も栽培方法が簡単で,しかも毎年球根や種なども仕入

れなくてもよいので,缶金があまり必要とされなかった.,そして,もう一つの大きな理由は,

これらの地区の気候,特に,気温が菊栽培を盛んにさせた｡
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大島地区の灸料がないので,寄島町 と桐山Irliも加えてここに載せるD
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回5-1(昭和10,28-55年の平均降水丑と気温 )

それに.半農半漁の貧しい生宿を送 っていた足痕地区の人々にと って,現金収入が何よりも魅

力であったのだoこのようにして,長浜地区で姶まった寒菊栽培は東の正頭 ･大工の浜 ･井の

砂などの地区へと普及し.現在これ らの地区の主な収入源とな っている｡
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(2) ｢大島地区における現在に至るまでの4つの問題点｣

現在のように,これらの地区で,菊栽培が盛んになるまでには,幾多の苦難の道を乗()越え

ねはならなか ったD

その第一の問題は,出荷先のことであった｡というのは,花の溝要は人口が増大しても大休

一定であることo ('-A<要の7割が華道,残りの5割が店先で売られるo)言い換.(_九は,人Ll

の増大と比例して,需要は増大しないということである｡そのために,栽培当初,花の殺大消

望聖地である京阪神の市場で,大島菊は安く取り引きされていたo京阪神の市場は.以前からそ

の近郊や,渥美半島 ･長野県 ･淡路島 ･小豆島などから出荷される菊を仕入れていた｡つま().

京阪神の花の窮要は,それらの地域で出荷されるもので充分賄われていたのである｡そこへ,

長浜から新しく出荷してきたというので,仲買人は,同じ品物ならは昔からの得意先の花を高

く･巧い取り,長浜のものを安く買わざるを得なかったのであるO (しかし,実際は仲Fl人が,

そこで利益を得,そこから北海道 ･刺 ヒ･北時などへ二度送 ]̀していたのだがo)たまりかね

た長浜の人たちは京阪神の市場へ出かけ,自分たちの百てた菊がどのように克胃されているの

か調査した結果,京阪神の市域から北施逆 ･鹿｣ヒ･北権へ送られていることを知り,北海道 ･

束北 ･北陸の市場に乗り込んで,長浜の菊をそれらの市掛 こlEr送することを契約して帰ったの

であるoこうして,出荷先も一応確立され,収入もある塩鮭買定したのであったo

表 5-2 〔西大畠の 菊の 出荷 先〕

北 海 道

札 噸 柳 芸

札 幌 生 花

旭 川 生 花

腐 能 生 花

火 北

仙 台 生 花

仙台中央生花

北 掩

玉 木 4:.花

新潟本町生花

富 山 生 花

福井県生 花

金 沢 花 市

石川県中央生花

北 陸 花 市

ト 福 島 生 花 束 京

福島高級鼠芸 芝 生 花

宮城野生花 京 郎

京 菰 生 花
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九 州

小 魚 生 花

岡 山

岡山三栄生花

大 阪

東 洋 生 花
(狂句統)

大 阪 花 市

阪 急 生 花

西 宮 鼠 芸

メ

_′



〔鉄 道 小 荷 物 運 領 衰 〕

(20Kダ)

福 島 450

富 山 550

新 潟 550

山 形 550

郡 山 450

仙 台 450

金 沢 250 ､

福 井 250

キクは普通 20Kグ箱で出荷するO

･･r
ノ

′㌘

-

′
′

り
′

ト
＼

′

p
.O･月
咲

ギ

7

図3-4 キクの各雌栽培の出荷糊

約二の問題は.水である｡

長浜地区は,最初に述べたように,御岳山のわずかの傾斜の緩やかな所に位置しているので,

溜池 ･川など埠なく,水は嶺抜き井戸に頼 っているのであるOしかし,それも充分とはいえな

いO雨が降らないと堀抜き井戸は偲れ,こんなことが--年に何回か起るような所だから,盛装

岡水 (掛 こ,菊栽培の稚水用水)もや っと足りていると言えるぐらいでしかない,このため,

地区民は,昭和 48年度までに水道が引かれるという市の計画を待ち望んでいるのだが,思う

ように進められていないので 地区民は半は諦めの気持ちを抱いているとも言える O

長浜 ･正面地区は,このように水不足に悩まされているが,大工の浜 ･井の抄地区は,西の

御岳山,東の青佐山との問の谷に池を2つ所有している .この2つの他は,慶応年伽につくら

れ.現在まで何回もの補強工串を必要としたが,これらの地区に多大な貢献をしているO補強

工事は,市役所に軸んでも,なかなか実行してくれないので,結局,地元の負担となり,水兜

として一句1こ反当()LO JO円を徴収している治具としてあらわれている 他の水は,水利組

合に加入しているものの田畑にのみ,決められたJtB序で引水が可能で,水開きを一週間か10
XX,

日に1回ぐらいやっているO他の管馴 ま池守と呼ばれる係が受け持 っている｡この谷では,旭

'T)水のおかげで,水田も5町渉ぐらいあるが,階段状の耕土は上に行く程良く,収唖が少なく

なるO このため,大工の浜 ･井の砂地区でも稲作から菊栽培に移っていった｡中心は,菊であ

るが最近4,5戸でカーネーVヨソも始めている｡

カーネ-レヨソ栽培のきっかけは,何よりも経営安定のためであるoというのは,出荷期間
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が菊の12-5月の4カ月間に比べ,カーネーレヨンは11-7月までの9カ月間とずい分長

い｡このため,9カ月間の問には,安い時期もあれは高い時期もあるといった具合に,値段も

平均され,収入が安定するからだ｡棚水は パイプで自動的に行なっている他家もある.出荷

先は岡山市にある三栄牛花がほとんどである｡収入も菊より多いが,それだけ人夫も必要とし.

夜間温度も7-8●Cを必要とする｡

このように,これら4地区では水不足に悩まされているが,このために,この地区の菊は,

水の豊吉な他地域で栽培された菊に比べて長ももがするという長所となっている皮肉なことも

あるゥこのため,出荷後金沢で2日日に,新lG?,･東北で5日目に,北海道で5I6EI白に市場

に出荷するのに充分耐え得るということだ.】
一▲

第三の問題は,資金のことであった

R,'1和55年頃から本格的にビニール-ウスで,出荷時期を遅らす電照菊の栽培が始まった｡こ

れは,13薮協同組合から改良化資金 ･近代化野金を借りて,地区民たちは大きな借金を負いな

がら菊栽培に力を注いだo これは,個人で借りるのではなく,5-5戸のグループで借f),返一

済もグループで行なおうというものだった｡fB曲としてもこれだけ鳩重であったし,貰任が重

大であったのだ｡それに境南器具も1台7万円ものを2-5台必要としたO (これは,畑が2

-5カ所分かれているため )1鹿には灯油を1台につき2斗(562)必要とし.これが冬

掛こは毎晩だからドラム 2ロー 50本は各戸で燃やしているのた｡

このように資金の大部分は,ノ､クスの支柱凧 ビ3- JL,ft,畷房器具代が主なものであったo

k- 1500 -耕 一一一･9nLl→車-1500 -一一刈

図5-5 花井用鉄骨ノ､クス〔7ンクル〕
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850

LDO～500十lII1500ド .,? ＼/了1吋ノ,.イブL5×40×40 1,9吋

5×50×50

lー_ 1200→k_ 1.18rJ 一 束-1200｣

図 5-占 花井用鉄骨-ウス〔/てイブ〕 _ . -..

こうして,ようやく軌道に襲ったと思われた菊載割 ま1昨年の大雪に見舞われ,鉄骨ノ､ウス

の8.--9割が倒壊してしまったOもちろん,その年は,ほとんどの電解菊が出荷不可能であっ

たo地区民はこれにもめげず,新たな決意のもとに,rj脇から-戸当り100万円～ 200万

円もの借金を背負 って,アングルよりもっと強度なパイプのノ､クスを建てなおしたのである0

第 4の問題は労働力であるO

これらの地区で菊戒培を始めた頓,水劇こエ菓地帯,福山に日本鋼管が進出してきたO地理

的に両工基地鞘のち 1うど中間点にあるため,地区の若者はこれらのエ巣他称 こ吸収され,潔

に入ったり,通勤しているので菊栽培は豪に残 っている者でやらざるを得ないのである｡1反

で 500人夫と言われているから1戸当り2- 5反が限界である｡
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中一F上中 中~F 中下 上中下･-rlJIT: 中■下 ヒ中下 上中下 ヒ巾下 中下 -中下

l

㊨挿芽 物 仮植 血 走相 応日脚と -一一一-芯的(i

図5-7 '屯府抑制ギク栽培手)1ii

る｡

堪照菊の品種はいろいろあるが 大鳥地区では ｢乙女桜｣が毅も多く栽培されているOこの

品稀は,2-5年前に ｢乙女｣から足確改良され.封が育て易い,Brlndが少ないなどの長

所をもっているため,現在菊栽培の中心,fl7.種と):こ.?ている｡

出荷先を安定させるためには,新しい晶醇-もちろん他地域にはないもの-を作りだすこと

もJ)の方法であるC
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衷 5- 5 昭和 44年 鑑 芯 照 菊 鮭荷 所 別 作付 面 接 (秤)

- 長 浜 正 頭 大工の浜 奥 吉 江 中村 .福滴 高 計

乙 女 5,512.5 758 i.745 1.100 958 210 415 8,698.5

弥 栄 910 250 190 - - - - 1,550

栢輿の華 774 250 440 - tt4 196 150 1.894

寒 秀 芳 255 80 160 40 70 10 115 710

昭和の櫛 47 45 - - 25 - - ~115

初光の泉 900 8,7 990 - 900- 255 609 4,506

婁 娘 12 15 - - - - - 27

天 ケ 原 180 2 - - d87 - - ･387

永久の晦 95 75 - - - - - 170

寒 雀 - dQ,5 - - 15 - Ilo 85.5

ウインターキ ン グ 65 1 - - 10 - 20 110

そ の 他 50 10 55 90 100 - 50 295

表 5- 4 昭和 4 4年 度露 地鼠 集荷 所 馴 作付 面 輯 (秤)

.荷所品種 長 浜 正 頭 大工の浜 奥 吉 江 中枠 福浦 高 計

天 ケ 原 100 15 115

金 屋 26_5 97 100 ち 15 241.5

アルプス 1.5 1.5

初光の泉 81,5 119 205 う0 5 260 700.5

新 年 娘 54.5 54.5

昭和の輝 67.0 32 149

耗 力 士 17.0 85 10 90

弥 栄 28.0 75 65 166

乙 女 90.0 68 125 240 45 20 588

ウインター 27.0 50 57

東 梅 松 17 145 60 72 294

lそ の 他 45.0 745 240 120 40 25 44 1,259
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表 5- 5 昭 和 4 4年度電照菊作付面軸 (品種 ･出荷月別)

乙 女 5(I.0 614.5 507 4.554 407 5.d98,5

粍輿の華 70 1,554 525 75 70 1,894

避 秀 芳 607 105- 710

昭和の榔 9d 19- 115

初光の泉 5号2 765 _i.129 250 4.506

寒 娘 10 17 27

天 ケ 原 588 129 ち45 25 887

永久の櫛 40 11〔〕 2〔ー 170

寒 雀 55 '15 1占.5 r 85.5

そ の 他 110 95 6口 50 295

表 5- 8 昭 和 4 4年披講路菊 rF付面岱 (nTjE,種 ･出荷月別)

月別品秤別＼ 9 10 1̀1 12 1 2 5 4 計

天 ケ 原 100 15 115

金 星 16,9.5 47 25 211.5

アルプス 1.5 一■一■一｢ - - 1.5

初光の泉 151 54(～ 10 15.5 700,5

新 年 娘 2.5 52 54.5

･耶称の雌.花 力 士 12 75 5 ～ - 9047 102 ～ 149

弥 栄 山 45 ?5 28 166

乙 女 50 548 145 50 15 588

ウインター 12 15 5u 57

- 294" l- 274 2CJ

そ の 他 87 781 551 25 55 1.259



(3) ｢菊栽培の将来性｣

(llLLl勝本頼 ･国道 2号線に近く,工業堆帯を両方にひかえているので後継者の育成は無理で

あること｡

(可 水が充分でないこと｡面hk･が小区域に限定されているため,機樹 ヒ･大型化ができないO

｢1 長期栽培計画はあるが,稲作が制限されている過途期なので,昔は笠岡の地理条件特にr

気候灸什が良かったが,現在暖房器具の発達などで,どこでも栽培できるようになったため,

他の地域でも米作から菊栽培に移行する傾向がある｡

巨)出荷先が,北海道･巽北 ･北陸と速いので輸送コス トがかかる.

囲 菊よt)利益の多い他の花は,流通粍構 (綴店先)がない｡

H 地区全体の収入は増大しているが,唾房gtを具代 ･灯油代 ･ビニール代 ･鉄骨パイプ代 ･水

足1代などの諸轍 が増えているので,純利品はあまり増えていないことo

以上打ト叫まで述べたごとく,現在堵んなように見える菊戦域も多くの開場点をはらんでい

るため,偲協 ･地区民は将来には大きな希撃をもてないので,将来のことよりた.たひたすらイこ

堺在をみつめて菊を栽培しているのが.地区民の表情にもうかがわれたし,私たちの目に写っ

たのである｡

そして,地区民たちはこれらの地区が両工業地岸のベ ッドタウンとなることを夢心地で待っ

ているのである｡
■′

三 宅 精 一

相 沢 一 正
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4 備 中 杜 氏

川 備･い杜氏のおこり

.義

備中'llY7部海岸地帯,とりわけ笹岡市大由地域や祷島地域は 7 山が海岸までせま()排他の少

ない所であり,零細な偽薬のかたわら,洩鰍 こ従申 していた｡しかし,酒庫虻も少なく冬鍬

の月Li朋矧には他に職を求めなければ生活がFl-しい状鮭であったo元禄年間に大島村AiL由の浅

野弥給兵衛,通称,忠告は酒造長姉を修得し比氏の資格を得て,広Eitr,i-の忠海の納J迂協を振

り出しに各地にiFL.造技術老として勤めた｡その'(札 椋野穣十は,酒造稼業の有婆なことをi.Ll

識し,後進の指導にあたり,しだいに,この道を志すものが多くなった-明次 2ロ年ヒtAHこは

約 1arJ名に接し,備Lrl杜氏の名称を冠したO大正年胤には 1.C)00名以上となり, 県内は
もちろん,国内 ･海外までも准出し,丹波 ･三治の両杜氏とともに,その,%'.声を倍したO

〔翁島町史より〕

大正中期から末期にかけて設立せられた各出身地区に･*ける研究会は 市町村合併などに

より発展的に解散し,現在では次の 5つの岬究FTtTがある 笹岡区およびIP･.庄地区に等削準正

研究会 ･笹岡構iTLL･組合,ruJfJ.】ftrTには寄),L坪悲鰐:付会,叫方町金光mTiiiJ区には山脇酒避研究≦?,

成平価 L̂=には成羽酒造研究会がある,,そして,それぞれの地区で講習会 ･品評会などを調催

し,技術の研究練磨をはかっているo

上述したような烈由により.備中杜氏発祥の1柚は,大島地区か輯烏地区と思われるが,そ

こで発祥した備ql杜氏が村披 ･三姥の両杜氏と並んで名声を博した掛こは,備中杜氏の中の

功労者の貢献があることを忘れてはならないO淀rj郡寄島町安意八幡神社境内には∴ Li広亦

遇の彰功碑があるO道広亦糾ま,噺台15年より松江市田中酒造掛 こ勤務し,成婚をあげ,

同町における湛造技術者の先戊者となり,後進の育成にあたり今日の備中寄島杜氏の隆盛が

みられたO このことは後 に .肘 Fl杜氏の分布(t)ところでも触れるが.現在寄島町は備中杜氏

をLllす市町卜仲 ,その数において邦一･位をFLdめている,,また,扶L川埋 庄町出身,平野利八

氏は,倉敷市玉島上戒の牧酒造場に動線中,明治 与0,I-F耶-LEl｣全国楢摘品坪全で倭等即 日,一一

位に入iliL,食掛こ酢 や杜氏の技術のは布;JIJ:ことが曲められEtTと外はもとよ()海外への進出の

基礎をつ くった｡また,J&l話川i大仁LiLtL.身の撞好も貞一｢氏は,u紳 151年,杜氏として初めて紫

綬如 托 さずけられたo続いて,fL機 市玉ムu J山 l城 の牧吉太郎氏は児払神慮嫡町恕体感造
S

iA-(こ勤敵中,同番を授けられたOさらに改野穣一氏は鵬 41年,熱五等瑞宝弟に叙勲 され

たOこれらは備中杜氏の俊秀なことを物語るものであるD

U.7,5山の池 小出 液 ･酬即し之助〕
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(21杜氏のしくみ

･ 杜 氏 一 一済の権限の第-H･任者であり,総大将的役割

･ 蔵 人

頭 (かしら) 一 大きい工掛こは頭という人がおり,杜氏の補佐役をし,主に仕 ､

串の割り当てなどの入野に舶することを役目とするO

代師 (だいし)- こうじ肺の別名であり,酒造りに必要なこうじを専門に作る｡
(代氏)

廻り (もとまわり)

ー 象 (瀞母ともいう)を作る専門家｡

役割り的名称
′

道具まわし - 酒造器具を管理するもの｡

船 頭 瀞をしぼる酒槽の資任者O

釜 星 米を来す係Q

碩 ･lt師 億 触りを杜氏の下でIrnく輔人の中の三役といい,幹部的存在であるQ職人には,

この下に経凝鉱敬により上人 ･中人 ･下人などがおり,疎人の組鰍まかなり複雑である｡ま

た,これらの砂名は地方的であり,各地によって差異があるOそして酒蔵の中では,杜氏の

指示･指妻馴こよ(),秩序正しく作米を行な って良い酒が造られるわけであるO杜氏と織人が

ともに併秀な技術をもち,お互いが団結してはじめて良い酒ができるのである｡杜氏はその

酒屋の全財産をあずかる重要な地位にあるため,一人前になるためには, 50年前後の経験

が必要であ(),杜氏になれるのは40才以上 60才という老齢の人が多かったOこれは科学

技術の進歩していない時代にはまったく経験と伝統のみにたよっていたためであるb今日で

紘,科学の進歩によ.),酒造りも樺板化がなされ,昔ほど菌姥でなくなったことと,各地区

で軌習会や研究会などが普及したことによって,10年俸鮭の経験で50才足らずでこの杜

氏の地位を得ることも可能になってきた｡一枚氏には,喪年というものはないが,普通65-

-/5才まで勤めるそうで,杜氏の平均年令は55才くらいである｡また,杜氏は自分の後継

者に血練関係者をならせるいわば世製的なものが多かったが,今日では,杜氏の後任は自分

の下の頑などから引き上げたり,杜氏組合からまわしてもらったリ,佃の癖進か らゝ腕のい

い9-1l･代師を譲ってもらう場合もあるo

杜氏が酒造場へ伴う蔵人であるが,これはその栖迩工場の規模によって多少がある｡酒造

工場の規模を示す一つのめやすとして,酒OIJしこみの工程における日じまいと半じまいとい
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うのがあるoこのことについて詳しくは,酒造()工程の所で述べることにする0日じまいの方

が工場の規模が大きく,ここでは12-15人の成人を,半じまいの工場では6- 7人の蔵人

杏,1人の杜氏が伴 っていくわけである｡しかし,蔵人のすべてを杜氏の在地から伴なってい

くわけではなく,城人の中でも頭 ･代師 ･最堪りといった役人は,その在地から伴なっていく

場合が多いが,その他の蔵人は,杜氏の勤務する潤 の付近から臨時にやとったリ,北部の成

羽 ･高梁の方の粗菓をやっている人が兼業としてや ってくる場合もある｡したがって,織元の

半数ほどが地元の人で.あとの半数は他からやとった人ということになる｡

杜氏･赫人の働きに出かける期間についてであるが,11月下旬から翌年の 5月末位までの

約 4ケ月間であるo この4ケ月間,酒戯にはいって触き通しであるが,本じこみといって酒母

のしこみが終ると.全員がいなくてもよくなるので,煽ることもできるOしかし,杜氏はもち

ろんのこと,頑 ･代師 ･敵廻りの三役は_岸t初から最後までいなくてはならない｡

杜氏 ･Tr,好人の給料であるが,かつては一期間いくらというように卿は】制であったが,現在で

は日当制が多いようであるo 大正末期を例にとってみると,当時 4ケ月一期間として,千Zj一酒

尾といわれる規模の大きい工掛 こ勤めていた倭秀な杜氏は, 1,000円位もらっていた｡普通

の杜氏で一柳間 700-830円.成人の-番下の下人でも150円位はもらっていたそうで

ある｡ 〔現役の杜氏の一人に細く〕これは当時としてはかなり高額な給料であり,当時の師範

出の教師の初任給のだいたい8倍位である｡顎在では,杜氏が日給 5,000- 5,000円.頑

が2.500-2.400円,代師が 2,200-2.508円,甑 廻り1,800-1,900円ぐらい

であるoしかし,これも節足の規模等により差異があるので一様にはいえないQこの日当の他

にit.与報酬もあるそうだDしかし,.lg一造りの出稼ぎは4ケ月間だけなので,その後が問題であ

るO田畑を所有している人は,百姓をするが,田畑のない人は失業保険にたよる他はないOこ

の失業保険は5ケ月間くれるが,いろいろ姦件があって,それにあてはまらねはもらえないC

まず酒造りに出かけた日数がたらなければもらえないし,87-d8才というかなりの高齢に

ならなければ,すぐに失光似険とはいかないO若い人は喝選安定所の推漢によって,他のILF難

所に働きに行かねばならない O

(3) 碩中杜氏の分布

輪中杜氏の分布であるが,やはl)Wu;中杜氏発祥の地と思われる･lif島と大島地区 (掛 こ正頑)

が大多数を占めるou日和45年孝之在で寄島帥こ約 70名.大k･地凶こ約40名の佑中杜氏がい

る｡寄島町の中でも,特に虎安創 蛸 を抜いて多いoそれは前にも述べたように･忠耕地のき
ゎめて少ないことと,硬秀な兜記者が出て後半の婚郵 こあたったためと思われるO同じ安貞の
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